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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。
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　　　序章







　──ふと。

　奇き妙みような寝ね苦ぐるしさを感じて、東とう哉やはぼんやりと目を開けた。寸すん前ぜんまで見えていた夢ゆめがみるみる散り散りになっていき、安あん堵どの息が漏もれる。いい夢ではなかった。巨きよ大だいな白はく蛇じやに締しめつけられ、とり殺される夢だ。ちろちろ伸のびる舌したが頰ほおをなぞり、どこまでも深く紅あかい瞳ひとみに東哉自身の顔が映うつっている。大きく裂さけた口、ずらりと並ならんだ鋭するどい歯列、吹ふき付ける瘴しよう気き──。いいかげん見み慣なれた夢とはいえ、気分のいいものではない。

　外はまだ暗い。枕まくら元もとの時計に手を伸ばす必要もないくらい、真夜中だった。おそらく午前二時から三時にかけての時間帯だろう。過か去こ幾いく度どかの経けい験けんからそのあたりに見当をつけて、東哉は天てん井じようを見つめたまま顔をしかめた。右半身に、重い熱ねつ源げん。悪あく夢むの元、あるいは解かい放ほうの鍵かぎ。少し湿しめって柔やわらかい。

　ええと、その。なんだ。……。

　無む視しして再ふたたび眠ねむりにつこうかとも思う。布ふ団とんをめくってそれを見て、確たしかめて──それでなにが変わるわけでもない。いつもと同じ、不ふ快かいと諦てい念ねんと……おそらくは背はい徳とくと。ないまぜになって脳のうを灼やくだけだ。よくよく理解できている。

　──だが、それでも。

　東哉は左ひだり腕うでをもたげて布団を摑つかみ、音を立てないようにそれを除のけた。

　こもった熱気が逃にげていく。障しよう子じを透すかしたほのかな月明かりのもと、初めに目に入ったものは、暗い夜よ闇やみにあってさらに黒く、つややかな髪かみだった。恐おそろしく長く、先が足首にまで届とどいている。

　続いて見えたのは顔。その豊ゆたかな髪に半ば隠かくれて、寝顔が見えた。こちらは対照的に白い。間近ではあるものの、たしかな光源もない部屋で、その肌はだはおのずと輝かがやくように真白く映はえた。

　その美しい、顔。

　かわいらしくも、いとけない、少女。

　それが東哉の肩かたを枕にして、のしかかるように身体を預あずけてきている。ほどけた髪の隙すき間まからほの白い襟えり足あしが覗のぞいており、幼おさなさにもかかわらず、寒気がするほど艶なまめかしい。

　現あらわれた少女が、んん、と声を上げて身じろぎした。温度が下がるのが気に入らないのか、抱かかえ込こんだ東哉の腕をきつく締め、丸めた身体をさらに縮ちぢこまらせる。まるっきり想そう像ぞうどおりの姿すがたで、反はん応のうだった。

「……おい」

　声をかけるが、もちろん目は覚まさない。幼な子らしい健すこやかな、ややせわしくもある寝息が紅こう唇しんから漏もれている。閉とじた瞼まぶたと長い睫まつ毛げに隠されて、その瞳ひとみは見えず──そのほうがいい──なま白い足が寝間着を割わって、東哉の腿ももに絡からみついていた。

　なんというか、決して誰だれにも見せられない。いや、疚やましいところはまったくないのだが、弁べん解かいの余よ地ちなく不本意な納なつ得とくを受けてしまいそうなありさまでは、ある。

　引きはがそうとした右腕が、布団をこすった。なぜかザラザラする。いやな予感を覚えて手を伸ばし、東哉は少女の足の裏うらに触ふれてみた。ぼろっとなにかが崩くずれ、手の中に塊かたまりが残る。湿った土の手て触ざわりだった。

　…………ああ、

　むくっと体をもたげる。

「ったくこいつは！　おいこら。起きろ。おまえまた土足で上がり込んだな？　来るのはもう止めねえけどそれだけはやめろとあれほど」

　少女の頰をぺちぺちと叩たたく。わずらわしげに眉まゆを寄よせるも、少女が覚かく醒せいすることはなかった。東哉が上体を起こしてもそこにしっかりとしがみつき、びくともしない。

　舌した打うちして、東哉は少女を起こすのをあきらめた。引きはがせないなら好都合、完全に起きあがってばたばた布団を払はらう。ぱらぱらと軽い音を立てて、畳たたみの上に小こ砂じや利りが跳はねた。

　少女は身動きもしない。ただ長い髪が、東哉の動きにつれてゆらゆら揺ゆれた。

　あらかた砂すなを払い落とすと、すっかり冷めた布団に潜もぐり込んで再び天井を眺ながめる。静まりかえった部屋に、少女の寝息がかすかに流れた。そういえば頭まで布団に埋うまったままだが、寝苦しくないのだろうか。考えて、東哉は自由な左腕を伸ばした。布団をずらして右肩と、そこに乗った頭を露ろ出しゆつさせる。

　なだらかに白い頰に髪がかかるのを、なんとはなしに手で梳すいてやりながら、東哉はゆっくりと息を吐はいた。以前はため息など滅めつ多たにしたことはなかったが、ここ数日で激げき増ぞうしている。そのことには気がついていたが、だからといってどうしようもないことだ。

　そう、どうしようもない。少女は振ふりほどけない。自分はここにいる。それが決まりだ。やがて変化が訪おとずれるにしろ──いまは耐たえるしかない。少女の身体の重みは不本意で、払いきれない砂の感かん触しよくは不ふ愉ゆ快かいではあるが。

　……では、あるのだが。

　闇の中、笑みを浮うかべる。刻こつ苦くの日々も、その先にあるものを思えば、なにほどのことでもない。光が強ければ闇は濃こく、山高ければ谷は深く。絶ぜつ頂ちようの次に奈な落らくが待つのは世のならいだ。その時こそ、自分を取り巻まく一いつ切さい合がつ切さいにけりをつけてやる。寝ね返がえりも打てない寝床の中、東哉は闇を凝ぎよう視ししつづけた。雌し伏ふくの時にも熾おき火びはひそかに燃もえ盛さかる。東哉の心の中で、絶たえることなく燃え続けている。







　　　第一章　炎ほのおのはじまり







「ごめんください」

　ついぞ聞き慣なれないおとないの声に、船ふな津つ東とう哉やはわずかに首を傾かしげた。

　佳よし乃のさん……じゃあ、ないよな？

　昼食はさっき済すませたばかりだし、ついでに夕食も届とどけてもらった。ほかに叔お母ばがここを訪たずねてくる用事があるはずはないし、かといって彼女以外に来る者などいない。やることもなし。縁えん側がわで昼寝でも……と思った矢先のことだ。とするとこれは、

「──幻聴？」

　呟つぶやいてみる。にしてもリアルだった。不ふ遇ぐうの末、とうとう自分にも脳のう内ないに友人ができたのか。しかも続きがあった。

「こんにちはー。あのー？　いるー？」

　声の調子からすると若わかい娘むすめのようだが、やはり幻聴らしい。この声には覚えがあるが……ここに来るはずがない。半信半はん疑ぎで反はん応のうせずにいると、呼よばわる声に苛いら立だちが混まざった。

「ちょっと、いないの？　返事しなさいよー」

　どんどんどん。荒あらくノックまでしてくる。チャイムがあるから使えばいいのに。一いつ瞬しゆん居い留る守すを使おうかと思ったら、ノックが止やんだ。ガラガラガラと戸を引く音と、

「あ、開いてる」

　続いてごそごそと履はき物ものを脱ぬぐ音。

「ねえ、留守なの？　上がるよー？　ていうか上がったからね」

　足音が響ひびいた。荒い音と軽い音の、なぜか二組。

「おいおい……」

　止める間もない。二間続きの、襖ふすまの向こう。廊ろう下かを伝う音が近づいて、思った通りの顔がのぞく。従い姉と妹この莉り柘つと、麻ま里りだった。東哉の姿すがたを認みとめると、なにか言う前に莉柘の眉まゆ根ねが『ぐいっ』と上がった。

「ほら、やっぱりいた。あんたなんで返事しないのよ」

「……ああ、ええと。それは」

　自分でもよく分からない。視し線せんを逸そらして、無ぶ難なんな答えを探す。

「いや、来るとは思わなくてな」

「そりゃそうだけど」

　あご先の汗あせを拭ぬぐって、莉柘はむくれた。すたすたと入ってきて、微び妙みように遠いところで腰こしを降おろす。その隣となりに麻里が並ならんだ。莉柘は紅こう白はくの巫み女こ装しよう束ぞくに身を固めており、長い髪かみを後ろで結わえている。麻里は藤ふじ色いろの和服だった。こちらは肩かたで切り揃そろえた黒髪とあいまって、日本人形のように見える。そろそろ夏も盛さかりだというのに、薄汗も浮かべていない。折り目正しい所作で、会え釈しやくする。

「お久ひさしぶりです」

「──ああ、久しぶり」

　挨あい拶さつを返すが、続ける言葉が見つからない。莉柘も麻里も何も言ってこない。とりあえず立ち上がって茶を用意する。

「二人とも、何年ぶりだっけな。元気だったか？」

　友好的な口調につとめたものの、我われながらどこか空々しく感じた。麻里は涼すずしい顔だったが、莉柘が唇くちびるを尖とがらせる。

「『何年ぶり？』だって。嫌いやな言い方しないでよ」

　どこか拗すねた口調だった。ちらりと視線をやるが、莉柘は東哉の斜ななめ後ろ、床とこ柱ばしらのあたりを睨にらみつけている。なにやらご機き嫌げん斜めだ。

　というか、俺おれが悪いのか？　理り不ふ尽じんを感じ、それが口に出る。

「なんでお前が怒おこるんだよ」

「……べつに怒ってないわよ」

　いよいよむくれる。なんなんだこいつは。

　…………まあ、いいけど。

「そうだな。まともに会うのは十年ぶりだ」

　十年。口にして、あらためてその年月の長さを思う。二人にきちんと『会う』のは、まさしく十年ぶりだった。

　半月前、東哉は十七歳さいになった。高校には行っていない。ろくでもない事じ情じようにより中学卒業と同時に軟なん禁きん生活に入り、この歳としでほとんど世よ捨すて人状じよう態たいだった。人と会うのは日に一度、世話係の（俺は家か畜ちくか？）佳乃さんが食事などの身の回りのため訪おとずれたときだけで、それにしたところでまともに会話もない。年に数度、正月だの祭りだので一族と顔を会わせることはあったが、それだけだ。誰一人として親しい者はいない。ほぼ完全に、無視されていた。親しくなるどころか声もかけられないのが実情だが、それもかえってありがたい。東哉が何をしたところで、好感が得られるわけではないのだ。それは莉柘にしろ麻里にしろ同じことで、せいぜい遠目に眺ながめるくらいが関の山だった。向こうはこちらに見向きもしない、こちらは近寄ることもできない。

　もちろん近づく気もない。誰であろうと何だろうと。

　それがこの十年間の、東哉の世間との関かかわり方だった。そしてこのさき何十年か続く、関係のはずだった。

　東哉が何か言うより先に、莉柘が口を開いた。

「初めに言っておくけど。あたしはここには、麻里ちゃんが行くって言うからついてきただけなの。あんたと話すのは麻里ちゃんの役目。あたしはあんたが変なことしないように見み張はる役。あんたとは口もききたくないし、聞かれても答えない。いいわね？」

　宣せん言げんして莉柘は唇を引き結び、そっぽを向く。いきなり好戦的だが、こういう分かりやすい態度はかえってありがたい。薄うすく笑って、東哉は頰ほおを搔かいた。

「それは分かったが……なんだよ変なことって。卑ヒ猥ワイなことでも考えてんのか？」

　からかう口調に、莉柘はあきらかに『むかっ』となった。日に焼けた顔に朱しゆが差す。そっぽを向いたまま、言った。

「……とにかく、そういうことだから」

　押おし殺した声で言って、あとはだんまりを決め込む。東哉は肩をすくめて、麻里に向き直った。

「それで、十年ぶりに何の用だ？　いよいよ俺を始末することにでもなったか？」

　冗じよう談だん半分。だが心のどこかで、それもいいか、と思いながら、聞く。

　その麻里はさきほどから外を見たままだ。開いた窓まどから鳥のさえずりが聞こえてくる。

　十年ぶりの来客二人ともに無視された恰かつ好こうになった。

　沈ちん黙もく。

　ひょっとして当たったのか。東哉が両腕にじわりと力を込めた瞬しゆん間かん、麻里が口を開いた。

「そう、思いますか」

「一番ありそうだろ。まさか今さら仲良くしましょうなんて言わないよな？」

　莉柘のあごのあたりがこわばった。なにか言いかけたが、声にはならない。麻里は答えず、窓から吹き込む風が彼女の頰を撫なでた。

「──ここは、」

　ふと、切れ長の目を伏ふせる。

「乾かわいて、いるのですね」

　何のつもりか分からないが、何を言っているのかは分かった。

　すっと視線が上がり、東哉と重なる。

「東哉」

「……ん」

　十年ぶりの呼びかけに、背中がぞくぞくした。麻里については〈船ふな津つ〉一族でも才色兼けん備びの呼び声高く、東哉の耳にも届とどくほどだった。やれやれ、たしかにこれは、えらい美人だ。おっかない。

「体の調子はどうですか」

　平へい坦たんな声。およそ感情のこもらない、まさに人形のような声こわ音ねだった。容よう貌ぼうはともかく、表情や声の調子からは昔の記き憶おくと繫つながるところがない。以前はたしか、もっと……いや。

　なるほど、十年経たった。

　にやりとしそうになりながら、答える。

「ああ、普通に悪いな。ところで答えになってないぞ。用よう件けんは？」

　嫌な言い方だ。分かっている。莉柘の眉まゆがぴくぴくするのをにこやかに眺めながら返すと、麻里はそうですか、と頷うなずいてから、静かに告げた。

「下に降おりる準じゆん備びをしてください」

「……なんだと？」

「貴方あなたを解かい放ほうします。条じよう件けん次し第だいでは、ですが」

「へえ」

　声が自然に漏もれる。「なるほど」そっちか。それならどうやら、話は違ちがう。

　莉柘がまたなにか言いかけたが、麻里のほうが早かった。

「気づいているようですね」

「そりゃまあね」

　というかそれは侮ぶ辱じよくですか？　お嬢じようさん、度ど胸きようありますね。

　涼すずしい顔で、背はい後ごを示しめす。「あれだろ？」

　麻里がこっくりした。そんな動作も人形めいている。

「神しん域いき・草くさ那な藝ぎ山やまの鳴動が意味するところはひとつ。伝でん承しようのとおりなら、大規き模ぼな異い変へんの予よ兆ちようです。一族の者が調べていますが、手が足りません」

　一瞬の間があった。麻里にしてみればただの息いき継つぎだったかもしれない。そうでないかもしれない。特別ななにかがあったと考えていけない理由は、ない。だから東哉は、この一瞬の空白を後々まで覚えている。




「東哉。これから封ふう印いんを解とき、貴方を解放します。ここを出て、力を貸かしてください」




　すべてが終わって振ふり返れば。おそらくこれが、運命の扉とびらだった。もちろんその時は、誰一人気づくことはなかったが。

　ともあれ、その言葉だ。形としてはお願いのようだが、口調は否いや応おう無なしの命令だった。頭も下げない。かちんとくるが、提てい案あん自体は望むところだった。ただ、迂う闊かつに飛びついていいものやら確かく信しんが持てない。のこのこ出ていったら一族総そう出でで袋ふくろだたき、なんてこともありえる。

　ふむ。

「封印を、解くって？　誰が許ゆるした？」

「それは当主です。もちろん」

「そうだよな。それが分からん。俺をここに押し込めたのは、その当主じいさんじゃなかったか？　おかげでずっとハブだったし、高校にも行けなかった」

「…………」

　莉柘はなにも言わない。麻里は黙だまってこちらを見る。

「それがどういう風の吹き回しだ？　そっちの都合で閉じ込めといて、やばくなったから出してやるって？　なんつーか、虫のいい話だと思わないか？」

「──では、出たくないのですか」

　ご冗談を。

「いいや、出たいよ？　ありがたい話だ。ただ、なんだってそんなことになったのか、教えて欲ほしいんだよ。下界のことにはまるで無知なもんで」

「話は単たん純じゆんです」

　なぜだか麻里が声を落とす。

「東哉、貴方は草那藝山が鳴り続けているのを知っていますね。それはいつから始まりましたか？」

「ああ？　えーと、一ひと月つきちょっと前かな。はじめにヘンな雲がかかって、それからは日がな一日鳴りっぱなしだ」

「それを聞いて、どう思いましたか」

「どうって……まあ、嫌な感じはしたな。さっき自分で予兆とか言ったろ。つーかあれだけ鳴いてれば誰でも分かるって」

「父は気づきませんでした」

　一いつ瞬しゆんの沈黙。東哉は頰ほおを搔かいた。

「……………はあ。マジで？」

　麻里の父といえば東哉の叔お父じのことだ。当主には四人の息子むすこがおり、その三男になる。ちなみに莉柘の父が長男で、東哉の父は次男だった。

　叔父は当然〈船津〉の中でも高い地位にあり、ついでいえば東哉をここへ追いやるのにもっとも熱心だった人物だ。もはや前線に立つことはないとはいえ、組そ織しきの一員としては当然、その方面への感覚に優すぐれていることが求められる。たしかに、ぼんやりと覚えているかぎりではそれほど優れた術じゆつ者しやではなかったように思うが、それにしても。

　麻里はうつむいた。腿ももの上で重ねた手に、力がこもる。

「父は錆さび付ついています。もとから鈍にぶいところへ、もう何十年も組織の体たい制せい維い持じばかりに力を入れ、修しゆう練れんを怠おこたってきました。父が異変に気づいたのは、やっと半月前のことです。わたしが教えなければ、今でも気づかないままだったでしょう」

「麻里ちゃん」

　莉柘が声をかけるが、麻里は首を振った。「いいのです」

「父については、仕方のないことです。問題なのは、こうしたレベルの低下が〈船津〉の全体で見られることです。ちょうど父の世代──つまりいまの〈船津〉を支ささえる熟じゆく練れん者とされる年代で、その傾けい向こうが顕けん著ちよになっています。密ひそかに調べたところ、全体のおよそ二割わり近くで察知が遅おくれていました。かりに耳に届とどいていても、それが吉きつ兆ちようか凶きよう兆ちようなのか区別のついていない者も多数。こんなにも……はっきりしているのに」

「ひどいもんだな」

　他に言いようもなく呟つぶやいて、東哉は肩かた越ごしに背はい後ごを見やった。その方向、はるか向こうに聳そびえるはずの草那藝山からは、低く重い轟とどろきが伝わってくる。正しくは耳に聞こえる音としてではなく、肌はだに感じる波動のようなものだが。いいものでないことはすぐ分かる。眉み間けんのあたりを押おさえられているような、肩に何かがのしかかっているような、重苦しい気配がまとわりついてくるのだ。これといった害もないのだが、四六時中それがつきまとってくると鬱うつ陶とうしいし気も滅め入いる。正直なところ、東哉はこの一か月というもの、慢まん性せい的な寝ね不ぶ足そく状じよう態たいだった。体はだるいし頭は重い。ストレスは溜たまる一方で、軽い頭ず痛つうまであった。忌いま々いましい。

　視し線せんを戻もどして、首くび筋すじをぴしゃぴしゃ叩たたく。

「まあ、なんとなく分かった。つまり、〈船津〉も年食ったってことか。図ずう体たいはでかいが足あし腰こしは弱るし目はかすむ。耳も遠くてボケも出始めた、と。そろそろ遺ゆい言ごん考えといた方がいいんじゃないか？」

「そこまで末期的とは考えていません。ですが、このままでは遠からず自力で立つこともできなくなるでしょう。そうすれば【怪かい異い】への対たい応おうも後手に回るでしょうし、葦あし原はらをうかがう他勢せい力りよくの干かん渉しようは避さけられないでしょう。その前に対たい策さくを講こうじておかなければなりません。それが東哉、貴方あなたです」

　麻里は初めて、東哉をまっすぐ見つめた。驚おどろくほど黒く、深い瞳ひとみだった。そこだけは人形のようではなく、強い意い志しの輝かがやきがあった。

「今の〈船津〉に、貴方を封ふうじたまま遊ばせておく余よ裕ゆうはありません。わたしは、貴方を閉じ込めておくのではなく、積極的に協力させるべきだと考えています。そのためには、何よりも貴方の有用性を証しよう明めいしなければなりません。今回の件けんはある意味、好都合といえます」

「ははあ……いろいろ考えてんだな。その口振りだと、俺おれを使うってのは独どく断だんか？」

「当主に直ちよく接せつお願いして、許きよ可かをいただきました。ほかの幹かん部ぶには伝えていませんが。知っているのはごく少数です。今のところ反対する者はいません」

　つまり子こ飼がいの手下というわけだ。顔には出さずに、東哉は密かに舌した打うちした。解かい禁きんは全体の意志ではなく、あくまでイレギュラーであるらしい。考えてみれば〈船津〉としてはその方がいいのだろう。効こう果かが出ればよし、使えなければ再ふたたび封じてしまえばいい。だが、そうすると。

「かなり危あぶない橋だな。下手するとおまえも爪つま弾はじきだぞ？」

「それは貴方次し第だいです。ただし、わたしはいくらでも挽ばん回かいの機会がありますが、貴方にとっては間違いなく最初で最後のチャンスですのでそのつもりで」

　しれっと答えてくる。だがそんなはずはない。〈船津〉は減げん点てん主しゆ義ぎだ。一度でも失敗した者は二度と這はい上がれない。東哉の知る限かぎり、その体たい質しつは十年前から変わっていないはずだ。この言葉は強がりというか、まあ、方便だろう。

「『マジメにやれ』ってことね。それで、見返りは？」

「見返り？」

　麻里が首を傾げ、莉柘が笑う。あまりいい笑いではなかった。

「あんた、そんなの言えた立場だと思ってんの？」

「なんだよ、俺とは話さないんじゃなかったか？」

　莉柘を睨にらむ。倍くらいキツい視線が返ってきた。

「あんたが間ま抜ぬけなこと言うからよ」

「そうかよ。──てことは、なんにもなし？」

「当たり前でしょ。痛いたい目みないだけありがたいと思いなさいよ」

「はあ、なるほど。で、嫌いやだと言ったら？」予想はつくが、

「一生ここにいなさいよ」

　やっぱり。

「それはさすがに困こまるな。どうせなら出たいし。でもただ働きってのはなんとかならんかね？　なんというか……モチベーションの問題だよ。分かるだろ？」

「だから、」莉柘が言いかけるのを、麻里が止めた。

「報ほう酬しゆうがあればよいのですか？」

　そういうことです。愛あい想そよく頷うなずくと、麻里はわずかに考えるそぶりを見せた。

「では、なにか望みはありますか？　成果に対する報酬として、事後に支し払はらわれる対たい価かについて、という意味ですが」

「小こ難むずかしく言ったな。前払いはなしってことか？」

「それが禁きん令れいの一時解かい除じよです。本来ならば、貴方はこの社やしろから出ることはなかったはずですので」

「なるほど」

　つまりはそういうことだ。ほんの一時、東哉はここから解放される。ことが済すんだらお払い箱。お駄だ賃ちんに飴あめ玉だまをもらって、再び先の見えない軟なん禁きん生活に戻もどる。

　冗じよう談だんではない。胆はらは一いつ瞬しゆんで決まった。

「じゃあ、こうだな。今回の面めん倒どうが片かたづいたら、あらためてここの封印を緩ゆるめろ。いきなり全面解禁、なんてことは言わない。そう、町を出歩くぐらいのことができたらいい。どうだ？」

　予想の範はん囲い内だろう。麻里はあっさり承しよう諾だくした。

「分かりました。当主の裁さい可かが必要ですが、わたしからお願いしてみます。おそらくは受け入れられるでしょう」

「それは頼たのもしい。でも、頼んでみたけどダメだった、なんてことにならないかな？」

　東哉の記き憶おくにある当主は、その種の取り引きが効く相手ではなかったはずだ。それとも、かわいい孫の言うことなら聞いてくれるのだろうか？

　かわいくない孫の身としては想そう像ぞうの埒らち外がいなのだが。

「おそらくなりません。くわしくは言えませんが、わたしにも公算があります」

　麻里は小ゆるぎもしない。突つっ込こんで聞いてみたくなったが、ここで『言えない』というなら聞かない方がいいだろう。もしも駄だ目めならその時はその時。

「では決まりですね。準じゆん備びしてください。しばらくは本家の離はなれで寝ね起おきすることになりますので、そのつもりで」

　一礼して、麻里が莉柘を促うながして立ち上がる。

「境けい内だいに出ていますので」きれいな姿し勢せいで髪かみをなびかせ、とことこと部屋を出ていく。莉柘も続く。二人が廊ろう下かに消えてから、東哉はふと呟つぶやいた。

「……公算はある、か。それなら俺は打算を働かせるよ。弱者の武器を、たっぷりとな」




　　　　※




　寝しん室しつの隅すみに投げ出してあったスポーツバッグに着き替がえを詰つめ、財さい布ふの中身を確たしかめてからジーンズの尻しりポケットに突っ込む。中身はどうにも心もとないが、無一文よりはましだ。よれたシャツだけ替えて、五分とかからず準備完かん了りよう。貧びん乏ぼう所帯は気楽なものだ。台所に置きっぱなしの夕食やほかの諸もろ々もろについては、佳乃さんがどうとでもするだろう。あとは洗せん面めん所じよに寄よって、歯ブラシや剃刀かみそりをバッグに放り込む。近ごろ髭ひげが目立つようになった。

　鏡に映うつった己おのれの姿は、いささか髪が伸のび気味に見えた。だが気にしないで玄げん関かんに向かう。造つくりが良かろうがまずかろうが、男の顔に見入る趣しゆ味みはなかった。

　すり切れた運うん動どう靴ぐつに足を突っ込もうとして、止まる。少し考えて、横手のシューズボックスを開け、頑がん丈じようなアーミーブーツを取り出した。山歩きに使っているもので、泥どろで汚よごれている。編あみ上げ式で着ちやく脱だつは面倒だが、おそらくこちらの方が適てき役やくだ。

　引き戸を開けると、慣なれた光景が広がっていた。山の中ちゆう腹ふくの、開けた神社の境内。門柱のようにそびえる檜ひのきと欅けやきの巨きよ木ぼく。その向こうに広がる、葦あし原はらの町。

　東哉が暮くらしている社やしろは、船津家当主の住む『本家』の裏うら山やまに建っている。もとは半ばうち捨すてられた古い社でしかなかったところを、十年前に改かい装そうし、人が住めるようにしたものだ。その際さいあわせて据すえられた石いし段だんは、まっすぐ本家の裏庭に続く。全部で二百二十六段もあり、七月にここを登ってくるのは、たしかにけっこうきつい。莉柘が汗あせだくになるのも無理もない話だが、それがどうした。こちらは小・中学校と律りち儀ぎに往おう復ふくしたのだ。

　その莉柘は、石段の一番上に立って葦原の景色を眺ながめていた。巫み女こ装しよう束ぞくが風にあおられて、袖そでがはためいている。高所にあるぶん、ここはそれなりに風が強い。麻里はすこし離れた踏ふみ石の上で、やはり眼がん下かを眺めながら髪をなびかせていた。

（そういやこいつ、この恰かつ好こうでここまで上がってきたんだよな）

　よくまあ途と中ちゆうでへばらなかったものだ。汗ひとつかいていなかったが、なにか秘ひ訣けつでもあるのだろうか。分かりそうもないことに首を捻ひねりながら、後ろ手に戸を閉しめる。

　その音で気づいたらしい。麻里が振ふり向いた。「いいようですね」細いがやけに通る声で呟くと、石段を下り始める。

　莉柘も続くが、こちらは一言もよこさない。実に好意的な態たい度どだ。一歩ごとに左右に揺ゆれる髪テールを目で追いながら、心に決める。これだけ気き遣づかってくれているのだ、彼女にはうんと親切にしよう。いつも心にとどめて、もし親愛なるこの従い姉と妹こが弱さや苦しみを感じるようなことがあればそれを見み逃のがさないようにしよう。自分がいったい、彼女にどれだけのことをしてやれるかを考えていよう。好意には好意をもって返すのが人の道だ。

　逆ぎやくもまたしかり。

　うきうきした気分で、石段を下りる。少し先を二人が歩いており、遥はるか下には船津本家の裏庭。

（──ん？）

　その石段が果てるあたりに、人ひと影かげが見えた。ひとり、ふたり、……六人。まだ豆まめ粒つぶくらいの大きさで、顔の見分けなどできるはずもない距きよ離りだが──東哉には見える。特に面めん識しきのある相手はいないようだが、彼らの視線がひとつ残らず自分に注がれているのはよく分かった。ついでに、その剣けん吞のんな雰ふん囲い気きも伝わってくる。

　どうも出で迎むかえのようだ。念の入ったことである。手を振ってやろうかとも思ったが、やめておく。あまり面おも白しろくなさそうだ。全員男だし。

　当然、先を行く二人も彼らに気づいた。申し合わせたように顔を見合わせ、もの問う顔になる。

「莉柘、ここに来ることを誰だれかに話しましたか？」

「まさか。言わないよ。麻里ちゃんも言ってない、よね？」

　お互たがいに首を振り、否ひ定ていのサインを示しめす。ふたりとも、当主の許きよ可かを得てすぐここまで登ってきたのだ。そんな暇ひまはなかったはずだ。

　男たちは〈船津〉の人間で、ひとりひとりの顔に見覚えがあった。親しい付き合いはないが、一族内での集まりでちょくちょく見かける連中だ。いずれも若わかい。二人とほぼ同年代の少年ばかりで、ついでにいえば中ちゆう堅けん幹かん部ぶの息子むすこたちだった。お互いが微び妙みように距離を取って、石段を扇おうぎ状じように取り囲むようにして待っている。

「あんまりいい用事じゃないみたいね」莉柘に直ちよく接せつ向けられたものではないが、敵てき意いと警けい戒かい心しんがびりびり伝わってくる。

　麻里も軽くため息をついた。

「当然でしょうね。それにしても、誰に見られていたのか……」

　奇き妙みような緊きん張ちよう感と沈ちん黙もくを保たもったまま、三人は出迎えの前に降おりた。正面に立った少年が代表らしい。他の者は思い出せないが、彼の名前は覚えていた。

　大おお場ば秀ひで雄お。いちおう〈船津〉の一員だが、〈船津〉の姓せいを名乗ることも許ゆるされない分家の長男だ。柔にゆう和わな顔つきで、目じりが下がっている。上うわ背ぜいはそこそこあるが、全体に線が細く、色が白い。一見したところ、どこにでもいる人じん畜ちく無む害がいな高校生、といった少年だ。

　一見だけは。

　一歩進み出て、ひょいと頭を下げる。

「麻里さんに莉柘さん、どうもご無ぶ沙さ汰たです。最近どうですか、調子は？」

　軽い口調で挨あい拶さつし、距離を置いてにこやかに二人を睨ねめる。後ろにいる東哉にはもう目をやらない。麻里は莉柘に黙だまっているよう目配せして、半歩前に出た。

「新年の集まり以来ですね。挨拶は結けつ構こう。ここで待っていたということは、わたしに聞きたいことがあるのでしょう？」

　大場はちょっと笑った。

「はは、まぁあるようなないような。聞きたいことっていうか、確かく認にんです。麻里さん、今日はまたどうしてここに入り込んだんですか？　知ってると思いますけど、ここは〈禁きん足そく地ち〉ですよ。当主の許可がない限かぎり、入っちゃいけない決まりですけど」

　笑えみを浮うかべたまま、上うわ目めづかいに聞いてくる。背丈は頭二つ分むこうが高いのだが、麻里は下から睨め上げられているような印象を受けた。

「でもって、勝手に禁を破やぶった者はキツイおしおきされることになってましたよね？」

　勿もつ体たいつけるように言う。慇いん懃ぎんだが、目の奥おくには冷たい光が凝こごっていた。

　嫌いやな目つきだ。後ろで眺めながら、東哉は胸むねに黒いもやが生まれるのを感じた。いままで何度となく向けられてきた目つき。丁てい寧ねいで従じゆう順じゆんだが、どことなくこちらを侮あなどるような光がある。檻おりにつながれた虎とらをあざける猫ねこのような、いやらしく粘ねばついた優ゆう越えつ感。

「それで人を集めて待ち受けていたのですか」

　麻里の冷えた声こわ音ねにも、大場は笑みを引かなかった。叱しかられるのは心外、とばかりに首くび筋すじを搔かいて眉まゆを顰しかめる。口元の笑みはそのままなので、奇妙な表情になった。

「いや、だってなんかあったらまずいでしょ。ここに入っていいのは基き本ほん的に佳乃さんだけのはずだし、てことは賊ぞくだと思うじゃないですか。まさかおふたりだとは思わなかったけど、でも禁きん域いき守しゆ護ごは〈船津〉の一員として当然の責せき務むですからね。それに──」

　麻里の背後、石段の最後の一段。鳥とり居いの真下で佇たたずんでいる東哉にちらっと目をやる。その姿をあごでしゃくるように示し、あからさまな軽けい侮ぶの口調で続ける。

「案の定化バケ物モノが出てきちゃってるし。知ってるでしょ、それ、例祭と正月にしか出しちゃいけないんですよ？　勝手に出ようとしたら止めるのは、〈船津〉として当然ですよ」

　東哉は軽く肩をすくめた。分家の小こ倅せがれに『それ』扱あつかいだが、大して腹はらも立たない。

〈船津〉での立場は、おおむねこんなところだからだ。それよりも莉柘がかちんときたのが後ろからでも分かり、微笑ほほえましくなる。自分だって嫌きらっているくせに変な奴やつだ。

　麻里が軽く頭かぶりを振ふる。

「そのことについては、あとで使いをやるつもりでした。わたしは先ほど、当主のお許しを得てここの封ふう印いんを解ときました。これからは東哉も〈船津〉の一員として扱います」

「──へえ」

　大場は大おお仰ぎように目を見開いた。動作がいちいち芝しば居いがかっている。

「封印を──解いた？　それって、その凶霊マガツビを自由にするってこと？　僕ぼくは反対だな。そんなことして、〈船津〉に災さい厄やくが降ふりかかったらどうするの」

「正しくは、自由にしたのです。もちろん、封印のすべてを解いたわけではありません。万一の備そなえはしてあります」

　大場が大きく首を振る。口調がややぞんざいなものになっていた。

「聞いてないな。誰からも聞いてない。そりゃ僕は──僕たちは滅めつ多たに当主にお目どおりもできない下っ端ぱだけど、これでも〈船津〉の一員なんだよ？　組そ織しき全体の損そん害がいに関かかわることなのに、まるで蚊か帳やの外ってのは納なつ得とくできないな。せめて事前に通達があってもいいはずだ。そうだろう、みんな？」

　手を広げ、取り巻まきを見やる。全員がいっせいに頷いた。口には出さないが、不満を感じていることを隠かくそうともしない。

「当主のお許しがあるならいい、でも麻里さん、『先ほど』って言ったよね？　ひょっとして、幹かん部ぶ会も通してないんじゃないの？　もしそうなら、いくらなんでも独どく断だんが過すぎるよ。とてもじゃないけど納得でき──」

「納得する必要はありません」

　言い募つのる大場の声をさえぎって、麻里はきっぱりと言った。大場がきょとんとなる。

「いや、だけどね……」

「当主には考えあってのことです。あなたの意見は求めていません。

　それより、いつまでそうやって邪じや魔まをするつもりですか。わたしはこれより当主に報ほう告こくせねばなりません。そこをどきなさい」

　突つき放した言い方。東哉からは見えないが、麻里の瞳ひとみは口よりはるかに雄ゆう弁べんだった。

『自分で下っ端と分かっているならしゃしゃり出るな』。大場の顔から笑みが消え、みるみる赤くなった。これは失礼、と搾しぼり出すように言って腰こしを折るが、隠れる寸すん前ぜんの表情は憎ぞう悪おに彩いろどられていた。本家筋とはいえ、同年代の麻里に頭ごなしに命令されて、愉ゆ快かいなはずはない。せわしく左右に目をやり、道を探さがす。だが取るべき道はひとつ。撤てつ退たいしかない。

「……それじゃあ、せめて当主の御ご前ぜんまではご一いつ緒しよするよ。封印もなしにそんなの連れ歩くのは危き険けんだし」

「それもいりません。これはあなたの関わってよい事こと柄がらではありません。東哉の件けんについては、のちほど正式に通達します。それまで軽々しい真ま似ねはしないように。いいですね」

「…………ええ、分かりましたよ」

「結けつ構こう。では持ち場に戻もどりなさい。あなたたちは、今日は神しん域いきの不ふ寝しん番ばんでしょう。役目をおろそかにしてはなりませんよ」

「そうそう、さっさとどいた方がいいぞ」

　うしろから言うと、大場はすっと頭を上げた。険けわしい目つきで東哉を睨にらみ、忌いま々いましげに口を歪ゆがめる。丁てい寧ねいな態たい度どが消えると、とたんに素すの卑いやしさが表われた。

「〈船津〉に仇あだなす祟たたり神がみが、僕に偉えらそうな口をきくな。一時は出られても、どうせすぐに閉とじ込こめられることになるんだ。そのときに後こう悔かいしても遅おそいんだぞ」

　目下だと思うといくらでも強く出られるようになるらしい。東哉は警けい告こくしようとして、やめた。でくのぼうめ、痛いたい目にあうがいい。

　と、麻里が半歩横に動いた。二人の間に入って互たがいの視し線せんをさえぎり、いさめる。

「大場、控ひかえなさい。今後の東哉の扱いについては、当主が決めること。それに、今の東哉はわたしの預あずかりです。無礼は許しません」

「……いや、そうじゃなくて。麻里、おまえもどいた方がいい。莉柘もだ。突っ立ってるのも飽あきたし、そろそろ出るぞ？」

　麻里は振り向いて、一瞬だけいぶかしむ顔になった。すぐに気付く。「莉柘」囁ささやくと、滑すべるように身を引いて、鳥とり居いの脇わきに寄った。莉柘もわずかに遅おくれてそれにならう。大場はついていけず、呆ほうけて口を開けている。

　なるほど、確たしかに鈍にぶい。暗い笑みを浮かべて、東哉は鳥居をくぐった。

　一歩を踏み出し。石段を降り切り。花か崗こう岩がんの参道を踏み。そして、

　轟ごう音おん。

　瞬間、東哉の周囲が燃もえ上がった。爆ばく風ふうと炎ほのおが躍おどり、半円状に取り囲んでいた少年たちに襲おそい掛かかる。熱波に舐なめられ火勢に圧おされ、六人は悲鳴を上げる間もなく打ち倒たおされた。火か焰えんは噴ふき上がった一瞬だけで消え去り、爆音は四方の山々にこだまして消える。

　あとには、放ほう射しや状じように倒れた少年たちが残された。髪や服がくすぶり、異い臭しゆうが立ち上るが──目に見えて大きな傷きずを負った者はいない。ただ、予期していなかったところに一撃された衝しよう撃げきは大きいようだった。揃そろって両手で顔を押さえて転がり回り、口々に叫さけぶ。

「顔が……目が！」

「痛いたい──熱い、熱いよ！」

「うああ、っあ、ああああ!?」

　見回して、ため息をひとつ。

「……やたら脆もろいな、おまえら」

　隠そうともしない揶や揄ゆを込めて、東哉は大場たちをせせら笑った。炎に吞のまれたのは同じだが、こちらは髪一筋も焼けていない──当たり前だが。

「そんなに騒さわぐなよみっともない。俺おれが出てくるかもってんで馳はせ参じたなら、このくらい予想の内だろ。髪ぐらいコゲたかもしれんが、いい教訓だ」

　うずくまって呻うめきながら、大場が歯を軋きしらせた。

「貴き様さま……貴様、こんな、こんなことをして……疫やく病びよう神がみが──ただで済すむと──思うなよ、畜ちく生しよう！」

　どすの効きいた声だったが、ひっくり返って悲鳴を上げた直後では、さすがに震ふるえ上がってやれない。かわりに鼻で笑って、東哉は大場に歩み寄った。後ろで麻里が止めるが、気にしない。これが〈船津〉の現状だとしたら、最初にきちんとしておかなければあとあと面倒なことになる。

　しゃがみこんで、声をかける。

「いいか？　今のは別に、おまえを狙ねらってやったわけじゃない。おまえの自じ業ごう自じ得とくだ。考えてみろ。ここは社やしろ──〈東お哉れを祀まつった社〉の参道なんだぞ。参道が神の通り道だってのは〈船津〉でなくても常じよう識しきだろう。その神様が降こう臨りんしてきたってのに、図々しくもど真ン中を遮さえぎってるのはどういう了りよう見けんだ？

　それにだ、ここは十年も封ふう印いんされて、中は押し込められた俺の気に満ち満ちてる状態だ。それを解といてここから出れば、そいつが一気に噴ふき出すのは分かりきったことじゃないか。なんのために裏うら庭にわが広くしてあると思ってんだ。盆ぼん暮くれのガス抜ぬきにちっと緩ゆるめるのとはワケが違ちがうぞ。それを被ひ害がい者しやヅラしてわめく奴やつが『僕だって〈船津〉の一員だ』だと、笑わせんな。いいか、口の利きき方に気をつけるのはおまえだ。これに懲こりたら、少しは殊しゆ勝しようなふるまいを身につけろ。分かったか？」

　できるだけ優やさしく言ってやったつもりだが、大場はそうは受け取らなかったようだ。顔を押さえた指の間から、ぎらぎら光る瞳をのぞかせる。

「……ま、いいけどな。嫌ならずっとそうしてろ。ちなみにこうしてる間にもおまえは俺の前で邪じや魔ましつづけてるわけで、どんどん寿じゆ命みようも減へってるんだが。……おまえらも」

　少し離はなれて腰こしを抜かしている連中を睨にらむ。これは口からでまかせだった──さすがに封じられている状態でそこまでの力はない──が、効こう果かはあった。大場を始め、全員が悲鳴を上げて転がるようにその場を離れる。

　まあ、こんなもんか。振り返ると、麻里はため息をついて額ひたいを押さえ、莉柘は両手をわななかせていた。

「じゃ、行きますか」

　にこやかに促うながして、歩き出す。麻里は倒れたままの大場に歩みより、何事か告げている。莉柘はすぐに追いついて、声を荒あらげた。

「ちょっと、やりすぎよ。分かってんの!?」

　まったく分からない。だから正直に言う。

「なにが？　俺はなにひとつやりすぎてないよ？」

「……あのねえ。ああいうことしたら、余よ計けいにやりにくくなるじゃない。せっかく出られるかもしれないんだから、もうちょっと穏おだやかに、愛あい想そよくしなさいよ。いきなりあんな事したら、だれも助けてくれなくなるわよ？……そりゃ、あの人たちの態度はどうかと思うけど、それにしたって」

　なんと無邪気な。笑い出したくなるのをぐっと抑えて、とぼけた口調につとめる。

「そんなこと言われてもなあ。さっき言ったとおりで痛い目見たのはあのアホのせいだし、嚙かみついてきたのも向こうが先だぞ？　これから先、いちいちあんなの相手してられるかよ。ああ言ってビビらせとけば邪魔することもなくなるだろ？　初めにガツンとやった方があとあと楽なんだよ」

「だからってねえ……」

　まだ納なつ得とくできていないようで、莉柘が後ろでぶつぶつ言う。ふと気になって、東哉は歩きながら聞いてみた。

「なあ、さっき麻里が俺の保ほ護ご者しやみたいなこと言ってたけど、あれほんとか？」

「え？……うん、まあそうだけど。保護者っていうか、あんたがバカなことしないように見み張はって監かん督とくする役だって。さっき当主おじいちやんが言ってた」

「ふーん……火元責せき任にん者しやって感じか」

　莉柘がちょっと笑う。「うまいこと言うわね。たしかにあんたって見てないとすぐに爆ばく発はつするし」

　人を不ふ発はつ弾だんみたいに言うなよ。

「あー、それで、これからのことなんだが。お前もずっとくっついてくるのか？」

「そうだけど──なによくっついてくるってのは。こっちだって好きでやってるんじゃないわよ。あたしは麻里ちゃんに協力するんであって、あんたを助ける気はないんだからね？」

「そうか……おい、莉柘」立ち止まって、東哉は振ふりかえった。莉柘がきょとんとする。

「なによ？」

「二度は言わないからよく聞け。いいか、俺だって誰だれ彼かれかまわず喧けん嘩か売って歩いてるわけじゃない。そりゃアホどもにはムカつくけどな、だからって片かたっ端ぱしから痛いためつけて黙だまらせるようなことはしない。面めん倒どうだし、無む駄だだからな。ただ、ああいう奴やつにはお互たがいの立場を分からせてやらないと駄目なんだ。黙ってればどこまでもつけあがるし、際さい限げんなしに踏み込んで来るんだよ。自分がどこに立ってるか、見当がついてないんだ。だから教える。ほら、あるだろ『ここから先は危き険けんです。近ちか寄よらないでください』って看かん板ばん。アレだ。いいとか悪いとかじゃなくて、必要なんだ。生活の知ち恵えだよ。むしろ破局を避さける、賢けん明めいで平和的な対たい処しよだったと思うけどな。ほんとに腹はらが立ったらとっくに燃もやしてるよ。細くて乾かわいてるから火の付きがいいだろうな」

「はあ、賢明？　あれのどこが？」

「いえ、あれでよかったと思います」

　後ろで麻里の声がして、東哉は内心ほっとした。莉柘に一から理り解かいさせるのは面めん倒どう臭くさい。

　都合よく追いついてくれたものだ。

「良くも悪くも、大場の示しめした態度こそが〈船津〉における東哉への感情でしょう。程てい度どの差こそあれ、東哉を忌き避ひし、退しりぞけようとする動きに変わりはありません。中には単に拒きよ絶ぜつするだけではなく、積極的に排はい斥せきしようとする者もいるかもしれません。そうした声を封ふうじるには、まず東哉の解放が当主の許きよ可かの下になされていることと、わたしたちの管理下にあるのを知らしめる必要があります。そして何より、東哉自身も毅き然ぜんとした態度を保たもっていなければなりません。東哉は神であり、不ふ敬けいには罰ばつを与あたえる存そん在ざいであると知っていれば、余計な邪魔はかなり減へるはずです」

「うん、でもさ──」

「莉柘が心配しているのは心しん情じよう的な反発に対してですね？　そのことについては、今は、どうしようもありません。〈船津〉全体の意い識しき改かい革かくには長い時間が必要で、そんな余よ裕ゆうはどこにもないのです。さしあたりの対たい応おうは彼らと明確に一線を引いて、行動を制限されないこと。これに尽つきます」

「ま、そーゆーこと。つーか勘かん違ちがいしないで欲ほしいんだが……俺は別に、皆みなさんと仲良くなりたいわけじゃない。必要なら握あく手しゆするけど、無む闇やみにへりくだる気はない。自由が欲しいだけ。分かった？」

「──分かったわよ」

　不ふ承しよう不ぶ承しようといったふうに口を尖とがらせる。この様子だと、あまり理解できていないようだ。

（ま、いいか）

　勝手知ったる当主の家、離はなれへ向かって花か崗こう岩がんを踏ふみしめながら、東哉はそれ以上の説明をやめた。どうしても必要なら麻里がするだろう。理解できずに痛い目を見るのは誰よりもまず莉柘であり、〈船津〉の連中だ。彼らの苦痛は望むところで、こちらが苦労して救ってやる筋すじ合あいではない。それよりも、十年ぶりの娑しや婆ばの空気を楽しむ方が先だ。提さげたカバンを揺ゆすり上げて、東哉は大おお股またに歩を進めた。




　　　　※




　船津東哉は、神である。ヤオヨロズとかいってこの国にとにかく無数にいる神の、一ひと柱はしらだ。神社の奥おくに飾かざられている鏡とか（ちなみにあれは神様そのものではなくて、祀まつられているのは神籬ひもろぎ、つまり神様が宿るための依より代しろである。本朝の神々というのは一いつ般ぱんに、そういう信しん仰こうのされ方をしている）現世に降こう臨りんましました神意とかそんなものではなくて、人間としての命を持っている。同意の下もとに結けつ婚こんした両親から生まれた生身の人間で、もちろん戸こ籍せきもあれば人じん権けんもある。その一方で神でもあるという──いわゆる、生き神様である。

　その神様がなぜ現うつし世よにいて、高校にも行けず友達もなく、独りで閉とじ込められていちびっていなければならなかったのか。すこし説明がいる。




　船津家の祖そは、およそ二千年前に遡さかのぼる。海を挟はさんだ隣となりの中国ではお釈しや迦かさまの教えが伝わり、もっと西の砂さ漠ばくでは神様の息子むすこが愛について語っていたころに成立した。ちなみに本ほん邦ぽうでは弥生やよい時代。やっと稲いな作さくが広まり、みんながお米の味を知ったころである。

　らしい。

　もちろん確かく証しようはない。見てきた奴やつはいないし歴史書に載のっているわけでもない。家か系けい図ずなどもあるにはあるが、こんなものはその気になればいくらでも作れる。だが一いち応おうそういうことになっているし、正面切って文もん句くを言う者もない。歴史があればそれだけ箔はくがつくというもので、創そう業ぎよう三百年の老舗しにせなんてところよりもずっと偉えらそうに見えるのでそのまま使っている。早い話が、おとぎ話だ。

　それによると、彼は（いや、彼らは）〈船津〉の名の示しめす通り水と樹きを信仰する一族だった。ただしその当時は別の呼よび名があったらしい。こんにち東哉たちが名乗っている〈船津〉とは、ぐっと下って江戸時代初期あたりにつけた名字である。宗しゆう教きよう界かいを統とう廃はい合ごうする制せい令れいに従したがった結果のことだ。そもそもは渡と来らい系ではないかとの説もあるが、これも証しよう拠こはない。

　それ以前にこの地を治めていたのはこれも後の呼こ称しようで〈天あま津つ〉と言われる者たちで、これは対照的に火と鉄を大神とし、代々祀っていた。

　彼らの役目は無む論ろん、外がい敵てきから葦あし原はらの地を守ることだった。敵とは財ざい産さんを、生命をおびやかす他国の勢せい力りよくであり、なによりまた、日々顕あらわれる様々な【怪かい異い】だった。

　山も谷も、沼ぬまも洞どう窟くつもそれどころか貧まずしい木組みの家を出ればそこはすべてが人以外のなにかたちの住まう地であり、人間は異物として当然のごとく危き難なんにさらされてきたのである。そうしたなにかの暴ぼう威いに対たい処しよするため、〈天津〉は火をかざしてあるいは立ち向かい、あるいは鎮しずめていたのである。

〈天津〉の詳しよう細さいについては判はん然ぜんとしない。これから先も明らかにされることはないだろう。なにしろ二千年前、〈船津〉との勢力争いに敗れ去り、一人も残っていないのだから。

　なにも一族全ぜん滅めつ、皆みな殺ごろしの憂うき目にあったわけではない。伝わるところによれば、数回の激はげしい抗こう争そうののち〈天津〉の首しゆ脳のう部ぶが壊かい滅めつ、残った大多数は吸きゆう収しゆう・合がつ併ぺいされたようだ。当時は戦争となれば司令官が前線で戦うのが常じよう識しきだったから、そういうこともあったのかもしれない。真相は謎なぞのままだ。

　どうあれ、〈天津〉の勢力はそのまま〈船津〉のそれに書き換かえられた。それまで信仰されていた火神・阿ア須ス迦カ鳥トリ多タ訶カノ神カミは追いやられ、代わりに〈船津〉の氏神・大おほ水み那な津つ見みの神かみが首しゆ座ざに昇のぼった。他の神々はあるいは併合され、あるいは神の地位を剝はく奪だつされた。まつろわぬ神々は【怪異】に貶おとしめられ、それまでとは逆ぎやくに〈船津〉によって狩かられる側となる。

　かくして政権は交代し、同時に【怪異】から身を守るという役やく割わりも受け継つがれ──以来二千年、船津家はその役目を続けている。もはや神世は去った。文明は発達し、科学が世界を読み解とく鍵かぎとなり、少なくとも表おもて舞ぶ台たいから【怪異】の影は消えた。だが、完全にいなくなってしまったわけではない。船津とその一族は地方の名士として存続しながら、役目を黙もく々もくと果たし続けているのである。

　もちろん、今こん日にちに至いたるまでは幾いく多たの危機があった。だが彼らはそれを乗り越え、したたかに、また柔じゆう軟なんに対たい応おうした。信じるもののとおり、樹のように水のように。力を増ましたり減へらしたりしながら、彼らは【怪異】と渡り合ってきた。敵対勢力を手て懐なずけ、多くの技ぎ術じゆつを編あみ出し、人を育て、根を張はった。体制は盤ばん石じやくで、現当主のもと〈船津〉はいつまでも続くかと思われた。

　十七年前、当主に孫が生まれるまでは。

　東哉にしてみればいいがかりもいいところだが、前ぜん兆ちようはあったのだという。その年、春先から常つねになく気温が高い日が続き、雨は少なく、特に東哉の母が臨りん月げつとなってからは一いつ滴てきも降ふらなかった。大気が常に多く水の気配を含ふくんだこの地はかつてなく乾かわき、人々は空を仰あおいでは雨を待ち望んだ。

　気候の乱みだれに同調したように、【怪異】は多く、勢いを増した。一族は総そう出でで対応に追われ、多くを滅ほろぼしたが、傷きずつく者も多かった。

　その日、朝から空には雲ひとつなく、日が照り、地が灼やけるさまは釜かまの底のようだった。

　生き物は乾き、草木は萎なえた。夕日は恐おそろしく大きく赤く、日が沈しずんでも空は長くその色を映し続けた。

　夜半、東哉の母は産気づき、五時間後に彼を産み落とした。直後に空は赤く輝かがやき、船津家の神しん域いき・草那藝山が低く轟とどろき渡った。地鳴りは三度続き、止やんだ。

　初めて聞いたとき、東哉は素す直なおに笑い飛ばしたものだ。だが、今は笑う気にはなれない。一連の現象がどこまで事実かはともかく、徴しるしはあったのだ。人間が気づこうと見み過すごそうと、それはたしかに、先さき触ぶれとして駆かけ抜ぬけていったのだろう。

　兆候はすぐに現れた。幼おさない東哉の周辺ではなぜか気温が高く、湿しつ度どが低かった。この地に溢あふれる水の気配が、この幼よう児じにだけは近づこうとしないのだ。不ふ審しん火びやぼや騒さわぎが続き、それはいずれも東哉のすぐそばで起こった。被ひ害がいは軽けい微びなものだったが、騒ぎが起きるのは決まって赤ん坊ぼうがひどく感情を害したときだった。また、東哉の父は当主の息子むすこであり、船津を支ささえる幹かん部ぶとしてそれなりに広いつきあいがあった。自じ宅たくにはひんぱんに多くの人間が出入りしていたが、その内の何人かが共通の光景を目もく撃げきしている。寝ね息いきを立てる東哉をあやすように飛び回る火か精せいの群むれだ。

　この時点で既すでに、ある種の危き惧ぐを抱いだく者たちが出ていた。火系けい統とうは一いち応おう、術の中に組み込まれているものの、とても主流とはいえない。船津の氏神は樹じゆ霊れいであり、水すい神じんである。そのどちらとも相あい容いれない。なによりかつて併合した〈天津〉の奉ほうずる神ではないか。考えてみれば、彼らの血は船津の中にも流れ続けている。彼らの信しん仰こう、彼らの力が二千年の時を経へて甦よみがえろうとしているのではないか。いや、それどころか、東哉こそは〈天津〉の祀った炎ほのおの化身、〈天津〉の神そのものではないのか？

　動どう揺ようは静かに、深く広がっていった。だが、東哉は当主の孫であり、頑がん是ぜない子こ供どもである。単に得体が知れないからというだけの理由で、具体的な行動ができるわけはなかった。

　なにより、東哉自身はまだ何もしていないのだ。これからなにかあるならともかく。

　東哉を危あやぶむ声は小さかったが、消え去ることはなかった。大人たちは慎しん重ちようにこの子供を観察し、表面上はとりたててなにをするでもなく過ごした。東哉をめぐる思おも惑わくは膠こう着ちやくし、つりあった天てん秤びんのように危ういところでバランスを保たもっていた。

　そうした奇き妙みような緊きん張ちようの中、天秤を大きく傾かたむける事じ件けんが起こった。

　父・義よし文ふみの失しつ踪そうである。

【怪かい異い】との戦せん闘とう中の行方ゆくえ不明というのではない。彼は、そのころ船津家と対立関係にあった組そ織しきの女じよ性せいと通じ、船津の秘ひ儀ぎや宝ほう具ぐのいくつかを高たか値ねで売り渡した。あげくそうして得た金を手に、女性とともに姿すがたをくらませたのである。

　動機は、明らかにされなかった。交友関係こそ広いものの、義文はどこか心の内を明らかにしないところがあり、人付き合いにしても仕事の一いつ環かんとしてとらえているふしがあった。優ゆう秀しゆうだがなんとはなしに隔かく意いがある──それがいつのまにか決まった、彼の人物評ひようだった。本当のところ、彼が胸むねの奥おくにどんな思いを抱いていたのか知る者はいなかった。

　よりによって当主の息子、それも次期当主と目されていた幹部の裏うら切ぎり行こう為いに動揺は大きく、糾きゆう弾だんの声はさらに大きかった。何度かの会合の末、捜そう索さく隊たいが編へん成せいされ、彼を追った。やりようは他にいくらでもあったはず──窃せつ盗とう犯はんとして警けい察さつに届とどけることもできただろうし、私し的てきに専せん門もん家かを雇やとうことだってできた──だが、葦原に根付いた通念は、それを選せん択たくしなかった。醜しゆう聞ぶんを表おもて沙ざ汰たにすることを拒こばみ、身内の不始末は身内で片かたづけるのが、魂たま緒のお腐くたす水みず葦あし原はらのやり方であり、〈船津〉のやり方だった。

　けっきょく追つい跡せきは空から振ぶりに終わり、義文の足取りは完全に絶たえた。その後の消息は、今日に至るまで不明のままだ。

　この事件で、大人たちの東哉への対応は変わった。たがが緩ゆるんだと言ってもいいかもしれない。当たらず触さわらずだった態たい度どが目に見えて冷たいものとなり、警けい戒かい心しんを隠かくすこともなくなった。母親は庇かばってくれたが、産後から伏ふせがちだったところへ夫の裏切りが重なり、ほとんど寝ねたきりの状じよう態たいとなっていた。世話をしてくれる者はいたが、それも当主の命に従したがったまでのことであり、東哉を庇ひ護ごすることはなかった。

　そして東哉が七歳さいになる年。水すい郷ごう祭さいによって、天秤は完全に倒たおれた。

　水郷祭は十二年に一度、夏げ至しの日に行われる祭りで、船津の氏神・大水那津見神の来らい臨りんを願うものだ。神域にある社やしろの本ほん殿でんに登り、神楽かぐらが催もよおされ、祝のり詞とが上げられ、御お神み酒きが供そなえられる。船津一族の中でも本家筋すじだけが参加を許ゆるされるその席に、東哉もいた。祭さい壇だんには巨きよ大だいな水すい盆ぼんいっぱいに霊水が満たされ、鉦かねに太たい鼓こに笙しようにと鳴り響ひびく。

　その時のことを、東哉はよく覚えている。忘わすれられるはずもない。自分の存そん在ざいが他人によって否ひ定ていされ、運命がねじ曲げられた日だ。

　東哉は最後列に座すわっていた。前列は大人たちで、当主が先頭にいた。両りよう脇わきには莉柘と麻里。その横に数人の、同年代の従い兄と弟こたち。誰もが神妙な顔つきで、いつもは騒がしい莉柘もこの時ばかりはおとなしくしていた。巫み女この装しよう束ぞくがたいそう似に合あっていたが、正直なところ、その時の東哉はそれどころではなかった。

　頭こうべを垂たれ、当主の唱える祝詞を聞きながら、東哉は奇妙な居い心ごこ地ちの悪さを感じていた。山に向かう途と中ちゆうからその感じはあった。本ほん殿でんに踏ふみ入るとそれはさらに強くなり、幼おさない彼には表現しがたい、もどかしいような、いたたまれないような不快さがあった。胸のあたりがざわざわして、この場から一いつ刻こくも早く立ち去りたい思いを抑えるのに精せい一いつ杯ぱいだった。

　ここは嫌いやだ。嫌だ。

　当主の祝詞が滔とう々とうと続く。歌うような響くような言葉の連なり。やがて堂内に気配が生まれ、高まり、満ちて──

　神意が降くだる。顕あらわれる。

　来た、と思った。なにが、どうして、とは考えない。ただその出現を感じ、抑えきれない不快さが吐はき気となって東哉を締しめ上げた。

「…………っう──」

　駄だ目めだ。気づく。

　ここでは自分は駄目なのだ。喉のどの奥から塊かたまりがこみ上げ、背を震わせてそれを吐き出そうとして、東哉は、

　吹き飛んだ。

　胸部に衝撃が走ると同時に宙ちゆうを飛び、閉じた扉とびらを背中からぶちやぶり、境けい内だいに転げ落ちる。生まれて初めての灼やけつく痛いたみ。激げき痛つうに悲鳴もあげられず、東哉は転がり回った。当主の祝詞が途と絶だえ、堂内の親類は硬こう直ちよくし、境内に詰つめて儀ぎ式しきの進行を見つめていた一族は立ちすくむ。霊水の満ちていた水盆から生じたなにかに一撃されたことに気づいたのは、あまりの痛みに防ぼう衛えい反はん応のうを起こした脳のうが意い識しきをシャットダウンさせる直前のことだった。

　意識を失った東哉に、その小さな身体からだに、誰一人として近づこうとしなかった。水盆の表面が激しく波打ち、厳きびしい声が轟とどろく。それは聞く者によっては木の葉のざわめきのようであり、あるいは滝の波は濤とうのようでもあった。





　──此者カクナルハ神カミ避サリシ阿ア須ス迦カ鳥トリ多タ訶カノ別ワケ御ミ魂タマ振フリ分ワケタマヒテ天アメ降クダリ坐マシ而テ成ナリ坐マセル別コト天神アマツカミゾ。速トク高タカ御ミ倉クラ作ツクリ治ヲサメテ隠カクリ立タテ奉マツリテ鎮ヲサメヨ。吾詔アガノラシキニ違則タガヘバ汝ナガ子コ等ラノ血統不永スマルノナガカランコト不遠トホラズ──






　閉じていた目を開け、自分の状態を確かく認にんする。なにより初めに気づき、瞬しゆん時じに納なつ得とくしたのは、自分が決定的に『違って』しまったことだった。周囲には誰もおらず、東哉は本家の一室に寝かされていた。正せい装そうのままで、転げたときについた泥どろも拭ぬぐっていない。打たれた箇か所しよに、そっと触ふれてみる。痛みは去っていたが、そこだけが自分の身体からだでないように痺しびれている。触れた指先に、奇き妙みような冷たさを感じた。顎あごをめいっぱい引いて見てみるが、見た目に変わったところはない。だが、その部分からなにかが漏もれているような、あるいは逆ぎやくに侵しん入にゆうしてこようとしているような不ふ快かい感があった。

　気味が悪くなって、汚よごれを落とすように強くこする。皮ひ膚ふが赤くなったが、それだけだ。不快感は去らず、むしろより深く食い込んでくるようだった。

「うう、あ……」

　寝しん具ぐの中で身体を丸め、強くこぶしを握にぎる。身体から力が抜けていく。介かい抱ほうしてくれる者もなく、東哉はそれに耐たえるしかなかった。

　だがそのとき、東哉はこの苦しみがどれだけ深く、長く続くものか知らなかった。無理もない。年ねん齢れいでいえば、やっと小学校に上がろうとする頃ころだ。彼がそれを知るのは、さらに数日が必要となる。




　物音に、東哉は目を覚ました。水すい郷ごう祭さいの日から、三日後。生家の、自分の部屋でのことだ。〈船津〉本家では東哉の処しよ遇ぐうについて会議が続いていたが、彼自身がそれに関かかわることはできなかった。意識は冴さえているもののまだ身体は本調子でなく、一日の半分は横になっていなければならない。だから東哉は、ごく浅い眠ねむりしか得られなかった。

　豆電球のオレンジの光が、部屋にわずかな陰いん影えいを与あたえている。その中に溶とけ込こむように、母の姿があった。

「母さま……？」

　慌あわてて起き上がる。ただでさえ身体が弱まっている母は、三日前のことでさらに心を痛めていた。食事も摂とらずに寝付いてしまったのを、今日は当主に喚よばれて無理を押おして出かけていったばかりだった。

「どうしたの？　起きてもいいの？」

　尋たずねる。だが返答はなかった。母の顔に見たこともない表ひよう情じようが浮うかんでいるのを、ぞっとして眺ながめる。その唇くちびるが開き、出てきたのは、やはり聞いたこともない冷たい響きだった。

「命が下りました。あなたを封ふうじます」

　意味も分からず、だがただならぬ雰ふん囲い気きに全身をこわばらせる東哉に、一歩近づく。それで気づいた。先さき程ほどの音は、東哉を目覚めさせるためにわざと立てた音だった。有う無むを言わせず傍かたわらに膝ひざをつき、母が握った手を開く。そこにあるのは、それ自体が光を放つ、一いつ対ついの紅あかい、紅い、禍まが々まがしい宝ほう玉ぎよく──

　脳のう裏りに何かが閃ひらめいた。身をよじって逃げようとするが、素す早ばやく伸のびた手に襟えりを捕とらえられ、恐おそろしい力で──母は立ち上がるのも苦痛なはずなのに──押さえつけられる。寝ね巻まきの襟を割わられ、近づくその気配に、東哉はもがいた。

　それは嫌いやだ。それだけは嫌だ。叫さけぶ。

「やだ！　母さま、やだ！　やめて──」

　胸むねに当てられる硬かたい感かん触しよく。肌に触れるそのおぞましい冷たさに、東哉は悲鳴を上げた。かまわず、強く押し込まれる。

　ずるり、と、なにかが潜もぐり込んでくる。三日前に打たれたその箇所に、再び異い質しつな力が入り込み、東哉を侵おかした。たまらない不快感が湧わき上がる。

「あ……ああっ──」

「これでいいの、こうするしかないのよ！」

　東哉の身体を押さえ込んでいる母の腕うでに、さらに力がこもった。掌てのひらが当たり、そこにあった紅こう玉ぎよくが完全に東哉に入りきった。

　その瞬間。

「あああああああああああ──────────────────────────────!!」

　絶ぜつ叫きようし、すべてが紅く染そまった。炎ほのおが噴ふき上がり、のしかかっている母を弾はじき飛ばす。悲鳴も上げずに視し界かいから消えた母の安あん否ぴを気き遣づかうこともできず、ただ東哉は叫びつづけた。




　東哉はこのとき初めて、自分が『なんなのか』を理り解かいした。生まれて初めて自らの姿すがたを鏡に映うつしたように、〈力〉を──存そん在ざいの意味を、言葉ではなく、当たり前の事実として自覚した。

　そして次の瞬しゆん間かん、それが失われることを悟さとる。




　すべてを薙なぎ払はらおうと、でたらめに力が空間を叩いた。夢む中ちゆうで皮膚に爪つめを立て、搔かき毟むしる。胸の中心にめり込んだ紅玉を抉えぐり出そうとして──果たせなかった。

　急速に力が弱まり……消える。

　意識も遠ざかっていった。全すべての音が途と絶だえ、闇やみに包まれる。だから燃もえ移うつった炎ほのおが部屋を包み始めたことも分からず、駆かけ込んできた数人の男たちが彼と母を抱かかえ上げたのにも気付かなかった。

　あっ、あっ……、と痙けい攣れんを繰くり返しながら、東哉はただ、開いた瞳ひとみから涙なみだをこぼしつづけた。夜が明けないうちに東哉の生家は燃え落ち、母は東哉が目を覚ます前に死んだ。だから東哉は母が死に臨のぞんで何を思ったのか知らない。何を伝えたかったのかも知らない。彼が母についてもっとも鮮せん明めいに覚えているのは、最後の数分間のこと。恐ろしい力で彼を押さえ込む細く冷たい指の感触と、見開かれ、ぎらついた光を放つ瞳。言葉。

『あなたを封じます』

　それが記き憶おくの全て。







　　　第二章　ＦＩＲＳＴ　ＭＩＳＳＩＯＮ







　草を蹴け立たてて、走る。走る。

　地を揺ゆらす足音を先せん導どうする形で、東とう哉やは斜しや面めんを走っていた。人里離はなれた山中の、峯みねに近いあたり。自然のままの雑ぞう木きが行方ゆくえをさえぎり、下草は伸のび放題で足にまとわりつく。夏の太陽は山の中でも容よう赦しやなく、周囲は草いきれで青あお臭くさい。

　目の前に低木。おそらくクヌギ、いやなんであろうと関係ない。身体からだを振ふってかわす。その向こうに灌かん木ぼく。種類は不明。ハードル走の要よう領りようで飛び越こえ綺き麗れいにスルー。

　着地、続いて一歩二歩三歩目で足元に段だん差さ、とっとっとっとつんのめり、無理に逆さからわず踏ふみ切って軍手を嵌はめた両手を接せつ地ち。それまでのスピードを殺さないように腿ももを引き寄よせて──クラウチングスタート。ダッシュ再さい開かい。

　肺はいが痛いたい。足が重い。

　目に流れ込む汗あせをぬぐう暇ひまもなく、走る。前へ前へ、さあ急げ。目的地はすぐそこ、だがそれまでに追いつかれては意味がない。背せ中なかの刀が重いけど、明日を未来を摑つかむため。

　耳元で声。甘あまく切ない女め神がみの囁ささやき。

『東哉、距きよ離りが縮ちぢまっています。およそ一五メートル。追いつかれます、早く』

　麻ま里りから渡わたされたイヤホンはなるほど高こう性せい能のうで、音声はクリアそのものだった。片かた耳みみにはめこんで固定するタイプで、なんでもマイク一体型だそうな。科学技術の進歩はすばらしい。だが使う人間はどれだけましになっただろう？　声は届とどく。こんなにも近く。それなのにお互たがいの気持ちは離はなれたままだ。

　つーか、おまえ代わりにやってみろ。叫さけびたい気持ちをぐっと押さえ──もう大人だ──一言。

「はいよ！」

　目の高さに張り出した枝えだを身体を沈しずめてやりすごす。いくぶん頼たよりなくなった両足に力を込め、さらに強く、激しく、そして滑なめらかに、地面を蹴る。

　体力には自信がある。いや、あった。生活の場所が場所だけに、山歩きは慣なれたものだ。毎日が山さん岳がく修しゆ行ぎようのようなものだった。整地されたトラックでどれだけ鍛きたえていようとも、どれだけ記録が出ようとも、いざ体力勝負となれば誰にも負けない。

　その自負も、相手が人間に限げん定ていされればの話だ。

　────ぶぎいいいいいい──────────────────!!

　背はい後ごから、山中に咆ほう哮こうが響ひびく。字じ面づらだけなら豚ぶたのよう、ところがもっと毛深いのだ。おまけにデカくてしつこくて、さらに一番大切なことには、彼は東哉を殺そうとしている。

（うっとうしい！）

　後ろに迫せまる重量の気配。途と中ちゆうの立ち木もなんのその、ばぎばぎぃ、と生木が裂さけ、足音に山の空気が揺ゆれる。

『一〇メートルに縮まりました』

　無情な声に、心も揺れる。目的地まで、あと一○○メートル。これまでのペースからすると、ゴール直前で追いつかれる計算だ。なんて冷たい方程式。

　負けるか畜ちく生しよう。

　頭を起こし、目を見開く。両腕を大きく振り、地面を蹴立てる。向こうが怒いかれる獣けものなら、こちらは鳥だ。鳥だ。お前は鳥になるのだ！

　脳のう内ないの快かい楽らく物ぶつ質しつが、奇妙なことを囁いてきた。細かいことは考えられず、ただ走る。溜たまり始めた疲ひ労ろうを駆く逐ちくし、スピードに乗る。背後の怒ど濤とうが、わずかに遠のいた。

「ハッハァッ！　付いて来いっ！」

　挑ちよう発はつが理解できたのか、それとも引き離されたからか。猛たけり狂くるい、殺気が倍も膨ふくれ上がる。ひときわ荒あらい鼻息が首にかかったような気がした。立ち止まって振り返れば様子は分かるだろうが、おそらくそのまま人生が終わる。あと五〇メートル。

　髪かみを乱みだし、汗あせも拭ぬぐわず、三〇メートル。

　あと少し、もうほんのちょっと。そう一〇メートル。茂しげみが途絶え、目の前が開ける。

　重い両足にぐっと力を入れて、

　ジャンプ。

　突つき出た松の枝に完かん璧ぺきなタイミングでつかまり、逆上がりの要領で身体を持ち上げる。尖とがった葉が頰ほおを引っかくが、気にする余よ裕ゆうはない。眼がん下かはぱっくりと開いた亀き裂れつ。それまでの山の景色は切り取られ、むきだしの岩いわ肌はだが覗のぞいている。山を俯ふ瞰かんすれば斜ななめに走った、断だん崖がいだった。

　足の下を、膨ぼう大だいな質量が駆け抜ける。止めようのない勢いきおいで宙ちゆうに投げ出され、放物線を描えがいて落下を始める。時間にすればほんの一瞬、だがやけにゆっくりとした滞たい空くう。

　重力に引かれて、遠近法に忠ちゆう実じつに巨きよ体たいが遠ざかり──

　やがて、すさまじい轟ごう音おん。

　そこから湧き上がった地響きに、東哉の摑つかまった枝が小こ刻きざみに震ふるえた。カラカラと軽い音を立てて、あちこちで小石が崖がけを転がり落ちる。開けた視し界かいの向こう、快晴の青空に鳥が飛び立ち、遠ざかっていった。

　揺ゆれが収おさまるのを待って、地面へ降おり立つ。首を伸のばして下を見ると、

「うわお」

　遥はるかな谷底の一いち隅ぐう、にぎりこぶしほどの茶ちや褐かつ色しよくの塊かたまりが見える。──相当深い。下手するとあそこで真っ赤に咲さいていたところだ。

　改めて見ると、東哉の身を救った老木は、まったく絶妙の位置に立っていた。山が途切れるぎりぎりの端はしに根を張はって、虚こ空くうに枝を伸ばしている。

　ぽんぽん、と黒っぽい幹みきを叩たたいて労をねぎらう。よくやった。たわいない松の身でよくも神を救ったものだ。東哉にもうすこし力があれば土地神に任にんじてやるところだが、あいにく現げん状じようでは我わが身もまっとうできないありさまだ。少し考えて、心で告げる。

　しかたない、葦あし原はらを焼き払はらう時にはおまえだけは残しておいてやろう。達者で暮くらせ。そしてよくやった俺おれ。

　額ひたいの汗あせをようやくぬぐって、ひと息つく。景色が開けたことで、風も速く流れてきた。社やしろと違ちがい、葦原らしい湿しめった風だが、それでも火ほ照てった身体からだには心ここ地ちよい。襟をくつろげてそこを扇あおいでいると、

『東哉』前触れのない呼びかけ。

『どうなりました？　報ほう告こくを』

　ああ、はいはい。

「えーと、なんとか成功。あいつは落ちた。俺は無事だからもう泣くな」

『泣いてません』

　きっとそうだと思いました。

『それより【怪かい異い】の様子を教えてください。落ちたところまでは見えましたが、ここからでは崖下まで確かく認にんできません』

　聞かれて、東哉はちょっと身を乗り出した。別に東哉は高所恐きよう怖ふ症しようではないが、それでも完全に平気ではいられない高低差がある。さっき見たときのまま、【怪異】はぴくりともしていない。ここから全力で落下していったのだから、

「んー、死んだんじゃないのか？　動かねえけど」

　わずかな沈黙に続いて、聞こえよがしなため息が伝わってきた。耳元で囁ささやかれたみたいで、ちょっとぞくっとする。

『本気で言っているのですか？　【怪異】の物理的な強度はあらゆる生物と比ひ較かくにならないと、先日も説明したでしょう？』

「でもなあ……」

『谷底までは約三〇メートル。熊くまも助かる高さです。成せい層そう圏けんから落下したならともかく、ほとんどダメージはないでしょう』

「いや、熊なら死ぬだろ、これ」

『記録によると、五〇メートルの高さから落ちても死ななかった例があるそうです』

　意外な知ち識しきだ。

『ともかく──相手は名と力を剝はぎ取られ、封ふう印いんから解とかれたばかりとはいえ、れっきとした神の一ひと柱はしらです。いそいでとどめを』

　クールな声で、クールに告げる。一瞬だけ考えて、東哉は谷底を指差した。

「……降おりろと？」

『そうです』

　どうやって？

『右手に五メートルほど。岩の後ろにロープがあります』もちろん用意したのは麻里。

　もう一度谷底を見下ろす。崖下三○メートル。横たわり、おそらくは死んでなどいない【怪異】の姿すがた。

「……うわお」

　クールだ。




　　　　※




　麻里の口ぶりから、てっきりすぐにでも対処に駆り出されるかと思っていたのだが、そうはならなかった。

「まずは【怪異】とどの程てい度ど渡わたり合えるか、試ためさせてもらいます」

　替かえたばかりの青あお畳だたみの上、茶ちや碗わんを上品に傾かたむけながら麻里は言った。社を下りた翌よく日じつ、とりあえずの宿となった本家の離はなれでのことだ。今日は莉り柘つの姿はない。

　離れは〈船津〉本家の裏庭にあり、平屋ではあるがれっきとした檜ひのき造づくりの一戸建てだ。もともとやたらと広い敷しき地ちの片かた端はしに追いやられたように建っているのと、これまたやたらと大きな本ほん宅たくが垣かき根ねの向こうに聳そびえているため見み劣おとりしがちだが、ひと家族が余よ裕ゆうに暮くらせる広さがある。東哉ひとりにはもったいないような造ぞう作さくだった。

　二人を迎むかえた客間では、イグサの匂においが強い。昨日、麻里と共に当主に挨あい拶さつしている間に──よくまあ飛びかかって首を絞しめなかったものだと、自分でも不思議に思う──手入れをさせたそうだ。用意のいいことだ。もっとも、ここ何年か使われていなかったものの、定期的に風を入れていたそうで、それほど手間はかからなかったらしい。

　わざわざそこまでしなくても、とも思ったのだが、いまさら元どおりにするわけにもいかない。金きん銭せん的なことが頭をよぎったが、麻里からすれば『些さ細さいで、必要な費用です』とのことだった。妙に食い下がって『じゃあ費用はおまえが持て』とか言われても困こまる。好意としてありがたく受け入れることにした。

　社を下りてここに移うつったのは、緊きん急きゆう時じの対たい応おうを早くするためと、神としての〈力〉を取り戻もどすためだと麻里は言った。

「貴方あなたが今までいたあの社は、貴方を祀まつり鎮しずめるものであると同時に、力を抑おさえて萎なえさせる作用もあるのです。離これこならそうした働きはありません」

　言うなれば東哉を火種として、密みつ閉ぺい容よう器きに不ふ燃ねんガスが充じゆう満まんしていたようなものだ。そもそも本家の敷地内には社よりもはるかに重い結界が敷いてあるのだが、東哉を住まわせると決めた時にここだけ解かい除じよしたのである。

「ですから、これからは普ふ通つうに生活しているだけでも〈力〉が増ましていくはずです。ただ、本家と敷地続きということで、監かん視しの目は厳きびしくなることでしょう。不ふ愉ゆ快かいな思いもすると思います」

　耐えられますか、と聞いてくる。東哉は笑って手を振った。

「そのくらいなら我が慢まんするよ。ただしあんまり近ちか寄よるなよ？　のぞきは法ほう律りつで禁きん止しされてて、現げん行こう犯はんは一いつ般ぱん人じんでも逮たい捕ほできるんだ。あ、言っとくけど盗とう聴ちようとかには報ほう復ふく行動を取るのでよろしく」

「伝えておきます」

　麻里はすましたものだ。今日もかなり暑いのだが、重ねた襟えりはぴしりと決まって乱れがない。昨日だけかと思ったら、どうも和服を普ふ段だん着ぎにしているらしい。どういう高校生だよと思う。もっともきちんと膝ひざをそろえて背せ筋すじを伸のばしている姿はたいそう決まっていて、Ｔシャツにショートパンツという神様らしからぬ恰かつ好こうの東哉よりもいっそ涼すずしげですらあった。文字どおり『お人形さん』のようでありながら、着き慣なれているだけの自然な余裕もあり、七五三みたいなぎこちなさがない。

　麻里が空になった茶碗を茶ちや托たくに置いた。三杯目を注ごうとすると断ことわる（葦原では、来客は少なくとも二杯はいはお茶を飲まなければならない。さもないと失礼に当たるという風習がある）。冷やした麦茶などではなくて、熱い緑茶だ。もてなしとねぎらいと、いささかの嫌がらせを込めてなみなみ注いでやったのだが、眉まゆひとつ動かさなかった。

　ちなみに淹いれたのは東哉だが、お茶っ葉を用意したのは麻里である。飲んでみて分かったが、本物の玉ぎよく露ろだ。見回してみれば部屋の調度品はどれも立りつ派ぱなもので、趣しゆ味みがいい。どれも昨日の内に運び込んだものだ。少なくとも金銭の方面で、麻里は吝ケ嗇チではなかった。

　……なかったのだが、しかし。

（──なんか俺、飼かわれてるっぽい？）

　ここまで行き届とどいていると、逆ぎやくになにやら尻しりの座すわりが悪いのも確かだった。振り払うように湯飲みの中身を飲み下し、

「熱あち。で、試すってのは？　テストとかするのか？」

「似にたようなものです」

　傍かたわらに置いた書類入れを差し出してくる。わりとしっかりした造りの、Ａ４サイズの茶封筒だ。受け取って、何も書かれていないその表ひよう装そうをなぞり、ひっくり返して封印を確かめる。紐ひもで括くくって厚あつみを調節するタイプだ。

『開けていい？』視線で問いかけ。麻里はこっくりする。

　はみ出ている紐の端を摑つかんで、ふたつのボタンをいったりきたりする。中を探さぐると、入っていたのはクリップでまとめた書類だった。パソコンの文書をプリントアウトしたようで、一枚まい目めは中央部に一行だけ。目を走らせる。

《葦原における【怪かい異い】の分ぶん布ぷと封印状況》

「……これは？」

「まず目を通してください」

　言われて、東哉は紙束を振った。厚さは二センチ近くある。

「全部読めってのか？　今？」

「さしあたり八ページまでで結けつ構こうです。読めない字があったら言ってください」

　それ、場を和なごませるためのジョークですよね？　たしかにボクは中卒ですけど。

　肩かたをすくめて読み始める。幸い（というかなんというか）、滞とどこおりなく読み終えた。八ページまでが前書きで、それに続く書類の大半はリストになっている。内容は題名のとおり、葦原で封印状態にある【怪異】の数と、個体ごとの情報のようだ。

　一いつ般ぱんに【怪異】には、大別してふたつのグループがある。ひとつは、日々発生しつづけるもの。形態も性情も一定でないが、ほとんどの場合が人間に対して敵てき対たい的な態度を取る。発生件けん数すうの増ぞう減げんはあるものの、これらは基き本ほん的に絶たえてしまうことはない。【怪異】とは人間が活動する上で必ず生じる澱おりのようなものであり、社会が動いているかぎり発生しつづける。だからこそ〈船津〉が存続しているともいえる。

　もうひとつは、かつて『神』とされながら追い落とされ、【怪異】として封ふうじられたものだ。彼らの多くは〈船津〉が葦原の地を治める過か程ていで併へい合ごうしてきた諸しよ部族において信しん仰こうされていた神で、通つう常じようのやり方では滅ほろぼすことはできず、先送りにするかたちで封印しつづけている。葦原二千年の歴史における、いわば負の遺い産さんだ。彼らはほかの若い【怪異】とは異ことなり、必ずしも害意を持っているわけではない。だが存在そのものが霊れい威いの顕けん現げんであり、存在自体があまりに巨きよ大だいなため、ほんのすこし身じろぎしただけで周囲に被ひ害がいが生じることになる。眠ねむらせておくほかない【怪異】なのである。

　リストはそれらの【怪異】について、かつての名、信仰していた部族、封印場所、形態、性情とこと細かに記されていた。ぱらぱらとめくっていくと、〈天津〉系けいとされる神々の名も載のっている。

「──ん」

　ふと気がついた。前書きに続くリストの初め。九ページと一〇ページが抜ぬけていた。本来ここに何が書かれていたのか？　決まっている、東哉についてだ。麻里の顔をうかがうが、涼しい顔をしていた。

「どうしました？」

「いや、なんでも。読んだぞ」

　返そうとすると、麻里はそれをとどめた。

「それは貴方あなたが持っていてください。それとできるだけ早く──今夜にでも読み終えるように。猶ゆう予よはありません」

「猶予って？」

　昨日はそんな話はなかったはずだが。

「一か月。それが貴方がここにいられる期間です。来月の今日までに草くさ那な藝ぎ山やまの鳴動を止められなかった場合、貴方は社やしろに戻もどり、ふたたび封印されることになります」

　なんだそりゃ。

「──聞いてないぞ？」

　東哉の肩のあたりに力がこもった。片手を上げ、麻里がそれを抑える。

「昨日の当主との面会のあとで指し示じされました。おそらく大場の一件で報告があったのでしょう。なんらかの制約をつける必要があると考えるのは、自然なことです」

「自分で首絞めたって言いたいのか」

「責せめたりはしません。期き限げんが区切られたのは予よ測そくのうちでしたし、わたしにもメリットがあることです。必要と感じればわたしから当主にお願いしたでしょう」

　というと？　聞きかけて、東哉は口をつぐんだ。考えるまでもない。一か月と区切ることで、〈船津〉の連中をある程てい度どは安心させることができる。東哉の解かい放ほうについては、昨日のうちに一族内に通達されている。反はん応のうはさまざまだが、中にはこのままなしくずしに東哉が一族に復ふつ帰きするのではないかという危き惧ぐが生じているのだ。今まで冷れい遇ぐうしていただけに、復ふく讐しゆうを恐おそれる気持ちは大きい。そうした連中を宥なだめる声明になる。また、仮かりに妨ぼう害がいがあるとしたらこの一か月内に限定できるため、対応がしやすい。それになにより──おそらくこれが一番大きいことだが──東哉自身のやる気を引き出せる。

　実じつ際さい、しばらくの間、東哉はぶらぶらして過すごすつもりだった。葦原や〈船津〉がどれだけ焦あせっていようと関係ない。〈力〉を取り戻すためとかなんとか口実を設もうけて、できるだけ決定的な対決を避さけ、滞たい在ざいを引き伸のばしてやろうと考えていたのだ。もちろん最終的には解放されなければならないのだから、きちんと働くつもりではあった。ただ、しばらく羽を伸ばしてやるつもりだったのが──どうも甘あまかったらしい。それにしても……。

　わずかに苦く笑しようして、東哉は頰ほおを搔かいた。麻里が小首を傾かしげる。いや、と手を振って、

「おまえ、はっきり言うんだな。『わたしのため』って」

「そうです。不ふ愉ゆ快かいですか」

　首を振ふる。

「いいや。そういう奴やつはけっこう好きだ。はっきりしてる。利り己こ的でもごまかさないのがいい。こっちも気を遣つかわなくていいしな」

「そうですか」

「そうだよ。で、だ」

　身を乗り出し、麻里の茶ちや碗わんに茶を注ぐ。「いえ、もう──」麻里は断ことわったが、かまわず淹いれた。

「──タイムリミットについては、まあいいや。それより、これからどうするんだ？　今からちんたら原げん因いん探さがしなんかしてて、間に合うのかよ」

「それについては、こちらでなんとかします。正直なところ、この件について対たい処しよできるのは〈船津〉ではわたしだけでしょう。それより、貴方には他にやってもらうことがあります。

　そのために確かく認にんしておきたいのですが──今、どの程度の〈力〉が使えますか？」

　聞かれて、東哉の眉まゆがぴくりと跳はねた。さきほどの茶でひりひりする舌したを口の中でこねくり、間を取る。

「……あー、と。そうだな……」

　麻里としては至し極ごく当然の質しつ問もんだろう。聞かれることも分かっていた。だから備そなえはできていたが、そうでなければ激げき発はつしていたかもしれない。悪気がないと分かっていても、東哉にはこの上なく残ざん酷こくな質問だった。

　掛かけ値ねなしに本気で言えば、東哉の現げん状じようはかなり情なさけない。他の能のう力りよく者しやを知っているわけではないし、具体的に確たしかめたこともないのでなんともいえないが──出力は普ふ通つうのファイア・スターター並なみだ。視界内にあるものを発火させるのがせいぜいで、それにしたところで本来の威い力りよくからはほど遠い。『本来の自分』がどの程度の力を持っているものなのか、もちろん教えてもらったことなどないが、東哉にはそれが理解できていた。なぜかは分からない。だが説明も証明も必要ない、本能のようなものだ。自分に何ができるのかなんて、いちいち確かめるまでもない。普通の人が『立って、歩ける』ことと同じくらい当たり前だ（もちろん世の中にはその当たり前が当たり前でない人もいる。そういう人たちのことを考えるたびに、東哉は深い同情とある種の共感を覚える。そして自分を現状に追いやった者たちへの復讐の念を新たにし、いつか必ず改かい善ぜんすることを心に誓ちかう）。

　ともあれ、並の【怪異】に遅おくれをとることなどないだろうが、言ってしまえば今の東哉は『優すぐれた術じゆつ者しや』でしかない。今のままでも〈船津〉でもそこそこの実力の持ち主といえるだろうが、それはあくまで『人間にしては優れている』に過ぎない。ごまかす気もない。よく分かっている。よく分かってはいるのだが……。

　表情には出さずに──それはもう良質のお茶をのほほんと美う味まそうにすすっては幸せを感じているような表情のままで──東哉は目の前の従い姉と妹こを頭の中で絞しめ殺した。怒いかりのあまり視界が紅あかく染そまっている。

　繰くり返して言うが、東哉は神である。かつての栄光に過ぎないとはいえ、天津の信仰においては諸しよ神しんの頂ちよう点てんたる火神の化け身しんなのだ。本来ならば名も持たない信仰もされない【怪異】など鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、一日あれば〈船津〉ごと葦あし原はらすべてを灰はいにできるというのに、この体たらく。その凋ちよう落らくぶりに、笑いの発作を起こしそうになる。もちろん、東哉は笑わなかったが。

（それもこれも、もとはと言えば……）

　無む意い識しきにシャツの胸むねのあたりを絞しぼる。指先に触ふれる硬かたい手て応ごたえ。胸中に湧き上がる黒い炎ほのお。これのために、こんなもののために、いつまでも縛しばり付けられなければならない。

　いや待て、今はまだその時ではない。炎を隠かくし曖あい昧まいな笑えみを浮うかべて、打算を働かせる。

　命題は《麻里に、自分の現状を正直に言うべきだろうか？》

　冷静に考えれば、もちろんそうだ。ごまかしてもいいことはない。噓うそをつくことは簡かん単たんだが、事実かどうか調べる方法はいくらでもあるし、第一【怪異】と対たい峙じした途と端たんにばれてしまう。そうした場合、麻里はためらいなく東哉を切り捨すてるだろう。麻里にしたところで、もともと微び妙みような立場なのだ。使えない奴やつのために危あぶない橋を渡わたる義ぎ理りはない。ここは正直になったほうがいい。弱点を包み隠さず伝えることで、信しん頼らい関係も生まれやすい。そうでなくとも、隠し事をしない奴だと思わせることで相手の油ゆ断だんを誘さそうこともできる。

　いや待て。もし、面めん倒どうな手続きを経へて解かい放ほうした自分が決定力に欠けると知ったら、麻里はどうするだろう？　やはり使えないと知って見捨てるかもしれない。そんなことはない、といいきれるほど、この従姉妹と親しいわけではない。信用しているわけでもなかった。

　考えて、折せつ衷ちゆうする。

　夏用の座ざ布ぶ団とんにきちんと座すわっている麻里に手を差し伸べ、掌てのひらを上に向ける。前触れもなく音もなく、そこに火が灯ともった。蠟ろう燭そくでもガスでもない、まろく柔やわらかい真しん紅くの炎が、ほろほろと踊おどる。

「俺おれの火は、人も【怪かい異い】も水も岩も、なにもかも焼き尽つくす。本来の万全な状態なら、とっくに当主を松たい明まつにしてるとこだが──現状はお寒いかぎりだ。正直、やったら莉柘にも負けると思う」

　もしも莉柘がこの場にいればきょとんとしただろう。だが東哉の見るところ、莉柘の実力は〈船津〉でも指折りだ。伊だ達てに本家の直ちよつ系けいではない。

　続ける。

「もちろん、今のままでもそこらの奴には負けないけどな。これから先、〈力〉も取り戻せるはずだし。というか、こうしてる今でも増ましてるのは感じる。だが今日明日じゃ無理だ。まずは一週間──いや五日。それから後なら、大たい抵ていの【怪異】は綺き麗れいに燃もやしてやるよ」炎を消して両手を広げ、終わり、の合図。

「──そうですか」

　麻里はしばらくそのままでいたが、やがて茶碗を手にとった。両手でしとやかに支ささえ、口元に寄よせる。形だけ口をつけて、小さな水面みなもに視線を落とし、

「……では、できるだけ早く〈力〉を取り戻すように努めてください。六日後をめどに準じゆん備びを整えておきます。詳くわしいことはのちほど。よろしいですか？」

「いいけど……それで結局、何をすりゃいいんだ？」

　麻里はもう一度茶碗に口をつけた。

「貴方あなたを社やしろから解放したのは、草那藝山の鳴動を止めるため。詳しよう細さいは不明ですが、まちがいなく【怪異】がらみと考えられます。ですので、まずは【怪異】に対抗できる力を身につけることが先決。貴方は〈力〉は取り戻すでしょうが、実戦において〈力〉をどのように使えばよいのか、経けい験けんがまったくありません。〈船津〉の者がごく当たり前に習得している戦せん闘とう常じよう識しきも身につけていません。ですのでまずは、こちらで用意した【怪異】と戦ってもらいます」

　そんなのいるのか──言いかけて、口を閉とじる。手にしたリストに目が行った。

「……まさか」

「鳴動の原げん因いんとなるほどの【怪異】となると、少なくとも古代神クラスでしょう。リハビリの相手として不足はないはずです。これは単に退たい治じするのが目的ではなく、戦闘における呼こ吸きゆうを摑つかむためと考えてください」

「そうじゃなくてさ。こいつら、殺せないから眠ねむらせてるんだろ？　起こしたりしちゃまずいんじゃない……」

　のか、と言い切らないで口ごもる。麻里が静かな、威い圧あつ感のある目を向けてきた。

「自信がないですか」

　ない、といったらその場で見捨てられそうな雰ふん囲い気きだ。

「いや、そんなことはないが……いいのか？　かなり面倒っぽいけど」

　このリストに載のっている【怪異】は、いずれも厳げん重じゆうに管理されているはずだ。解き放つにしても、手続きだけでどれだけの手間になることやら。

「そのあたりはどうとでもなりますし、貴方に責せき任にんを負わせたりはしません。それよりリストに目を通しておいてください。記き載さいされている【怪異】はどれも容易たやすい相手ではありませんが、それにてこずるようではとても本命に敵かないません」

「ふーん……」

　なんとなく、東哉は手にしたリストで顔を扇あおいだ。先方がこう言うのだから、こちらとしては黙だまって従したがうべきだろう。勝つとも負けるとも言えないが（なにしろ素人トーシロですので）、そうまで言うならやってやろう、という気になってくる。この荒神トウヤが実じつ際さいのところどれだけ使えるのかを計る、試金石といったところだ。

「分かった。とりあえずその方向で」

　こくこくと頷うなずいて、東哉は残ったお茶を飲み干した。そしてまさしくその六日後、初めての『おつとめ』がやってきた。

　その当日。

　朝の四時に起こされた。

　早朝とは聞いていたが外はまだ暗かった。そういう時間帯は夜というのだと思うが、抗こう議ぎはみごとに無視された。食い下がったら睨にらまれた。

　負け犬の気分で身み支じ度たくを整え軽い朝食を摂とり、車と徒歩あわせて四時間かけて県けん境ざかいに近い山やま奥おくに連れて行かれる。最後の打ち合わせは車内で済すませ、あとは気まずい沈ちん黙もくだけ。顔ぶれが麻里と莉柘ではしかたがないが、初うい陣じんの少年に対する気き遣づかいがあってもいいのではないかと主しゆ張ちようする。返ってきたのは莉柘の『こっちもそれどころではない』の一言。麻里は無言。運転手もいたことはいたが、どのみち〈船津〉の人間だ。話しかける気も起きない。

　注し連め縄なわを張った大岩を取り囲んで祝のり詞とを上げること一時間、異音とともに岩はまっぷたつに割われ砕くだけ、【怪異】は目覚める。麻里も莉柘も速すみやかにその場を離はなれ、追いかけっこの始まり。あらかじめ定められたルートを通ってつかず離れずを繰り返し、目的地へ。時じ刻こくは中天、いざ真昼の決闘。自分の人生はなにかが間ま違ちがっていると再さい確かく認にんする。




　　　　※




　生まれて初めての懸垂降下ラペリングだったが、わりあいうまくいったほうだと思う。太く長いザイルは頑がん丈じようなナイロン製せいで、降こう下かのさなかに岩いわ肌はだでこすられてもびくともしなかった。

「よ、っと……」

　平べったい岩の上に降り立って、ベルトに繫つなげた命いのち綱づなを解とく。谷底はちょっとしたグラウンド程てい度どの広さがあった。いわゆる涸かれ谷で、足元には握にぎり拳こぶしくらいの丸い石がゴロゴロしている。あまり足場はよろしくない。

【怪かい異い】はちょうど、谷底と岸がん壁ぺきの合わせ目あたりに頭を突つっ込んでいた。茶ちや褐かつ色しよくの、荒あらい毛け並なみ。この角度からでは盛もり上がった肩のあたりまでしか見えないが、全体としては猪いのししに似にている。もっともサイズは十倍で、足も八本。どのみち自然界の生物としてはありえない異い形ぎようである。麻里の言うとおりなら死んでいるはずはないが、ぱっと見ではよく分からない。呼吸を示しめす動きがないかわりに、あたりに血が流れているわけでもない。静止している、という表現がぴったりだった。

『どうですか？』麻里が促うながす。どうやら入れ違いに崖の上まで来ているらしい。ということは、莉柘も一いつ緒しよだ。この二人は、もともと【怪異】に対するときにはコンビを組むことが多いそうだ。

「分からん。ちょっと見てみる」

　なるべく大きな岩の上を伝って、横に回る。見れば【怪異】はつんのめるような形で、鼻面を地面にもぐりこませている。小山のような体たい軀くに、岩の破は片へんがちらほら乗っていた。

「……ふむ」

　足元の小石をひとつ手にとり、投げつける。命中。だが動きがない。同じ動作を二度繰くり返すが、反はん応のうはなかった。

「おい、麻里。やっぱりこいつ──」

　言いかけて、止まる。

【怪異】に、相変わらず動きはない。ただ、半ば土ど砂しやに埋うもれた顔に紅あかい光が灯ともった。

　瞳ひとみ。

「あー、なんか、やっぱり……」

　もぞり、と毛皮がうごめき、波打った。蹄ひづめが地を踏ふみしめ、はまり込んだ身体からだをじりじりと持ち上げはじめる。地じ響ひびきが谷に木こ霊だました。

　四対の足が器用に動き、東哉に向き直る。

　真正面から見ると、【怪異】は猪というより、苔こけむした岩がん塊かいに見えた。全体のフォルムは楕だ円えん形けいで、いびつなラグビーボールに短い手足が生えたようだ。だが──もちろん、岩は呼吸などしない。動かないし、紅く濁にごった両りよう眼めを向けてきたりしない。

　その両眼が、東哉に据すえられた。目が合って、東哉は一いつ瞬しゆん、奇き妙みような懐なつかしさを感じた。隠かくしようもない、怒いかりと憎にくしみに煮にえたぎった瞳──どこかで見たような。

　前面に突つき出た鼻面には、ひときわ鋭するどい牙きばが二対、非ひ対たい称しようにのぞいている。牙というより、杭くいに見えた。黄色く汚よごれ、太さが東哉の太ふと腿ももくらいある。毛皮が波打つにつれて、全身からすさまじい獣臭がわき上がる。吸すい込んでしまい、思わずむせる。軽い吐はき気がした。口中に溜たまった唾つばを吐き捨て、唇くちびるを舐なめる。【怪異】から唸うなりが洩もれた。

　──ゴ・フ・ル・ルル……

　荒い息は遠えん雷らいのように響いた。緩ゆるく開いた口こう腔こうからは涎よだれがしたたり、それを浴びた石がみるみる変色し、煙けむりを上げる。

　巨きよ軀くに込められた、圧あつ倒とう的な存在感。吞のまれそうになっている自分を感じ、東哉は密ひそかに舌した打うちした。確かに、自分は経けい験けんが足りない。【怪異】をまともに見たのも初めてだが……まさかこれほどとは。

　奥おく歯ばを強く嚙かみ締しめると、東哉は静かに、深く息を吸い込んだ。視線を合わせたまま一歩二歩と後こう退たいし、囁ささやく。「お喜びください、元気な【怪異】です。見たところ障しよう害がいはないようです。もちろん死んでません」

　おどけて言うのは、麻里よりも自分を鼓こ舞ぶするためだ。もちろんこちらを見張っているはずの従姉妹に気負いはなく、返ってくるのは変わらず冷たい声こわ音ねだった。

『死んでいるはずはありません。そこに誘さそい出したのは、【怪異】にダメージを与あたえるためではなく、逃とう亡ぼうを防ふせぐためです。【怪異】を取り逃にがしたときに再ふたたび捕とらえることがどれほど難むずかしいかは、説明しましたね？』

　もちろん。つい昨日レクチャーされたばかりだ。大半は東哉も知っている内容だったが。

【怪異】は目覚めたとき、とりあえず目の前の人間や封ふう印いんを破は壊かいする衝しよう動どうを持つ。発生したての【怪異】はもちろん、封印から解かれたものも同じだ。本来は人間に害がい意いを持たないはずの後者が一様に敵てき対たい行動をとる理由については諸しよ説せつあり、はっきりと分かっていない。だが東哉には彼らの気持ちが理解できた。長い間縛しばり付けられていた状態から解放されれば、憂うさを晴らしたくなるのは当たり前だ。だから彼らの気が済すむまで放っておけばそのうち静かになるだろうとは思うが、それがどれだけの被ひ害がいをもたらすのかは東哉にも分からない。仮かりにおとなしくなったところで彼らが人間社会に被害を与あたえつづけるのは変わらないのだ。そもそも神でなく【怪異】となった時点で、行く末は決まっている。

　ただ、個こ体たい差さはあるものの【怪かい異い】にもある程てい度どの知ち能のうがあり、危き機き回かい避ひ本能がある。猛たけり狂くるっているだけならいいが（いや、よくはないが）、身の危き険けんを感じると地脈に潜もぐって逃とう走そうすることがあるのだ。

　地脈に身を沈めて移い動どうする術じゆつは船津にもあり、これを〈遁とん甲こう〉という。ただし【怪異】の行う遁甲はたとえるならイルカと人間が競泳するようなもので、逃走した【怪異】を生身の人間が捕とらえようとしても追いつくものではない。いったん身を潜ひそめた【怪異】は、やがて別の場所に顕あらわれ、そこでまた破壊を振ふりまく。そのため、【怪異】と対たい峙じする際にはまず結界で周囲を固め、逃走を防ふせいでから倒たおすのがセオリーとなる。

「聞いたよ。……でもこの場所だと、俺も逃げられないんじゃないか？」

『逃げるつもりだったのですか』

　声が怖こわい。すぐさま答える。

「いや、そうじゃないって。……こう、体たい勢せいを立て直すときにだね」

『とにかく、がんばってください。いざという時はこの谷ごと埋うめて封印しますので』

　ワタクシ、ソレ、ハジメテ聞キマシタ。

「──そうすると、俺は？」

『がんばってください』

　機械みたいに繰くり返して、声は途と切ぎれた。つまりそういうことだ。

　うわぁ、やる気でるなあ。

「くそ、追い込まれたの俺おれじゃねえかよ」

　毒づいて、東哉は背せ中なかの刀を抜ぬいた。

　陽光が白はく刃じんにきらめく。刀は刃は渡わたり三尺じやく近い大刀で、そのぶん峯みねは厚あつく、柄つかも長く取ってある。麻里から借りたものだ。【怪異】と渡り合うのに素す手でではこころもとないと言ったら、その日のうちに持ってきた。もちろん鋼はがねの塊かたまりだけにかなりの重量があるし、逃げてくる間はあちこちに引っかかって邪じや魔までしょうがなかった。ろくに心得などない東哉には取り回しにくく、サイズが大きすぎるように感じていたのだが、いまでは納なつ得とくしている。むしろ目の前の【怪異】に立ち向かうにはこれでも貧ひん弱じやくに思えてきた。

　足元の石を蹴けって馴ならし、怒いかりの矛ほこ先さきを向けてくる【怪異】。そのあまりにもあからさまな怒りに、皮肉な笑みを浮かべる。

　……なあ兄弟、そんなに怒おこるなよ。誰だれだって似にたようなもんさ。お互たがい逃げ場はないし、一人が笑えばもう一人は泣くようになってる。あんたは名がない力がない、眷けん族ぞくもいない。ひどいありさまだが、思い切り怒れるだけ、あんたの方がマシかもしれん。どうしたわけだか、今はこんなことになってるが──せめて恨うらみっこなしでいこう。今、ここだけは、〈船津〉の奴やつらも入って来れない、俺とあんたの聖せい域いきだ。

「分かるだろ？」

　ちょっと首を傾かたむけ、問いかける。【怪異】からの返答は、もちろんなかった。鼻にかかった嘶いななきを上げ、牙きばを振りたてる。やる気だ。お互いの目を睨にらみ据すえ、緊張が高まり、限界まで引き伸のばされる。

　──来る。

　感じた瞬間、横に跳とぶ。

　同時に巨きよ体たいが膨ふくれ上がり、八つの蹄ひづめが石を蹴立てて突とつ進しんしてきた。間かん一いつ髪ぱつかわしたものの、風ふう圧あつにあおられ、東哉はたたらを踏んだ。刀を振るうどころではない。吹き付ける獣じゆう臭しゆうに息が詰つまる。【怪異】は東哉の横を通り過ぎると、そのままブレーキもかけず岸がん壁ぺきに突っ込んだ。激突音が腹はらに響ひびく。

　刀を構かまえなおして、東哉は舌したを出した。麻里にちょっとだけ感かん謝しやする。

（なるほど、ここなら満足に動けないか。──とはいえ、どうする？）

　あの巨体に真正面からぶつかるのは自殺行こう為いだ。かわしざまに足を斬きってやるつもりだったが、あの勢いきおいでは難しい。考えが浮うかばないうちに、【怪異】が動いた。

　めり込んだ頭を振りたくり、岸壁を崩くずしてこちらに向き直る。激突した痛いたみなど感じてもいないらしい。周囲の被害も考えていないようで、岸壁がかなり大きくえぐれている。

　再ふたたび地を搔かき、突進。一気に加速。

「──っ！」

　先さき程ほどより距きよ離りが近かったぶん、反はん応のうが遅おくれた。危あやういところでかわすが、剛ごう毛もうに覆おおわれた足の一本が頭のすぐ横をかすめる。

　通つう過かし、再び激突。散った岩のかけらが飛んでくる。東哉は慌あわてて退ひいた。充分に距離を取り、息を整える。懲こりずに【怪異】が頭をもたげ、東哉を睨んだ。ふと思いついて、東哉は刀を左手に持ち変えた。

（やってみるか）

　足元の小石を拾い、左右どちらにでもかわせるように腰こしを落とす。小石を強く握にぎりしめ、〈力〉を込める。

　掌てのひらに、灼しやく熱ねつを感じる。視し線せんは【怪異】に据すえたままで、石の焼ける乾かわいた臭気を嗅かぎながら、さらに〈力〉を加えつづける。もう少し──だが、【怪異】は待ってくれない。

　三度目の突進。すぐにはかわさず、東哉は鋭するどいモーションで手の中の石を投げつけた。赤熱した石は残ざん像ぞうを残して【怪異】の眉み間けんに吸すい込こまれ、

　あとは見ずに横っ飛びに身体からだを投げ出す。が、すこし遅かった。宙ちゆうに舞まった身体が地面に着く前、押おし寄よせる怒ど濤とうに足を引っかけられる。

　衝しよう撃げき、暗転。

　かすっただけで吹っ飛ばされた。耳の奥おくでなにかが弾はじける音がして、感覚が切り替かわる。天地がひっくり返り、足の下に一瞬だけ見えた空がやけにくっきりと蒼あおかった。そのあと、すぐになにも分からなくなる。

　きりもみしながら宙を飛び、石だらけの地面にたたきつけられる。二度、三度と転がり、ひときわ大きな瓦が礫れきにぶつかって止まる。

「げほっ……！」肺はいから空気が洩もれ、息が詰まった。視界が定まらず、自分の身体がどこにあるのか分からない。ただ全身が痛い。とにかく痛い。身体を支ささえていられない。横よこ倒だおしになり、背を丸める。

　耳元で、誰かが叫さけんでいる。自分を呼んでいるようにも聞こえたが、はっきりしない。おそらく気のせいだろう。自分を心配する者などいない。気のせいだ。

　だが続いて感じた振しん動どうは気のせいではなかった。横向きになり、ピントの狂くるった視界の向こうで、【怪かい異い】が苛いら立だって地面を蹴立てている。すぐにも突っ込んでくるかと思ったが、そうではなかった。前足で、後足で立ち上がっては宙を搔かき、地面を踏みしだいている。不ぶ恰かつ好こうなダンスのようでもあり、地じ団だん太だを踏んでいるようにも見えた。

　わずらわしそうに頭を振りたくり、【怪異】が高く嘶いなないた。咆ほう哮こうに谷の大気がびりびり震ふるえる。

　殺気に中あてられ、意い識しきが戻もどる。ぼやける目を凝こらすと、【怪異】の眉間の毛皮が焼け、くすぶった煙けむりを上げている。どうやらちゃんと当たったらしい。

　とはいえ動きに支し障しようはないようだ。なら何な故ぜ、と思いかけて、はっとする。

（──見えてないのか？）

　耳元で、声。今度はちゃんと聞こえた。

『東哉、聞こえますか？　返事をしてください』

　相も変わらず冷静そのもの。さきほど聞こえた声は、やはり幻げん聴ちようだったらしい。ああ、と答える。「聞こえてるよ」

『では東哉、動けるなら早く立ってください。【怪異】はさきほどの一撃で貴方あなたを見失っていますが、目め眩くらまし程てい度どです。それなりのダメージはあったようですが、決定打にはほど遠いでしょう』

「……タフなんだな。頼たのもしいことで」

　跳はね起きるつもりが、のろのろとぎこちない動きしかできなかった。足がどうにも頼りない。膝ひざも笑っていた。三さん半はん規き管かんは半泣きで、身体が勝手に右に傾く。

『それともうひとつ。貴方はたしかに神の化け身しんではありますが──いまだ、その力のすべてを手にしてはいません。むしろ現時点では人間としての側面が強すぎます』

　身をよじると、全身に痛みが走った。苛立ちに声が尖るのが分かる。

「なんだよいきなり。もったいぶるな。はっきり言えよ」

『つまり死ねばそれまでです』

　ああ、そう。

『それと、さきほどのやり方はよくありません。動きが直線的すぎます。パワーもスピードも圧倒的に相手が上──この状況で貴方にできるのは、相手の勢いを殺し、惑まどわせ、動きを止めてから致ち命めいの一撃を打ち込むことです。生なま半はん可かな攻こう撃げきで【怪異】を手負いの獣けものとするのは、あまりに愚おろかな選せん択たくです』

　なるほど、そのあたりは野生の獣と変わらないらしい。

　麻里が、続けて一言。

『それになにより、あれをもう一度受けたら貴方は死にます。他の方法を考えてください。

　……死にたければ、話は別ですが』

　それで途と切ぎれる。はっきり言うなよ、と心の中で勝手な反発を覚えて、

「それはすてきな励はげましだな。おまえはいつも俺おれに力をくれる。いつか礼をするよ」

　皮肉に笑う。そう、麻里の言葉はなにより効きいた。こいつより先に死んでたまるか。

　──いや、そりゃ死ぬときは死ぬだろうけど。なにせ全身が満まん遍べんなく痛いたい。こうして意識を保たもっていられる以上はそれほど重じゆう傷しようではないのだろうし、痛みはじきに収おさまるだろうが──具体的にどこが痛いということも分からないほど、『痛い』という衝撃が全身を叩たたきつづけている。

　おまけに──いま気がついた。両手が空だ。見ると、刀はかなり離はなれたところに転がっていた。飛ばされたときに離してしまったらしい。武ぶ器きから手を離すとはいかにも素人しろうとの悲しさだが、下手に握ったままだとよけい怪け我がをしていたところだ。初めて斬きったのが自分の身体なんてことになったら、いくら素人でも、それはやっぱり、恥はずかしい。

（やれやれ……）

　足を引きずり歩み寄って、刀を拾う。踏まれて使い物にならなくなっているかもと思ったが、見たところ壊こわれてはいないようだ。汚よごれているが、折れても欠けてもいない。

「ありがたいね。続行だ」

　構かまえようとするが、左ひだり肘ひじが曲がらない。指は動くので腱けんを痛めたわけではないと思うが……確かく証しようはない。仕方なく右みぎ腕うででそれを引きずりながら、東哉は駆かけ出した。背せ中なかに痛みが走る。世界が歪ゆがんで見える。膝から下が真ま綿わたのように頼たよりない。

　それがどうした、俺は生きてる。岩を踏みしめ砂じや利りを蹴け立たて、小石につまずきながら、東哉は走った。ここまで降りて来たときに踏んだ岩に登り、ぶら下がったままのザイルを摑つかむ。刀を納おさめようとして気がついた──鞘さやがない。どこかで落としてしまったらしい。

　舌打ちをひとつ。柄つかを咥くわえ、右腕だけで身体を支える。岸がん壁ぺきに足をかけてよじ登ろうとして……ずりおちる。腕に力が入らない。

　これはやばいかも。東哉は唇くちびるを舐なめた。端はしが切れて、血が滲にじんでいる。鉄の臭においと一いつ緒しよに、土の味がした。口の中に入ってきた砂すなの粒りゆう子しを血と唾つばと一緒に飲み下して、深しん呼こ吸きゆうをひとつ。そこで自覚する。

　震ふるえていた。指、腕、膝──身体の中心から細かい震えがわきおこり、止まらない。炎えん天てん下かをさんざん走り回って寒いはずはないのに、背中を伝う汗あせはひどく冷たかった。

　手を伸のばして、膝を叩く。震えるそれを砕くだけんばかりに強く握り、厚あつい布ぬの地じごしにくいこむ爪つめの感かん触しよくを肌はだに確かめる。

（ビビるなよ、おい）

　自らに言い聞かせ、奥おく歯ばを嚙かみ締しめる。一瞬だけ目を閉とじ、開く。

　どんな場合でもそうだが、危き機き的な状じよう況きように陥おちいったときに大事なのは、まず理り性せいを保たもつことだ。なぜなら人間はあらゆる生物の中でもっとも脆ぜい弱じやくで、知ち恵えにのみ特化してきたからだ。

　脆弱さと、知恵。

　それこそが万ばん物ぶつを凌りよう駕がして人間を生せい態たい系けいの頂ちよう点てんに押おし上げた理由だ。人間は野生動物としてあまりに弱く、だがただ震えていることはできないほどに知恵があった。脆弱だから生存の武器として知恵をもったのか、それとも知恵を手にする過か程ていで貧ひん弱じやくになっていったのか、それは知らない。どうでもいいことだ。確かく実じつなのは、両者は分かちがたく結びついているということ。

　大型の肉にく食しよく獣じゆうを考えてみればいい。熊くまでも虎とらでも、サメでもシャチでもいい。彼らは人類よりはるかに早い段だん階かいでその座ざに登りつめ、そのあとは進化を止やめてしまった。彼らは一個の肉体として強者であり、ゆえにその地位に留とどまっていればよかったからだ。だが人間は違ちがう。

　人間は、弱い。これが前ぜん提ていだ。

　弱ければ、考える。

　考えて、逆ぎやく転てんの道を見出す。かくして人類は陸海空を制せい覇はし、ついにはいかなる生物もなし得なかった重力からの脱だつ却きやくも成し遂とげた。げに必要は発明の母。……すこし違うか？

　ともあれ、そういうことだ。地球上でもっとも勢力の強い動物が人間であることは、もはや自明の事実となっている。

　それは相手が【怪かい異い】であっても、変わりはない。かつてどれほど隆りゆう盛せいを極きわめた存在であろうと、いま現げん在ざい、【怪異】はまちがいなく〈船津〉によって押さえ込まれている。たしかに古く強い【怪異】を滅ほろぼすのは困こん難なんかもしれない。だがどれだけ暴ぼう威いを揮ふるおうとも、猛たけり狂くるおうとも、そこにいるのは既すでに一度、克こく服ふくされてしまった脅きよう威いだ。

　だからこそ東哉は、〈船津〉を憎にくみながら、甘あまく見たりはしない。容易たやすく打ち倒せる相手だとは考えていない。自分のありさまを振り返ってみれば、説明するまでもなく明らかだ。〈船津〉は人間の、もっとも強力な武器を使いこなしている。東哉は人間であり、【怪異】でもある（神ではあるが、扱あつかいは事実上【怪異】のそれだ）。であれば、両者の特とく質しつを理り解かいできる。理解できれば、行使できる。

　そう。人間は、痛いたみに弱い。死に近い。恐きよう怖ふに染そまりやすい。

（──だが、考えられる）

　そのためには、まず落ち着くこと。そして落ち着くには、『自分』をできるだけ遠くに追いやってしまうこと。痛いたみも苦しみも、死につながる恐怖としてではなく、身体からだの状況を把は握あくするための情じよう報ほうとして扱う。東哉はそれを知っていた。そうせざるをえない状況を、何度も体験したから。何度も繰くり返して、やり方を知ち識しきとしてだけではなく、血肉として体得していた。

　息を深く、長く、静かに吸すう。できるだけゆっくり吸い、さらに倍もかけて吐はく。身体のダメージを頭頂部から順に確かく認にんしていく。あちこちがかなり痛む。骨ほねの何本かにヒビが入ったようだが、続行可か能のうだ。問題はない。自分はまだ力尽つきていない。

　改めて手を伸のばし、ザイルを摑む。しっかり力を込めると、東哉は崖がけを登りだした。一歩一歩、慎しん重ちように丁てい寧ねいに、ただしテンポよく。大切なのは、リズムに乗ること。無む闇やみに急がず──もちろん遅おそくもなく──体調とスキルを把握して、その上で無理なく継けい続ぞくできる速度を保つ。麻里がなにか言うが、いまさら止められない。

　地上から五メートルほどのところで、東哉は止まった。真上に登るのをやめ、小こ刻きざみに岸がん壁ぺきを蹴って左手方向に移い動どうする。二メートルほど行ったところで再ふたたびストップ。両足を壁面に突っ張ったまま、摑んだロープを右手の肘ひじに巻まきつける。皮ひ膚ふが引き攣つれ、痛みが走るが、これで手が空いた。

「ひょ、っほ」

　身体の向きを反転させ、【怪異】に向き直る。高さはだいたい、ふたつの燃もえる瞳ひとみがやや見上げてくる程てい度ど。のろのろと移動する間に【怪異】が攻こう撃げきをしかけてこなかったのは望外の幸運だった。こちらの準じゆん備びが整うまで待ってくれたのか、それとも行動の意味を図りかねたのか。

（どっちでもいいか）

　咥えた刀を手にとり、強すぎず、緩ゆるすぎず、柄つかを握にぎる。片かた手てでは持ち上げるのがやっとだが、いまは少なくとも離さなければいい。嵌はめた軍手（滑すべり止めつき）が役に立った。

（来いよ）

　腹に力を込め、【怪異】を睨にらむ。その声が聞こえたのかどうか──【怪異】は直後、突進してきた。四度目の突進。願わくば最後の。

　東哉はそれを、静かに目を細めて見定めた。痛みは執しつ拗ように神しん経けいを引っかくが、それに惑まどわされることなく、冷静に【怪異】の速度と、彼ひ我がの距きよ離りを計る。チャンスは一度。これを逃のがすことはできない。

　タイミングを計って、右足で岸壁を蹴ける。可能な限かぎり真横へ向けて、ザイルに繫つながれた身体を振る。大きな振り子のように、斜ななめ左下へ。二五メートル上にある支し点てんの真下へ。さらに左へ。極きよく限げんの集中のなか、一いつ瞬しゆんが永えい遠えんになり、時間が鉛なまりを流したように遅くなる。

　全すべての動きがあきれるほどゆっくりと映うつる。耳元を唸うなる風。一瞬前に東哉が通り過すぎた地点に、【怪異】の鼻先が激げき突とつした。今までのどれよりも耳を聾ろうする轟ごう音おん。振しん動どうが伝わり、摑つかまったザイルがびりびりと震え、小刻みに揺ゆさぶられる。岩の破は片へんがいくつも飛来し、身体を叩く。いくつかは避よけ、あるいは打点をずらすものの、大半は甘んじて受ける。身を固めたまま、東哉は振り子の頂点へ辿たどり着き、

　戻もどる。

　来たときと同じルートを、巻リきバ戻ーしスするように忠ちゆう実じつになぞる。我われながら褒ほめてやりたくなるほど目算どおり、岸壁へ潜もぐり込んだ【怪異】の耳の後ろへ到とう達たつ。【怪異】が次のアクションを起こす前に足をかけ、乗り移うつる。腕を回し、引き剝はがすようにザイルを放す。刀を逆さか手てに、力の限り握る。右手だけの力で長大な刃やいばを振りかざし、狙ねらうは真っ赤に燃もえ猛たける右目。

　そこへ向けて、東哉は渾こん身しんの力を込めて切っ先を突き入れた。

　手て応ごたえ。初めて感じるそれは重く、深く、熱く……、いうならば『生命』そのものに触ふれた手応えだった。

　ぞぶり、と刀身の半分が埋うまった。斬きるために、殺すために鍛きたえられた鋭するどい先せん端たんは炎ほのおの灯ともった眼がん球きゆうをつらぬき眼底を射い通とおし、充じゆう分ぶん以上に【怪異】の体内に潜り込んで止まった。角度は微び妙みようながらも、脳のうに達したかと思うほどの威力。いかなる生物であろうと、まちがいなく致ち命めい傷しようとなる一撃だった。鮮せん血けつが噴ふき出す。

　足の下から、すさまじい咆ほう哮こう。

　身を反そらせ、高く、激しく吼ほえ声を上げる。大気が直ちよく接せつ振動しているかのようなそれが、ほとんど実体を伴ともなって東哉を打ち叩く。それは【怪かい異い】が放ったなかでは初めて怒いかり以外の、『苦く痛つう』や『困惑』を含ふくんだ咆哮だった。間違いなく、効いた。

　が、しかし。

　東哉の足の下で、【怪異】の毛が逆立った。針はりのような剛ごう毛もうがざわっと音を立てて一いつ斉せいに起き上がる。一度胴どう震ぶるいしたかと思うと、頭が崖から引き抜かれた。

　そのまま、激しく暴あばれ始める。

「な……う、ぉわっ!?」

　東哉はあわてて柄を握りなおすと、振り落とされないよう腰を落とし、足を踏ん張った。もともと左腕はほとんど使い物にならない。右手の握あく力りよくだけで刀にしがみつき、耐たえる。動けない東哉に、噴き出す血が細かい雨となって降ふりかかった。

「痛ツッ!?」

　鋭い痛みを感じ、東哉は目を見み張はった。【怪異】の血を浴びた腕のあたり。シャツの生き地じが腐ふ食しよくし、煙けむりを上げている。その下の肌に刺すような、灼やけるような痛み。続いて首くび筋すじ。頰ほおにも同じ痛み。

「酸さんみたいなもんか？　くそっ──さっさとくたばれよっ！」

　困こん難なんな姿し勢せいのまま刀に体重をかけるが、刃はそれ以上、一ミリたりとも入っていかなかった。ならばと刃を回して傷きず口ぐちをえぐろうとするが、これもロックされたかのようにびくともしない。

【怪異】はお構いなしに暴れまわった。身をよじり、高く嘶いななき、頭を振りたくる。どすどすと地を踏み鳴らし、胴を崖にぶつける。翻ほん弄ろうされながら、東哉は歯嚙みした。

　これは痛みと怒りの発はつ露ろだ。残念ながらこの激情は決して、断だん末まつ魔まのもがきではない。

（くそったれっ……！）

　作戦を考え、実行した。思い通りにいった。一撃を与えた。仕し留とめたと思った。それはたしかに効いた。

　だが……足りなかった。

　全力が、及およばなかった。

　敗北感が忍しのび寄より、心を侵おかす。【怪異】の血に濡ぬれた柄糸が腐くさり、手の中で崩くずれていく。それを握る指も激しく痛んだ。痛みと弱気が、ほんのわずかに腕の力を萎なえさせた。

　そのとき、【怪異】がひときわ激しく反りかえり、巨きよ体たいを揺ゆさぶった。なにかを拒こばむように頭を左右に振り、棹さお立だちになる。

　縦たてから横への急激な変化についていけず、柄を握る手が滑った。身体が浮き、そこを【怪異】の鼻先が殴なぐりつける。

　声を上げる間もなく、東哉は吹き飛ばされた。なにかに激突し、瞼まぶたの裏うらで白い光が弾はじけたかと思うと暗くなる。

　それきり東哉は動かなくなった。




　　　　※




「あーあ。なんか全然ダメっぽいね」

　崖がけの上、眼がん下かに暴れつづける【怪異】と動かなくなった東哉を眺ながめながら、莉柘は肩かたをすくめた。彼女の正せい装そうである紅こう白はくの巫み女こ装しよう束ぞくに、指の出た革グローブを嵌はめている。長い後ろ髪がみは首のあたりでひとつにくくっていた。

「あたしがいこうか？」

　隣となりの麻里に聞く。自分ひとりではあの【怪異】を祓ふつ除じよすることはできないだろうが、少なくとも負けることはない。谷の周辺は、すでに密ひそかに集めておいた〈船津〉の手て勢ぜいで固めてある。再さい封ふう印いんの準じゆん備びも整っていた。もしも東哉がリタイヤしたのならば、莉柘が動きを止め、その間に他の者が東哉を回かい収しゆう、しかるのちに再ふたたび封印する。始めからそういう手て筈はずになっていた。先ほどの東哉の一撃は、たしかに【怪異】にダメージを与あたえた。さすがにそのまま死んでくれるほどではないが、動きが鈍にぶくなっている。どうにかなりそうだ。

　だが、

「まだです。それよりも、あれを」

　そう言って、麻里は無線の全チャンネルをオンにした。ちなみに莉柘がつけているのは東哉と同じくコンパクトなイヤホンタイプだが、麻里はヘッドセットだった。この場の司し令れい塔とうである彼女が直ちよく接せつ戦せん闘とうに参加することはない。それは莉柘の役目だ。

　谷をぐるりと取り囲む形で潜ひそんでいる部下に告げる。

「これから【怪かい異い】の動きを止めます。一班から三班は不動縛ばく呪じゆをかけてください。村むら居いと小野寺、斉藤は南側に移い動どうして降こう下かの準備を。別命あるまでその場で待機」

　了りよう解かい、の声を聞いて、無線を切り、莉柘を見る。

　莉柘は傍かたわらに突つき立てていた杖つえを引き抜ぬいた。槍やり投なげの要よう領りようで、肩かた越ごしに構かまえる。杖の長さは二メートル弱。柄の部分は白木作りで、先せん端たんには丸い鉄球が嵌め込まれている。

「いつでもいいよ」

　麻里にウインクひとつ。半歩踏み出して、はるかな谷底を眺める。ここからでも【怪異】の迫はく力りよくはたいしたものだった。あれと一対一で向き合うことを考えると、背せ筋すじが寒くなる。自分が負けない──死なないことは知っているが、畏い怖ふは別の問題だ。だが──思う。

（あたしはいざとなったら、ここを飛び降りて……駆け寄って、東哉を助ける。きっとそうする。そうしなくちゃいけない）

　東哉。盛せい大だいに投げ飛ばされ叩たたきつけられ、そのあとはぴくりともしない。常じよう人じんをはるかに超こえた莉柘の視し力りよくにも、東哉が生きているかどうか、判はん断だんはつきかねた。なかば土ど砂しやに埋うもれたその姿すがたには生気がなく、土ぼこりにまぎれて景色の一部になってしまったかのようだった。こめかみを血がひとすじ、流れているのが見える。

　生きているだろうか？　生きていればいい。そうすれば麻里の希望にも適かなう。

　いや、今は【怪異】だ。跳はね回る巨きよ体たいに目を据すえて、莉柘はその時を待った。全身をひとつの装そう置ちにして、命令を待つ。麻里の命令を。それに従したがうのは、彼女の声が届とどく場所にいるかぎり、呼吸のように当たり前なことだ。

《麻里の命令は、常つねに必ず正しい》

　それは信しん頼らいではなく、莉柘にとっての定理であり、信しん仰こうだった。少なくとも莉柘は、この親愛きわまる従い姉と妹こがなにかをし損そこなうところを見たことがない。だからこそ東哉の件けんに関しても最後まで反対したりはしなかったし、その意に添そうなら自らの意思を消して一部下としてふるまう。もちろん、平和な日常において二人は無二の親友ではあるが、【怪異】と相あい対たいする場での莉柘は常に、麻里の命令のもと動く兵士となる。

　そう、麻里の命令はまったくもって正しい。そして心ここ地ちよい。優すぐれた射手は引き金トリガーを『引く』のではなく『落とす』という。無む駄だな力みをなくし、銃じゆう口こうを逸そらすこともなく、弾だん道どうを違たがえることもない。それを知り、実行できる者こそ成果を手にすることができる。

　そして、麻里はそのことをこの上なく熟じゆく知ちしていた。呼吸を計り、【怪異】の動きを見定め、その瞬間を待つ。長い時間は要いらなかった。

「莉柘、今です」コトリと、

　引き金が落ちる。

　反はん証しようする間もなく、莉柘は全力で杖を投とう擲てきした。唸うなりを上げて撃うち出された杖は一直線に飛ひ翔しようし、絶ぜつ妙みようのタイミングで向いた【怪異】の横っ腹ぱらにめり込んだ。軀からだを折り、【怪異】が苦く悶もんの声を上げる。たたらを踏んで動きを止めたところへ、一班から三班、十二名の放った結けつ界かい術じゆつが展てん開かい。【怪異】を取り囲んだ。

　無数の輝かがやきが、【怪異】を絡からめ取った。その一本一本は糸のように細いが、風にあおられることも【怪異】の叫さけびに吹ふき散らされることもなく、首に、胴どうに、足に、牙きばに絡みつき、動きを縛しばる。【怪異】が不ふ快かいげに咆ほえて、激しく軀を揺さぶるが──糸は切れることなく、その動きにかえって死角に回り込むようになびいて取りついていく。

　引きずられるように巨体がよろめいて、一方の岸がん壁ぺきに背をぶつけた。さらに強く暴れるが、そのまま押さえつけられてしまう。自由を奪うばわれたことで、封印されていたときのことを思い出したのか──【怪異】は激はげしくもがいた。だが若じやく年ねんばかりとはいえ、麻里の配下は手て練だれぞろいで経けい験けんも豊ほう富ふだった。もがけばもがくほど動きを読まれ、逆ぎやくに足の一本一本まで丁てい寧ねいに押さえ込まれていく。

　やがて【怪異】はその動きを止めた。しつこく地面を蹴けり、身をよじるが、意味はない。網あみにかかった魚と同じく、反はん射しや的にうごめくだけだ。

　それを確かく認にんして、麻里は再び無線を開いた。チャンネルを合わせ、呼よびかける。

「東哉。東哉。起きてください。東哉──」

【怪異】の様子を見み張はりながら、そんな麻里の姿を横目で見て──莉柘は、心のどこかに憤いきどおりを感じた。

（死んでるかもしれないのに）

　それを望んでいるわけではないが、その可か能のう性せいは高い。はるかに視力に優すぐれた自分に見えないのに、麻里に東哉の状じよう態たいが判はん断だんできるはずはない。麻里の判断にけちをつけるつもりはないが、今はそれよりも【怪異】を完全に封ふうじてしまうほうが先だろうに。不動縛ばく呪じゆは強力だが、拘こう束そく時間が短いという欠点がある。チャンスは今しかないのだ。そんなことは、莉柘にもわかる。考えるまでもない、自明のことだ。

　だが麻里の呼びかける様子には、東哉が返答しないかもしれないと思っている気配はまったくなかった。ただひたすら、その名を呼びつづける。もちろん反はん応のうはない。攻撃の要かなめとして、莉柘のイヤホンには特別に麻里と同程てい度どの優ゆう先せん権けんが設せつ定ていしてあった。東哉が何か喋しやべれば莉柘にも聞こえるし、会話に加わることもできる。だが聞こえるのは麻里の声だけ。それでも麻里は、呼びかけをやめない。

　その姿は──正直に感じたことを言えば──出るはずのない相手を待って電話を掛かけつづける、悲しい、か弱い女のようだった。そんな風に思う自分に苛いらつき、そんな風に振る舞まう麻里に裏うら切ぎられたような憤りを感じる。そして、なによりも自分の信仰をこんな形で揺らがせる東哉に対して、莉柘は激しい怒いかりを覚えた。




　　　　※




　夢ゆめを見ていたような気がする。目を覚ましていたような気もする。霞かすみのかかった意い識しきの向こうで、誰かが自分を呼んでいる。何度も何度も、執しつ拗ように。だが不ふ愉ゆ快かいではない。誰かにここまで呼ばれつづけたのは初めてのことだ。自分に深く関かかわろうとする者などいなかった。誰一人として。あの人ですら……

　ぼんやりとした頭で思い、はっとする。やはり、気き絶ぜつしていたらしい。ほんの数分だけだったようだが、【怪かい異い】が自分にとどめを刺さすには充じゆう分ぶんな時間だ。まさかまた目が眩くらんだというわけでもあるまい。

　どうにか頭をもたげ、【怪異】を見て──絶ぜつ句くする。

　岩がん壁ぺきに、【怪異】が押し込められていた。巨きよ体たいが斜ななめに傾かしいで、ちょうどはじめに落ちてきたときのように土中にめりこんでいる。足がときおりでたらめに地面を搔かくが、胴体は見えない巨大な手で押しつけられたように、びくともしない。

　いや──よく見れば、細く光る糸のようなものが、無数に【怪異】に絡み付いている。あれで動きを封じているらしいことは、東哉にも分かった。

『東哉』

　静かな声。冷たく、胸むねに染しみ入る声。誰ひとり訪おとずれることのない深山の、さらに奥おくに広がる湖面のような。

　麻里の声は是ぜ非ひとも目覚し時計のベル代わりに採さい用ようすべきだと思う。水を浴びるよりばっちり覚かく醒せいできる。たとえ死にかけていたとしても、目が覚める。難なんがあるとすれば、癖くせになるところ。いつもこの声で目覚めたいと思うようになる。叶かなうわけはないのに。

　叶うわけはない。願いが叶った事などなかった。だから指をくわえて見ているよりは、きっぱりと拒きよ絶ぜつする。そうすれば未練を引きずることもない。東哉は、だから拒絶する。

「うるせえ」

　はっきりと言ったつもりが、ひどく弱々しく、かすれた声だった。身体からだに力が入らない。一度起こした頭が、また垂たれた。麻里の声が、辛しん辣らつに響ひびく。

『それで終わりですか、貴方あなたは』

　──なにを言っている？

『それならそれでかまいません。使えないなら、それまで。その程度の力は、わたしには必要ありません。〈船津〉にとっても同じです』

　俺おれ抜きでもやれるのかよ？　手が足りないんじゃなかったのか……？

『〈船津〉に必要なのはあくまで〈強力な神〉です。弱者はその限かぎりではありません』

　──そうか──

「俺は……弱いのか？」

　その呟つぶやきこそ、弱気のあらわれだったかもしれない。東哉が正気ならば、誰かにそんなことを訊きくことなどありえない。だから麻里は、言った。

『さあ、どうでしょうか』その声は、あくまで冷静。

『そこで倒たおれているということは、そうなのでしょう。ただ、その【怪異】は、封印されていた中でも〈甲こう〉種に分類される格かくの持ち主です。敵かなわなかったとはいえ、貴方は健闘した方でしょう』

〈甲〉種。なんだそれは？　初めて聞く言葉だ……。

『【怪異】のレベルごとに分けた階位クラスのようなものです。〈甲〉種とは当主か、もしくはそれに準ずる本家筋の者が直接指し揮き・対応する【怪異】で、もしも完全に祓ふつ除じよするなら〈船津〉をあげての対応が必要とされます』

　それは知らなかった。それにしても、いきなりそんなのとぶつけられても。

「……俺が勝てると思ってたのか？」

『大たい抵ていの【怪異】になら勝てると言ったのは、貴方です』

　そういえばそうだった。苦く笑しようが洩もれる。腹ふつ筋きんが引きつった。

「ってぇ……。そうだな、甘あまかったかな。イケると思ったんだけど──まさかあれで死なないとは思わなかった。やられたよ」

　無線の向こうで、しばしの間。

『東哉、ひとつ忠ちゆう告こくしておきます』

「なにを？」

『その刀はあくまで、貴方の〈力〉を補ほ助じよするものでしかありません。名刀ですが、それ自体はなんの霊れい力りよくも備わっていない、ただの鉄の塊かたまりです。〈力〉を込めずに刀でどれだけ斬りつけたところで、【怪異】には通じないと思ってください』

　目を閉とじ、開く。視し界かいに映うつる何もかもが、ぼやけた輪りん郭かくとあいまいな色しき彩さいに染そまっていた。

「きちんとやったつもりだったんだが」

『不充分です。はじめに言ったはずです、これはリハビリだと。強力な武ぶ器きを使えば勝てるというなら、他の者にやらせれば済すむこと。必ずしも貴方である必要はありません。むしろそうした技ぎ術じゆつについては貴方は素人しろうと以下ですので。

　東哉。貴方には、貴方にしかできない〈力〉の使い方があるはずです。それができなければ、貴方はどのみち、どこかで力尽つきるしかない。朽くち果てていくしかない。生き延のびたければ、やってください。できなければ、今そう言ってください。あとはこちらでやります』

　どちらを選びますか？　一いつ拍ぱくおいて、訊いてくる。声こわ音ねは変わらない。おそらく表情も、眉まゆひとつ動かしていない。聞いていると、彼女は本心から尋たずねているように思える。回答を東哉に任まかせているように思える。

　だがなぜか──分かった。麻里は、東哉を挑ちよう発はつしている。ここで発はつ奮ぷんして、立ち上がることを期待している。なぜそこまで自分にこだわるのか、ふと聞いてみたくなった。だが、言わない。どうせまともな答えは返ってこない。口から出るのは、別の言葉。麻里の意図などどうでもいい。自分の意い志しは確かく認にんするまでもない。

「──やるとも」

　耳に手をやり、イヤホンを指先で叩たたく。ぶつけたせいか、なにもなくてもときおりノイズが混まざる。きちんと伝わるといいのだが。

「麻里、子分どもを下がらせろ。よけいな手出しをするな。まわりでごちゃごちゃやってられると気が散る。邪じや魔まだ」

『なによあんた、その言い方は！』

　苛いらついたキンキン声。莉柘だ。

『あんたが役に立たないからしかたなくやってんじゃない。のびてたくせになに言ってんの！　生きてるならさっさと起きなさいよ！』

「おまえは黙だまれ。手助けは要いらん。口も出すな」

『はん、ひとりでできるの？　エラそうなこと言って、ぜんぜん歯が立たないじゃない』

「黙れと言ったぞ。麻里、いいから早くやれ」はっきりしない頭を振りながら言う。無線の向こうで『ふん』と鼻を鳴らす音が聞こえた。やれやれ、これでまた嫌きらわれた。痛いたくも痒かゆくもないが。

　どうにか自由になる右みぎ腕うでで、腰こしに乗ったひとかかえほどの石をどける。土ど砂しやと石の瓦が礫れきに、身体からだが半分埋うまっていた。身を起こそうとして、一いつ斉せいに発した激げき痛つうに身を竦すくませる。

「ぃッ……！」

　咽の喉どの奥おくで悲鳴が洩もれる。もはや身体の中で無事なところが見当たらない。ヒビの入っていたあばらは、完全に折れた。倒れたとき下した敷じきになった左腕はどうやらつながっているものの、肘ひじから下の感覚がない。

　だが、おかげで意識がはっきりした。深く息を吸い込む。肺はいが膨ふくらむ過か程ていで、身体の中でぱきぱき珍めずらしい音がした。ものすごく痛い。これが済すんだらまずは医者にかからなくては。ああ、そういえば自分は保ほ険けん証しようも持っていないのだった。まあ麻里になんとかしてもらおう。

　瓦が礫れきを適てき当とうにどけて、足を引き出す。どうやら立つことくらいはできそうだ。

「どうした、早くやれ」

『そうですね。どのみち動きを止めていられるのは、あとわずかですから』

「はあ？」

　麻里の声が聞こえたように、【怪かい異い】の動きが増ました。今まで耐たえていた糸がたてつづけに音もなく千切れ、一いつ瞬しゆんだけきらめいたかと思うと風に解けて消える。目に見えて拘こう束そくが緩ゆるまり、【怪異】がさらに勢いきおいづく。

　それが見えていないわけでもないだろうに、麻里の声にあせりは含ふくまれていない。

『いま、【怪異】を封ふうじているのは〈不動縛ばく呪じゆ・三式〉──四人一組で展てん開かいする強力な術式です。威い力りよくは見てのとおりですが……効こう果か時間はもって一〇分ほど。もうじき時間切れです』

「それっぽいな」

『ところで気分はどうですか』

　分かりきったことを訊いてくる。瞬間的に腹が立って、東哉は真っ赤に染そまった唾つばとともに吐はき捨すてた。

「ゲロかぶったクソみたいだな。それがどうした？」

『…………』

　麻里が黙る。莉柘が小声で『サイテー』と漏もらすのが聞こえた。こっちのセリフだ。

【怪異】がいよいよ自由になりつつある。さて、どうしたものか。立ち上がったはいいものの、続く手立てはまったくなかった。満身創そう痍いで体力はほぼゼロ。唯ゆい一いつの得物は【怪異】に突き立ったままで、手を伸ばしても届とどきそうにない。

（やっぱりこれは、死ぬかな？）

　ほんのすこし、立ったことに後こう悔かいする。だが死んだとしても、負け犬よりはましだ。

『東哉、こちらを見てください』

　麻里の声。怒おこっている様子はない。

　含まれているのは、もっと別の色。

　それが気になって、崖の上に目をやる。傾かたむけた首が痛いたんだ。崖の端はしに、麻里と莉柘の姿が現あらわれる。見て、すこし呆あきれた。

（……なんとまあ）

　莉柘はともかく、麻里はこんなときまで和服だった。藤ふじの地色に薄うす桃もも色いろが流れた、落ち着いていながらも艶あでやかな意い匠しようはたしかに似に合あっていたが。

『貴方あなたには簡かん単たんに死んでもらっては困こまります。力の限かぎりを出し尽つくして、及およばないのはいい。全すべてをさらけ出したうえで死ぬのはいい。ですが、それは今ではありません』

　東哉は眉まゆを顰ひそめた。なんのことだ？

『貴方はまだ、ほんとうに全力を振り絞ってはいない。あの程度の【怪異】に手も足も出ないのは、貴方ではない』

　その声に含む、鞭むち打うつような響ひびき。何も言えず、東哉はただ麻里を見上げた。

　麻里が袂たもとに手を入れ、引き出す。その手に握にぎられる、紅あかい輝かがやき。

　あれは──

『そこで、貴方にもっとやる気になってもらおうと思います』




　──思い出すのは、最後の数分間のこと。恐おそろしい力で彼を押さえ込む細く冷たい指の感かん触しよくと、見開かれ、ぎらついた光を放つ瞳ひとみ。そして──




　東哉の瞳が燃もえ上がった。胸むねを押さえ、きつく握る。

「てめえは……！」

　叫さけぼうとして、東哉はよろめいた。一瞬で沸ふつ点てんに達した感情が胸につかえ、言葉にならない。まがりなりにも装よそおってきた余よ裕ゆうが剝はぎ取られ、生のままの憎ぞう悪おが全身を満たす。体内で炎ほのおが渦うず巻まき、彼自身を灼やいた。息が荒あらくなり、動どう悸きが収おさまらない。シャツを絞しぼり、引き裂さきながら、その下にあるものを押さえつける。今でもそこにあり、彼を苛さいなみつづけるそれを。

　麻里の取り出したのは、あの紅こう玉ぎよくだった。忘わすれることなどできるはずもない。あの輝きは、この十年の間常つねに東哉とともにあったのだから。

　その刺さすような輝きから身を守るように背を丸める。見なくとも、胸に埋うまった紅玉が激しく明めい滅めつしているのが分かる。立っていられなくなり、東哉は膝ひざを着いた。うずくまったところに麻里の声が追いすがる。イヤホンから伝わる、冷れい厳げんな言葉の鞭。

『説明する必要もないでしょうが、これは、貴方を縛るためにもたらされた宝ほう玉ぎよくのかたわれです。初めて神意の下ったあのとき、あの祭りのあとで水すい盆ぼんに顕あらわれたそうです。つまりこれは〈船津〉の──ひとの手で生み出したものではなく、神より賜たまわったもの。おなじ神であれば……分かりますね？　貴方の力では、解とけません』

（黙れ……！）叫ぶ。が、言葉にはならない。

「そう、だろう、な……」

　一言ずつ、食いしばった歯の間から苦労して言葉を紡つむぐ。聞いたこともないほどうわずって、わなないていた。過か去こ十年間の記き憶おくが一斉に湧わき上がり、圧おし潰つぶされそうになる。力を奪うばわれ、閉じ込められ、蔑さげすまれつづけた十年分の情景と、それによって培つちかわれた憎悪。

　我われを忘れそうになりながら、赤く染まった意識の端で、かぼそい声がそれを宥なだめる。

　落ち着け、落ち着け。激発するのは簡単だ。だがそれでどうなる？　どうにもならない。麻里があれを握っている限りは、手が出せない。分かってるはずだ。

　そのとおり、分かっている。このうえなく理解している。だからこそ慎しん重ちように、慎重にふるまってきた。周囲がなるほどそうだろうと思う『ひねくれた少年』を演えんじてきた。できるはずだ。自分には、それができる。獣けものではない。【怪かい異い】のようにただ憎悪を発散するだけの無む邪じや気きさなど、自分には許ゆるされない。

　胸を押さえたまま尋ねる。声は震えているものの、制せい御ぎよできた。

「麻里──いったい、それを、どうやって……？」

　額ひたいに汗あせが噴ふき出し、あごを伝う。紅玉は常に、当主が厳げん重じゆうに管理しているはずだ。

『貴方を制御するため、特別にお借りしました。もし貴方が謀む反ほんや逃とう亡ぼうをくわだてたなら、なによりの備そなえになりますから。それに何より──』

　ふふ、と笑う。初めて耳にする笑い声。艶つややかで、残ざん酷こくな……。

『──これなら頭の悪い貴方にも、自分の立場をよく理解できるでしょう？』

「ああ、お互たがいにな……！」

　軋きしんだ声を洩もらし、東哉はゆっくりと立ち上がった。胸を押さえたまま、肩かたで息をしながらも、崖の上に悠ゆう々ゆうと立つふたりを──その片かた方ほうを──睨にらみつける。

「麻里、おまえは……自分のやったことの意味が、分かってるのか？」

　視野が狭せばまり、【怪異】の姿も、隣となりに立つ莉柘も意識から消えて、ただ一点、麻里だけしか目に入らなくなる。麗うるわしいその艶あで姿すがた、女め神がみのようにかかげる赫かく光こうに目が暗くらむ。

　その姿を、表情を、声を、記憶に刻きざむ。

「……おまえは、俺おれを敵てきに回したぞ。まちがいなく」

　宣せん言げんする。そうとも、これはあきらかなルール違い反はんだ。薄はく氷ひようを踏ふむように注意深く、バランスを保たもっていなければならなかったのに、おまえはそれを破やぶった。それを持ち出してはならない。単に目的を果たすだけなら容易たやすい道だが──そこに踏み込んだ時点で、お互いは協力者ではなく主人と奴ど隷れいの関係に変わる。それは効果的かもしれないが、諸もろ刃はの剣けんだ。いつか必ず、持ち主に斬きりつける。誓ちかってずたずたに引き裂いてやる。

『もちろん、承しよう知ちしています』その頰に酷こく薄はくな笑えみが浮うかび、

『ひとたびこれを持ち出したからには、貴方あなたは決してわたしを赦ゆるしはしないでしょう。分かっています。ですが、東哉。貴方こそ忘れていないでしょうね？　これがあるかぎり、貴方は力の大半を殺そがれてしまう。また絶対に〈船津〉から逃のがれることはできない。葦あし原はらから解とき放たれることも、ない』

「…………」

『それ以前に、貴方は、その【怪異】にすら勝つことができない。皮肉なものです。少なくとも社やしろから出なければ、貴方は自分の姿を見ないでいられた。現げん実じつから目を背そむけて、自分をなぐさめていられた』

「…………」

『それでやれるなら結けつ構こう。貴方の傷きずを抉えぐることはしないつもりでした。……貴方が、勝てるうちは。ですが、貴方は期待に応こたえられない。あまりに弱い。力ではなく、心が甘い。自分の力を満足に揮ふるうこともできない』

「…………」

『飴あめは充分に与あたえました。次は鞭むちの番です。せめて投とう資しした分は取り戻もどさせてもらいます』

「──おまえが言いたいことは分かった」膨ぼう大だいな感情に心のほとんどを占せん領りようされ、わずかに残った理り性せいの最後のひとしずくを搾しぼり出す。

「いいだろう、命令しろ。どのみちそれを持ってる奴やつに、逆さからう気はない。命じてみろ。多分それで終わる。だが、覚かく悟ごしろよ」

　空白。

　それを打ち砕くだいて、【怪異】の咆ほう哮こう。いましめの全すべてがほどかれ、自由をとりもどす。

　イヤホンから、麻里の声。

『戦い、力を示しめしなさい。でなければ、みじめに死になさい』

「──決まりだな」

　身体からだの奥底で、なにかが頭をもたげる。

（──なら、殺してやる。望みどおりにしてやる。俺は必ず、おまえを、）

　殺す。

　東哉は一歩、踏み出した。




　　　　※




　遥はるかな眼下、ゆっくりと【怪かい異い】に歩み寄る東哉に目を凝こらす。徐じよ々じよにその像ぞうが歪ゆがみ、炎ほのおが周囲をとりまいてゆく。高まった〈力〉──神気が漏もれ出しているのだ。一歩進むごとに炎は高まり、足元から煙けむりが上がった。踏みしめた石が焼けている。東哉に合わせた無線がノイズを上げ、切れた。東哉の服が燃もえ上がり、代わりに眩まばゆい炎が肌はだを覆おおっていく。

　性急すぎただろうか？　追い詰つめたことでどうやら力を引き出すことはできたが、東哉を傷つけてしまった。これでもう、彼との関係は絶望的だ。ほかにやりようはなかっただろうか。

　──いや。頭かぶりを振ふる。言ったとおりだ。ここで勝てないようなら、次も同じだ。望むものを手に入れることもできず、東哉は死ぬ。あのままでは間ま違ちがいなく、そうなっていた。

　東哉が死ぬ。そう考えるだけで、心が冷えた。足から力が抜け、おぼつかなくなる。呼こ吸きゆうが浅く早くなり、麻里は握にぎった紅玉ごと手を胸むねに当てた。

「麻里ちゃん、どうしたの？　だいじょうぶ？」

　莉柘が身体を寄せ、尋ねてくる。その澄すんだ瞳には、ただ親愛と気づかいの色があった。

　平気ですと答えながら、麻里はひそかに、彼女を羨うらやんだ。莉柘は自分を慕したってくれる。屈くつ託たくもてらいもなく、それを表わすことができる。

（ごめんなさい）東哉へ、莉柘へ詫わびてしまいたい。だが、出てくるのは別の言葉。

「ありがとう。少し下がりましょう」

　無線を開き、部下へ指し示じを出す。




　　　　※




　拘束を解かれ、荒あれ狂くるう【怪異】を平静な瞳で見つめながら、東哉はうっすらと笑みを浮かべた。

　……『その気になれ』だそうだ。そうだな。甘かった。ナメてたよ、認みとめる。その気になるってのはたぶん、誤ご魔ま化かさないってことだ。不ふ愉ゆ快かいな自分から目をそらさないってことだ。さっき怒るなって言ったが、あれは取り消す。そうとも無理だ。あんな扱あつかいをされてきて、こんな脅おどしを受けなきゃならん。それを憎にくんでいけない理由が、どこにある？　おまえは怒っていい。憎んで当たり前だ。気が済すむまで暴あばれろ。力尽きるまで壊こわしつづけろ。まずは目の前の奴に対してそれをぶつければいい。俺もそうする。

　痛みが消えていく。身体の奥底から湧き上がってくる活力に、燃え上がるようだった。周囲を炎がゆらゆらと遊び、肌を撫でていく。やわらかく、すこしくすぐったいそれに触れて、服が焼け落ちる。だが東哉自身には傷をつけない。むしろ力がいや増していくようだった。

　分かってしまえば、こんなにも簡かん単たんだ。コツも何もない。必要なのは怒りを紛まぎらわせないこと。自分の憎しみを受け入れること。力と思いは、分かちがたく結びついている。そのことさえ自覚できればいい。こんなにも、憎んでいる。なにもかも、一いつ切さい合がつ切さいを焼き尽くしてしまいたいと願っている。

「ふん。ふ、はは……」笑いが深まり、声が洩れる。獰どう猛もうな笑い。【怪異】を睨ねめ上げ、東哉は思い出した。怒りに紅あかく濁にごった瞳。見覚えがあるはずだ。

「俺だよ、おまえは」

【怪異】にも、東哉の雰ふん囲い気きが変わったのは分かったらしい。だが退ひくことはしなかった。ぐっと頭を下げ、牙きばを突き出して突進の姿勢をとる。嬉うれしくなった。

「いいね」笑う。

　殺し合いは大好きだ。笑う。立ち止まり、東哉は両手を広げた。棒ぼう立だちになって笑いかける。

「ほら、来いよ」

【怪異】が突進した。地面を蹴け立たて、揺ゆさぶり、あっという間に肉にく薄はくする。

　激突。岩がん壁ぺきを抉えぐる重量と速度が、東哉の胸むな板いたに食い込んだ。食い込んで、

　弾はじかれる。

　巨きよ軀くが軋きしみを上げ、たたらを踏む。ぶつかった鼻先が焦こげて黒く変色していた。よろめいた身体を支ささえてやるように手を伸のばし、牙を摑つかむ。左手。思い通りに動き、痛みも消えている。

　右の拳こぶしが、その鼻にめり込んだ。豆とう腐ふよりもやわな手て応ごたえ。異音が響いて、【怪異】の牙が折れた。首ががくりと傾かたむき、足がよろめく。【怪異】が悲鳴を上げる。

「──ほら、どうした？　根性見せろよ。強いんだろ？」

　手に残った牙を投げ捨て、手て招まねきする。ひとつだけになった【怪異】の瞳が、光度を増した。体勢をととのえ、至し近きん距きよ離りから再び突っ込んでくる。それをやはり避よけず、真正面から受け止める。びくともしない。だが【怪異】はそのまま押し込んでくる。

　異い臭しゆうが鼻をついた。東哉に触ふれた部分がさらに焼け、見るまに爛ただれていく。傷きず口ぐちから血があふれた。降ふりかかるどす黒い血ち潮しお。さきほどは皮膚を溶とかした血は、触れるやいなや音を立てて蒸じよう発はつしていった。

　東哉がすこし押し返すと、【怪異】の足元で地面が崩くずれた。右手を振り上げ、振り下ろす。なにかが砕くだける音とともに、鼻先が地面にめり込んだ。

　地を蹴って、東哉は跳とんだ。宙ちゆうを滑すべるように首の後ろに降り立つと、右目に突き立ったままの刀に手を伸ばす。柄つか糸いとは駄だ目めになっていたが、柄そのものはまだ握にぎれた。たやすく引き抜き、一振りして血を飛ばす。長く【怪異】の体内に入ったままだったにもかかわらず、刀身は傷いたんでいなかった。少なくとも折れていないし、腐ってもいない。

「いい刀だ」

　鍔つば元もとから指ではさみこみ、丁てい寧ねいに拭ぬぐいをかける。そのあとを引き継つぐように、神気が伝わる。刀身が赤熱し、真しん紅くに輝いた。

【怪異】は荒い息を洩らし、立ち上がろうともがいた。だが果たせない。東哉一人の体重を持ち上げられない。地に埋うまったままくぐもった嘶いななきを上げる。その瞳ひとみは変わらず怒いかりに燃もえているが──

「疲つかれたろう、もう寝ねろ」

　逆手に持った剣けん先さきを、眉み間けんに撃うちこむ。岩のような頭ず蓋がいをやすやすと貫つらぬき、刀は鍔元近くまで潜りこんだ。

　刃先が、なにかに届く。巨体の奥深くにある、根こん源げん的な部分を貫いたのを感じた。




【怪異】の悲鳴が長く長く尾おを引いて、木霊する。わき上がった光と炎が、谷に満ちる。戦いの経けい過かを見守っていた麻里と莉柘は、退いて顔を覆おおった。やがてそれがゆっくりと収おさまり、消える。再び崖がけ下したを覗のぞき込んだとき、東哉の足の下にあるのは【怪異】ではなく、ひとつの巨大な岩だった。それまでの【怪異】の姿をそのままかたどったような、大きいが──ただそれだけの岩。

　東哉が二人を見上げた。「終わったぞ」声は谷中に響ひびいたが、二人とも喜びはしなかった。麻里は袂たもとで顔を覆い、莉柘は顔を赤らめて叫さけぶ。

「あ、あんたもねえ！　あんなふうにできるなら早くやんなさいよ！　それとなんか着ろ！」

　東哉を覆っていた炎は消え、服も焼け落ちたままだった。しばしして、情なさけない声が届く。

「誰か、なんか着るもん投げてくれ」

　麻里がため息をつき、無線を開いた。







　　　第三章　反目







　桶おけに汲くんだ水を、頭から浴びる。真夏にも冷たい井戸水は、骨ほねまで沁しみるようだった。たてつづけに何杯もかぶり、身体からだから汗あせの気配をすっかり流してしまってから、東とう哉やはようやくひと息ついた。

【怪かい異い】を滅ほろぼしてから、三日後。離はなれにある狭せまい裏うら庭にわで水を浴びるのが、東哉の日課になっていた。もともと社やしろにいたときから日に二度の沐もく浴よくを欠かしたことはなかった。居きよを移うつした初めの五日間はなんやかやとあわただしかったせいで途と絶だえていたのだが、ここの井戸が使えると知ってさっそく再さい開かいしたのだ。

　桶を置き、井戸の傍かたわらにかけておいたタオルを取る。頭を振ふって水を飛ばし、ざっと身体を拭ぬぐうと同じく投げてあったシャツを取り、着込む。冷えた肌はだに、麻あさのざっくりした感かん触しよくが気持ちいい。

「あー、さっぱりした……」

　水気を含ふくんだ髪かみにタオルを被かぶり、サンダルをペタペタいわせて縁えん側がわへ。用意しておいた麦茶をあおると、軒のき下したの風ふう鈴りんが鳴る。それを見上げ、東哉はごろりと横になった。

　やはり、夏はいい。水を浴びるのにも禊みそぎのためというより爽そう快かい感が先に立つ。あたりは蟬せみの声がかしましく、あまりの数に一匹ぴきごとに聞き分けることもできない。空気全体がしゃわしゃわと鳴っているような大合唱だった。

　しばらく昼ひる寝ねでもしようか……と思ったそのとき、

「こんにちは」

　涼すずやかな声に、顔を上げる。見ると、柔にゆう和わな笑え顔がおがあった。

「誠せい慈じか。久ひさしぶり」

　身体を起こす。すっきりとした瘦そう身しんで、丁てい寧ねいに分けた髪とシルバーフレームの眼鏡めがねをかけた姿すがたは、間ま違ちがいなく従い兄と弟この誠慈だった。着ているのは白いシャツに黒っぽいスラックスで、学生服のようにも見える。清せい潔けつ感に溢あふれ、いかにも良家の子弟、といった風ふ情ぜいだ。

　誠慈は東哉と同年で、つまり麻ま里りや莉り柘つとも同い年である。当主の四男の息子むすこで、当たり前のことに〈船津〉でもかなり重ちよう宝ほうされている将しよう来らいの幹かん部ぶ候こう補ほだ。したがって、東哉とは確かく執しつのある間あいだ柄がらということになる。なのだが、東哉は慣なれた口調で言った。

「ずいぶん早く来たな。莉柘だって近づかないのに」

「麻里ちゃんには先を越こされたけどね」

　誠慈は笑った。東哉も笑い返す。『いいかい？』と断ことわって、誠慈が隣となりに腰こしを降おろす。

　中学卒業と同時に、東哉は本ほん格かく的てきな軟なん禁きん状じよう態たいになった。それまではまがりなりにも学校に通うこともできたし、望めば街にも行けていたのが──もっとも、学校に行けるのは週に二度もあればいい方だったし、街に出るには目的や帰き宅たく時間を厳きびしく定められた上、監かん視しの目に耐たえる必要があったが──行動範はん囲いは社の内部と裏山一帯に制せい限げんされた。社を降りるのは年に数回、特別な行事があるときに限かぎる。他人との接せつ触しよくも制限され、社に立ち入ることができるのは世話役か、特別に許きよ可かされた者だけだ。

　だが誠慈はそれを破やぶり、数年前から密ひそかに東哉を訪おとずれていた。もちろん見み咎とがめられれば厳げん罰ばつものだが、用心深く、周しゆう到とうな彼がそうした過あやまちを犯おかしたことはない。麻里がやってくるより遥はるかに前から接触を繰くり返しており、二人の従姉妹よりもよほど見知った間柄なのである。

　ただし、東哉はこの従兄弟を必ずしも信用しているわけではない。誠慈は一いつ貫かんして穏おだやかで頭がよく、物腰が丁寧で親切にしてくれるのだが──そうした相手に心を預あずけるような無む邪じや気きさは、東哉は持っていなかった。正直に言えば、得体の知れない奴やつだと感じている。わざわざ禁きん令れいを破ってまで東哉に接触する理由が明らかでないためだ。

　ともあれ、今は敵てき対たいする理由はなかった。莉柘のように隔かく意いを持っているわけでもなく、麻里と違ちがって紅こう玉ぎよくをダシに脅おどしてくるわけでもない。同年ねん齢れいで同性という点でも話がしやすい相手だ。

「今日はまた、どうしたんだ？」

「とりたててなにも。ただ、きみが社を降りたって聞いてね。ちょっと葦あし原はらを離れてたんだけど、帰ってみたらもう〈甲こう〉種の【怪異】を倒たおしたって聞いて。驚おどろいたよ」

「んー、実力かな。外でなにしてたんだ？」

「ちょっとね。でも、苦戦だったって？　かなりやられたそうだけど」

　にこやかに尋ね返してくる。なるほど言えないことかと察して、東哉は笑った。

「ま、初めては痛いたいもんらしいしな。なんだ、見み舞まいのつもりだったのか？」

「そんなところ。いや、見たところ元気そうで安心したよ。麻里ちゃんには会った？　きっと心配してるよ」

「……あんまりその話はしたくない」

　東哉の声が低くなったとき、ベル音が響ひびいた。見ると、ちゃぶ台の上に投げ出してある携けい帯たいからだった。連れん絡らく用にと、麻里から渡わたされたものだ。

　東哉はこれまで、携帯電話を持ったことがない。必要なかったし、もし欲ほしいと思っても手に入れることはできなかっただろう。未成年者は保ほ護ご者しやの同意がなければ契けい約やくできないのが通つう常じようだが、東哉にはその保護者がいない。代理になってくれる人もいない。ついでに言えばかける相手もいなかった。

　そんなわけで、一週間前に生まれて初めて携帯電話を手にしたのだが……東哉は、どうにもこれが苦手だった。操そう作さ法はマニュアルを読んだり莉柘に教わったりして（麻里はこの方面では協力してくれなかった）ひと通りは覚えたものの、圧あつ倒とう的に経けい験けんが足りない。動作がいちいち遅おそく、十五文字のメールを打つのに三〇分かかる始末だった。慣れればどうということもない話なのだが、一生懸けん命めい声に出して『こ……ん……に……ち……わ……』とかやっている最中に我われに返り、それからはなるべく近ちか寄よらないようにしていた。麻里にくれぐれも、と念を押されたので充じゆう電でんは怠おこたっていないが、ほとんどほったらかしだ。

　誠慈に断ことわり、なんとなくものうげな動作で手に取り、開く。見ると案の定というかなんというか、麻里からだった。

　東哉の目が、すっと細まる。

　三日前の一件けんから、麻里は東哉と会っていない。帰りつくまでは完全に無言で、別れ際に『しばらく休養してください』と投げてよこしただけ。それから連絡もよこさず、当然顔も見せない。

　神しん域いきの調ちよう査さについてはどうなっているのか、問い質ただしたい気分はあったが、正直なところ会わずに済すむなら望むところだった。一時の激げき情じようは去ったが、あのとき麻里がしたことを忘わすれることはできない。また忘れるわけにはいかなかった。いろいろと便べん宜ぎを図ってくれたことは認みとめるが、結局は〈船津〉の女だ。

　本音を言うなら、出たくない。どれほど麗うららかでも声など聞きたくないし、相手をどう思っているか分かりきった状態で会話するのも嫌いやだ。

　だが、ベルは止まなかった。留る守す電でんにしておけばよかったと、いまさら後こう悔かいする。もっともやり方がよく分からないのだが。結局、東哉は通話ボタンを押した。耳に当てる。

「もしもし」

『……わたしです。今いいですか』

「──ああ。なんだ？」

『急な話ですが、これからこちらに来ていただけませんか。迎むかえをやりますので』

「用向きは」

『複ふく数すうです。神域の件について、貴方あなたの健康状態について、先日の一件について。それと、ほかにこまごまとしたいくつかのことが』

　一いつ瞬しゆん、断ろうかと思う。誠慈が来ていることもあるし、顔を会わせたくない気持ちもある。麻里を怒おこらせ、会話を打ち切らせるようなひねくれた返答がいくつか頭に浮かんだ。神域のことはレポートにでもまとめてよこせ。怪け我がはもう治った。先日のこと？　おまえが敵だってことより他には何もないだろう。細かいことはそっちで片かた付づけろ。などなど……。

　黙だまりこみ、蟬せみの声があたりに満ちる。ややあって、麻里の声がした。

『……東哉？』

「分かった、行く。どのくらいで迎えが来る？」

　三〇分ほど、との返答だった。電話を切る。携帯を適てき当とうに投げ出して、東哉は髪をかき上げた。情なさけない。結局、逆らえない。座ったままの誠慈を振り向いて、苦く笑しようを浮かべる。

「悪い。用事が入った。また今度な」




『迎え』とやらが来たのは、きっかり二五分後だった。

「こんちわー」

　聞きなれない声とともに、玄げん関かんの戸が開く音がする。

「失礼しまース」

　どたどたと廊ろう下かを渡わたる音。なんとなくそちらを見ていると、やがて戸の角からひょい、と男が顔をのぞかせた。

「お、いたいた」会え釈しやくしてから、自分を見ている東哉の目つきがかなり胡う乱ろんなものであることに気づく。

「──あれ、どうかしたのか？」

「……いや、なんかついこの前も同じようなことが──

　って、どうでもいい。誰だおまえ？」

　てっきり莉柘が来るものと思っていたのだが。尋たずねながらざっと全身を見回して、けっこう使うな、と思う。もちろん腕うでっ節の方だ。

　男──いや、少年か。見たところ年のころは東哉と同じくらいで、東哉よりも一回り背せが高く、肩かた幅はばも広い。東哉も貧ひん弱じやくな体型をしているわけではないから、これは大おお柄がらな部類に入る。容よう貌ぼうは彫ほりが深く、かなり日に焼けていた。全体の作りそのものは鋭するどく引き締しまっているが、表ひよう情じようは年相そう応おうに若わかいため、雰ふん囲い気きは悪くない。

　ただ、もちろん見覚えはなかった。

「俺おれか？　村むら居い芳よし樹きってんだ。麻里さんの使いで来た」

　言いながら、ちゃぶ台の向かい側に腰を降ろす。小こ脇わきに携たずさえているものを見て、東哉の目が細まった。きちんと布ぬので巻まかれた、長い棒ぼう状じようのもの。芳樹がそれを床ゆかに置くと、かなり重く、硬かたい音がした。くわえて、霊れい器き独どく特とくの波動も伝わってくる。

（武ぶ法ほう具ぐだな）

　一瞬刺し客かくかとも思ったが、それにしては芳樹の態たい度どには敵意がなかった。ごく当たり前にあるはずの緊きん張ちようもない。

　東哉の表情が変わったことに芳樹も気づいた。「あ、これ？」棒を取り上げ、手を振る。

「俺おれの得物。どうも持ってないと腰の座りが悪くてよ。あんたをどうこうってわけじゃねえから、気にしないでくれ。それより、麻里さんから話は来てると思うけど、迎えに来た。準じゆん備びできてるか？」

　にかっと白い歯を見せて笑う。とっくに済すんでいるというと、芳樹はそうか、と立ち上がった。身振りで示しめすと、玄関に向かう。後を追って、東哉も立った。

　本家の駐ちゆう車しや場じように、黒くろ塗ぬりの高級車が待っていた。三日前に世話になったものと同じナンバーだ。乗り込むと、運転手も同じ青年だった。車が静かに走りだす。

　隣り合って座っているさなかにも、芳樹はいろいろ話し掛かけてきた。

「なあ、あんた十七だって？　同い年だよな。中学じゃ見なかったけど、どこ行ってたんだ？　俺は二ニ中チユーだったけど」

『二中』とは『葦原第二中学校』の略りやくだ。地区ごとに分かれ、あわせて三校あるうちの一校だった。無む視ししてもよかったが、答える。「三サン中チユーだ」

「へえ、あそこけっこうガラ悪いって聞いたけど、どうだった？」

「…………」

　それにしても初対面でやけに気安い。指で眉み間けんのあたりを揉もみながら、聞く。

「……おまえ、誰にでもそんなに馴なれ馴れしいのか？」

　すると、芳樹はちょっと意外そうな顔になった。ぽかんとしてから、気づいたように手を打つ。

「あ、そうか。あんたは俺のこと知らねえんだっけ。あのさ、三日前の【猪いのしし】のときさ、俺もあそこにいたんだよ」

「【怪かい異い】のことか。それで？」

「別に。ただその前から話は聞いてたからさ、どんな奴かなって思ってたんだよ。まさかアレを一人でやるとはなあ。すげーよ」

「……話ね。ロクでもないことだろ」

「いや、それがさ」にやっと笑う。

「あんた、大場の奴に一発カマしただろ。それであいつ、眉毛燃もえちまってさ。閉とじこもってるらしいんだよ。あのとおりヤな奴だからさ。スカッとした」

　大場と聞いて、すぐには浮かばなかったが、思い出した。社やしろを降りたときに揉めた男だ。

「別に。アホがアホなことして痛いたい目みただけだろ」

「はは、まーな。ところで怪け我がの調子はどうだ？　あんたけっこうくらってたろ」

「だいたい治った」

「は、マジかよ。すげえな」

　万事がこの調子だ。村居芳樹とは裏うら表おもてはないものの、どうも慎しん重ちようさには欠ける性せい格かくのようだった。




　車が止まり、運転手が『着きました』と告げる。窓まどの外を見ると、麻里の自じ宅たくだった。東哉も一度だけ来たことがあり、本家ほどではないが、ここもかなりの広さがある。建物としての大きさは東哉が寝起きしている離れの四倍くらいか。ただしここは三階建てで、庭の広さは比くらべ物にならない。

「いつ来てもすっげえなあ」芳樹が声を上げる。同感だ。

　正門脇わきのインターフォンで名乗ると、すぐに門が開いた。池や築つき山やまで彩いろどられた庭を抜ぬけ、玄関からは待っていた女性（なぜかメイド姿すがただった）に案内される。そのあとをついて歩きながら、芳樹がぽつりと呟つぶやいた。

「……ここは世界のどのあたりだろう」

「さあな、ブラジルよりは故こ郷きように近いと思うぞ」

　そんなことを言っている間に、目的地に着く。先せん導どうしていたメイドが襖ふすまを開け、一礼し、来客を告げる。返答があった。

「ご苦労さま、入ってもらいなさい。あなたはそこで待つように」

　再ふたたび一礼し、彼女はそのとおりにした。促うながされて入ってみると、そこは十畳じようほどの和室だった。部屋の奥には麻里の姿。きちんと正せい座ざしているが、珍めずらしい──というより初めて見ることに、セーラー服姿だった。その前には、座ざ布ぶ団とんがふたつ、きちんと並ならべられていた。座れということだろうと解かい釈しやくして、腰こしを降ろす。東哉はあぐらをかいていたが、芳樹は膝ひざをそろえて正座した。なぜか動きがぎこちない。

　麻里が会釈する。

「村居、ご苦労でした。急に申し付けてすみませんでしたね」

　声をかけられて、芳樹がびくりとなった。ぎくしゃくと手と頭を振ふる。

「は、いや、別に。楽なもんですよ。ぜんぜん。いくらでも言ってやってください」

　声もがちがちに強こわ張ばって、顔は真っ赤に紅こう潮ちようしている。部屋は空調が利きいていたが、額ひたいにはみるまに玉の汗あせが浮うかんでいく。

「莉柘に頼たのもうと思っていたのですが、都合が悪かったもので。助かりました」

「そ、そうスか。や、俺はなんかあったらいくらでも都合つけますんで。大だい丈じよう夫ぶッス。チョロイです」

　早口で言って、あとは俯うつむいて凝ぎよう固こする。来るときとはまた、えらい違ちがいだった。東哉はぽかんとして見ていたが、麻里は珍しくもないようだった。鷹おう揚ようにうなずいて、

「しばらく休んでいきなさい。わたしは東哉と話があります。──稲いな生お」

　襖が引かれ、ここまで彼らを案内したメイドが現あらわれる。芳樹は後ろを向き、前を向いて、ばっと頭を下げると立ち上がった。部屋を出たところでもう一礼し、メイドに伴ともなわれ、退たい場じよう。その様子を肩かた越ごしに眺ながめながら、東哉はなんとなく、芳樹がああまで好意的だったわけが分かった。

（そういや、こいつってお嬢じよう様さまだったっけな）

〈船津〉の若じやく年ねん層そうにおける、麻里のカリスマのほどがうかがい知れた。要するにあいつは、麻里に用事を言いつけられてハイになってたわけだ。

　ふん、と鼻を鳴らして、茶ちや碗わんを手に取る。冷たくした緑茶だった。本来お茶とはぬるく淹いれても決して冷ますべきではないのだが、これは味も香かおりも損そこなわれていない。猫ねこ舌じたぎみ（神様のくせに）の東哉としてはありがたいのだが、ひょっとしてそのあたりも意い識しきして用意したのだろうか。

　自分の茶碗をくいくいと空にして、手のつけられなかったまま、水すい滴てきを浮かべている芳樹の分に手を伸のばす。

「……で、なんであいつだったんだ？　ほかにも子分はいくらでもいるだろ」

「顔あわせです。わたしの配下のなかでも、おそらく貴方あなたにもっとも普ふ通つうに接せつすることができる者ですので、会わせておいて損はないと。腕もかなりのものです」

　あれ、普通か？　首を傾かしげたくなるが、議ぎ論ろんするほどでもない。適当にうなずく。

「そんな感じだったな……まあいい。用事を済すまそうや。なんだったっけ？」

　あまり長なが居いしたくない。二人きりとなるとなおさらだった。麻里は一いつ瞬しゆんもの言いたげな表情を浮かべたが、すぐに事じ務む的な表情に戻もどった。

「神しん域いきの件けんについてですが、どうにかなりそうです。申しん請せいしていた草くさ那な藝ぎ山やまの立ち入り調ちよう査さが許きよ可かされました。やはり記録や文ぶん献けんだけで原げん因いんを探さぐるのには限げん界かいがありますし、対たい策さくも不十分ですから。一応の責せき任にん者しやは父ということになっていますが、現げん場ばの指し揮きはわたしがすることになります」

「そりゃよかった。いつからだ？　俺はやらなくていいのか？」

「下準じゆん備びは整えてありますので、明日から始めます。貴方はしばらく待機していてください。場所が場所だけに、むしろ貴方の参加はマイナスの要因となるおそれがあります」

「そうかい」

「細かい説明ははぶきますが、調査には半月ばかりかかると思います。実じつ際さいにはいくつか見当をつけていますので、十日ほどでめどを立てるつもりですが……流動的です。明日には原因が突つき止められるかもしれませんし、最悪の場合分からずじまいということもありえます」

　無言で肩をすくめる。その計算だとうまくいけばリミットの一週間前までにはなんとかなることになる。否いなやはない。駄だ目めなら駄目で、仕方ない。

「どうせいくつか手は打ってるんだろ。ほかには？」

「神域については、以上です。なにか質しつ問もんはありますか」

「んー……」

　聞かれて、東哉はあごを搔かいた。いや何も、と言いかけて、ふと気がついた。普ふ段だんから曜日のない生活を送っているためぼんやりしていたが、今日は水曜日で、まだ昼下がりだ。

「関係ないけど……今日、平日だよな？　学校はどうしたんだ？」

「おととい、夏休みに入りました」

　古い知ち識しきが浮かぶ。といってもほんの二年前のことなのだが。ああ、とうなずいて、

「なんかあったな、そんなイベント。でも、なんでその服なんだ？」

　麻里のセーラー服を指差す。麻里の通っている高校指定のものだろう。東哉の中での麻里は和服のイメージで固まっていたのだが、こちらもなかなか似に合あっている。普段は隠かくれている白くて丸い膝ひざが、わずかにのぞいていた。

　なんとなく視し線せんが行く。

　麻里のスカート丈たけは標ひよう準じゆんだ。さりげなく伸のびた手がスカートを引っぱり、そこを隠す。

「……生徒会の仕事がありましたので」

「やってるのか。じゃあ莉柘は？」休みなら、麻里にべったりのはずだろう。

「部活です」

　なるほど。これも青春というやつか？

「ほかになければ、場所を変えます。すみませんが、こちらへ来てください」

　東哉をうながして、麻里は立ち上がった。着ているものがなんであろうと、折り目正しく美しい所作だった。彼女に対する感情がどうであろうと、一瞬東哉は見とれた。




　　　　※




　案内されたのは、何十回と角を曲がり階段を下り、もはや屋や敷しきのどのあたりに位置するのかも分からない大部屋だった。ただリノリウムの床ゆかと、単調な色しき彩さいの壁かべ紙がみから伝わってくる肌はだ寒ざむい気配から、ここが地下であることは分かる。部屋の右手にはさまざまな書しよ棚だな、本棚、ラックやボックスの数々で埋うまっている。材質も木もく製せいやプラスチック、スチール製と様々だ。もっとも、実際に収おさまっている書類の数はそれほど多くはなさそうだった。

　左手には事務的な机つくえや椅い子すの類たぐい、それからベッドについたてに薬品棚、医い療りよう器具のような拷ごう問もん具ぐのようななにか、体重計に身長計、なぜかすみっこに人体模も型けい……。総そう合ごう的な印象は、保ほ健けん室しつと遺い体たい安置所の中間といったところだ。

　どうにも居い心ごこ地ちが悪い。

　蛍けい光こう灯とうの白い明かりのもと、カゴの中に脱ぬいだ服を入れる。渡わたされた服を手に取りながら──これ服か？　布ぬのっていうんじゃないのか？──東哉はため息をついた。

　衣類入れのカゴの脇に小さな姿すがた見みがあり、そこに上半身が映うつっていた。先日受けた怪け我がのほとんどは、あの時の痛いたみが噓うそだったかのように消えてしまっている。わずかな痣あざが痕こん跡せきを残しているが、これもすぐに消えるだろう。

　それとは別に、右肩に白く浮き出た大きめの傷きず痕あと。刃は物ものかなにかで抉えぐったような痕が鎖さ骨こつの上を走っている。かなり古く、とうの昔に治ち癒ゆしたものだ。怪我は治ってもこれは消えなかったらしい。撫なでてみると、そこだけ他の皮ひ膚ふとは質感が違う。いつできたものか思い出そうとして、東哉は首をひねった。はっきりした記き憶おくがない。

　頭を振り、疑ぎ問もんを追い出す。怪我など珍しくもない。昔からことあるごとに痛めつけられたものだ。どうせこれもその類だろう。いちいち覚えていてもいいことはない。

　気分を切り替かえてちゃちな造つくりの患かん者じや服の前を止め、しっかりと結ゆわえる。シャツも脱いでいるため実質トランクス一枚まいという恰かつ好こうで、なんとも頼たよりなかった。姿見で確かく認にんしてみるが、やはりあまりいい恰好ではない。

　着替え終えてもしばらくそこに突っ立っていると、ついたての向こうから麻里が促してくる。

「着替えが済んだら、こちらへ来てください」

　いや、着替えはいいけど、心の準じゆん備びが。左右を見て、上を見て下を見て、言う。

「……なあ。ここってなんなんだ？」

「わたしが管理しているデータ室です。一応プライベートですので、他の者は入ってきません。盗とう聴ちよう等のおそれもありません。……まだですか？」

「へえ……いやー、俺おれって女の子の部屋に入るのこれが初めてだよ。緊きん張ちようするなあ。なんか想そう像ぞうと違うけど。いろいろと」

「…………」

「──はいはい、いま行きますよ」ご主人様、とまでは言わない。悲しくなるから。

　ついたてを回り込むと、麻里はデスクのひとつでなにやら書類を用意していた。

「着替えたけど、これでいいのか」

「結けつ構こうです。そこに座ってください」

　すぐそばの丸イスを示しめす。黒くて背もたれのない、診しん察さつを受けるときに座るあのタイプだ。諾だく々だくとそれに従したがう。麻里はセーラー服のまま、ボードとペンを手にしていた。

「貴方あなたの体調について、いくつか検けん査さと質問をします。答えたくなければ、かまいませんからそう言ってください。一時間ほどで終わります。いいですか？」

「いいけど……おまえ、医者の知識もあるのか？」

「専せん門もん家かほどではありませんが」

「じゃあ、なんでおまえがやるんだ？　医者ならいくらでも雇やとえるだろ」

　なんの気なしに言う。だが麻里はあきらかに機き嫌げんを害した。雰ふん囲い気きが目に見えて冷たくなる。

「……わたしがよこした医者を追い返したのは、貴方のほうだったはずですが」

　しばらく黙だまって、思い出す。そういえば、【怪異】とやりあう前にそんなことがあった。診しん療りようカバンを抱かかえてやってきた老医い師しを、玄げん関かん先でつっぱねたのはたしかに東哉だ。

「いや、どうせ必要ないし。無む駄だなことは嫌きらいなんだよ」

　ぷらぷら手を振る。本当は、見られたり触ふれられるのが嫌いやなのだが。麻里が冷たく沈ちん黙もくし、しかたなく東哉は両手を広げた。

「分かった。なんでも聞いてくれ。ただしスリーサイズは秘ひ密みつだ」

「…………」

「──分かったよ。始めてくれ」

　質問自体は単たん純じゆんなものだった。ボードを渡され、貼はり付けられた紙に近ちか頃ごろの体調についてだの持病についてだの、ひととおり答えたあと、各種検査へ移うつる。身長、体重、体温、血けつ圧あつ、視し力りよく等々……ただし検けん尿にようと採さい血けつは断ことわった。相手が麻里ではいかにも気まずい。注ちゆう射しや針ばりもごめんだった。ならばサンプルにと髪の毛を数本取られる（切るのではなく、抜き取られた）。試験管に入れられたそれを、麻里が慎重な手つきで封印する。今ならモルモットと種族的な垣かき根ねを越こえて理解しあえるだろう。

　続いて問診。「お医者さんごっこ？」とか軽くかまして睨にらまれた。さきほど書いたボードを手に、麻里が尋ねる。

「体調は『良好』とありますが……先日の怪け我がの具合はどうですか」

「ほとんど治った。今はかさぶたが痒かゆい」頰ほおの傷きず痕あとを搔かく。

「……。ここ数日で、なにか変化はありませんか？」

「別に。なにもないな」〈力〉は増ましつつあるが。

「では、心音を採とらせてもらえますか」

「断る」前をはだけて、胸を──それを見られるのは嫌だった。

「…………」

　麻里はそれ以上訊こうとせず、机つくえのパソコンにデータを入力していく。東哉も話し掛けようとしない。しばらくタイプ音だけが部屋に満ちた。

　実際、東哉は健康だった。三日前はずいぶん派は手でに吹き飛ばされたが、今ではダメージはほとんど残っていない。炎ほのおに包まれて【怪かい異い】に向かっていった最中から回かい復ふくは始まっており、帰りの車の中ではもはや痛みは残っていなかった。この三日で傷のほとんどはあとかたもなく消えてしまっている。我われながら呆あきれる回復力だ。かつてなく気分がいい。もっとも紅こう玉ぎよくは変わらず彼にへばりついているので、あくまで以前と比ひ較かくして、の話ではあったが。

「データを見るかぎり、生化学的な反はん応のうについては貴方は常じよう人じんと変わりません。ごく普通の健康体のレベルです。ですが通常にはありえないほど怪我の治りが早かったり怪力が発はつ揮きできたりというのは、一時的に神としての〈力〉が顕あらわれたからでしょう」

「そうなんでしょうね」

　そう言ったきり特に反応せずに黙っていると、麻里はなにが気に入らないのか眉まゆを顰ひそめた。だしぬけに尋ねてくる。

「東哉、貴方あなたは不思議に思ったことはありませんか？　神とは一体、なんなのかと」

「はあ」いきなりなにを言い出すのだ、こいつは？

「神なるもののとらえかたは〈船津〉でも様々ですが……わたしはこんなふうに思っています。神とはすなわち、世界を決定する力であると」

「……難むずかしい話なら帰らせていただきたいですが」

「あの【怪異】がいい例です。現げん実じつにはあんな生物はありえません。軀からだの大きさ、足の数、酸さんのような体たい液えき……どれもありうるはずがない。ナンセンスです。貴方にしても、【怪異】を受け止めたり殴なぐり飛ばしたりしていましたね？　岩がん盤ばんを砕くだくほどの衝しよう撃げきを受けて、人体が無事でいる可か能のう性せいは皆かい無むです」

　無む視しかよ。

「ならば何な故ぜ、現実にそのようなことがありえるのか？　答えは神とは現象そのもの、人間の倫りん理りや自然の法ほう則そく──因いん果が律りつに縛しばられない存そん在ざいであると考えることで可能になります。『はじめに結果ありき』と表現することもできるかもしれません。つまり、神に是ぜ非ひを論ろんじても無駄だということになります。それはどのように理り屈くつをこねたとしてもただ厳げん然ぜんとそこにある事実なのですから」

「……よく分からん」

「いいえ、貴方には分かっています。ただそれを言葉にする必要がないだけです。貴方はなにもない──火種も酸素も可か燃ねん物ぶつ質しつもないのに炎を発して、維い持じすることができますね？　それはなぜですか？」

　言われて、東哉は首をひねった。

「……いや、なぜとか言われても。できるからできるんだよ」

「はい、まさにそれが神です。わたしたちが使う〈船津〉の術には、一定の法則があります。祝のり詞とや法具を用いて、きちんとした過か程ていを経へなければ正しく使用する──つまり結果を得ることはできません。こうして、こうして、こうすれば、こうなる。そういったプロセスの積み重ねで、〈船津〉の術じゆつは成り立っています。ですが貴方には、それが必要ない。理由も代だい償しようもなしに炎を発し、岩を溶とかし、海を焼くことができる。神の神たるゆえんです。人間のおよぶところではありません」

　その口調に引っかかるものを感じ、東哉は唇くちびるを曲げた。こういう表現のされ方は、気に食わない。現実にそぐわない気がした。

「……さあ、どうかな。だったらなんで、俺はこんなところでくすぶってなきゃならんのだ？　いや、ジョークじゃなくて。【怪異】とやってるときにも思ったんだが、大おお水み那な津つ見みの力を借りてでもなんでも、おまえらは俺を好きにできてるわけだろ？」

「それは、人間の悪わる知ぢ恵えの勝利というところでしょうね。その力を直ちよく接せつ的に行使することができないからといって、手も足も出ないわけではない、という。神は神をもって制せいするのが、〈船津〉のやりかたですから」

「おまえも船津だろうが。他ひ人と事ごとみたいな口をきくな」

「……そうですね。ついでに言えば、貴方も船津の血を引いています。不ふ愉ゆ快かいなことでしょうが」

「…………」

　舌した打うちして、東哉は黙り込んだ。やはり来るのではなかったと後こう悔かいし、麻里から目をそらす。

「それで、ほかには何があるんだ？　先日の件けんとかってのは、【怪異】のことだろ」

「はい、それについてですが……」

「いや、やっぱり待った」

「なんでしょう？」

「着き替がえていいか？　場所も変えてくれ。ここは好かん」

「──分かりました」




　結局、初めに案内された部屋に戻った。東哉が元の服に戻もどったとき、麻里の姿すがたはなかった。どこから現あらわれたのか、あのメイド──稲生とかいったか──が控ひかえており、丁てい寧ねいに一礼して案内を申し出てきた。麻里のことを聞くと直接には答えず歩調も緩ゆるめず、ただ『麻里さまはじきにいらっしゃいます』という返事のみが返ってきた。

　部屋に帰ってみると、座ざ卓たくが据すえられ、ご丁寧に座ざ布ぶ団とんの位置も変わっていた。しばらく卓上に肘ひじをついてぼんやりしていると、衣きぬ擦ずれと畳たたみを渡わたる音がして、麻里がやって来た。涼すずしげな夏大島に絽ろ綴つづれの名古屋帯を合わせている。東哉には和服の知ち識しきはないが、今までと比くらべるといくぶんくだけた印象を受けた。あくまで比較の問題だが。

「…………」

　東哉がなにも言わないうちに、麻里はさっさと茶を淹いれはじめた。ちょっと見とれるほど完かん璧ぺきに洗せん練れんされていて、動作のすべてを計算された合理性が作り上げている。肘をついたままそれを眺ながめながら、東哉は『着物ってのは機能的な服なのだなあ』などと考えていた。彼女については先日の一件以来、はっきり『一時的に利用するだけの敵てき』と認にん識しきしているのだが、こうした所作を見ているとそれはそれとしてやはり感かん歎たんせざるをえない。

　白はく磁じの茶ちや碗わんが差し出される。口をつけるとややぬるめで、東哉の好みにみごとにはまった。敵ながらあっぱれ。

　麻里も自分の茶碗を傾かたむけ、東哉に二杯はい目めを注いだところで切り出してくる。

「先日の【怪かい異い】についてですが、本家の調ちよう査さの結果、正式に祓ふつ除じよされたと認定されました。貴方が少なくとも〈甲〉種の【怪異】に対たい抗こうできることが証しよう明めいされたことになります」

「もたついたけどな……ところで聞きたいんだが、死んだ【怪異】ってのはどうなるんだ？」

　麻里はちょっと首を傾かしげた。

「それは、あの【怪異】についてという意味ですか？　それとも全ぜん般ぱんについて？」

「あとのほう」

「……あの【怪異】については、どう思いますか」

「あいつは消えたよ。もうどこにもいないし、戻っても来ない」

　麻里が頷うなずく。

「ほかの【怪異】も同じです。死──祓除された【怪異】は、二度と姿を顕あらわしません。封ふう印いんされたものは別ですが、少なくとも今まで、【怪異】が甦よみがえった例は確認されていません」

「そうか。……あいつの名前、なんて言ったかな」

「──なんですか？」

「だから」茶碗を覗のぞき込こむ。自分の顔が歪ゆがんで映うつる。「【怪異】とかじゃなくて、あったよな、あいつの名前。リストにはあったんだけど、ちょっと忘わすれた」

「……東哉、『名』の持つ意味については、貴方も知っているでしょう。【怪異】となった神のかつての名や役目については、決して口にしないでください。たとえその【怪異】がすでに滅ほろんでいるとしても。迂う闊かつに名を呼よべば、それによってかつての力を取り戻すこともあるとされます」

「死んだ奴やつは帰ってこないんだろ？」

「はい。ですが無用のリスクは負うべきではありません。まして貴方は神の一柱ひとり。どれだけの影えい響きようがあるかは計り知れません」

　生き真ま面じ目めな意見に、東哉は笑った。

「じゃあなにか？　あいつを『マイスイートダーリン』とか呼んだらかわいい女の子になって、俺おれを抱だきしめてキスしてくれたのかよ？　だったらその方がよかったかな。殺したりせずに、そうすればよかった」

「…………」

「……冗じよう談だんだよ。できれば笑ってくれ」

「面おも白しろくありません」にべもない言い方だった。笑って頭を下げる。

「以後精しよう進じんします。……そうだな、あいつはもう、神じゃない」

　崇あがめる者もいないのにその座にしがみついていても、滑こつ稽けいなだけだ。

「東哉」「あいつには──」声がぶつかった。麻里が一いつ瞬しゆん、押おし黙だまる。東哉は続けた。

「──あいつの目には、憎にくしみがあった。自分を追いやり、縛しばって押さえつけた〈船津〉への強い怒いかりがあった。──その奥おくには？」

「……？」麻里が眉まゆをひそめる。

「麻里、おまえは【怪異】の瞳ひとみを真正面から覗いたことはないのか？」

「…………」

「そうだな、だから【怪異】なんて言い方で敵に回しちまうんだろうな」

　それは仕方がない。それが〈船津〉のありかたというものだ。だが、そうするといつまでも知ることはできない。眠ねむりから覚めた【怪異】の瞳。怒りに燃える瞳。その奥には血の凍こおるような絶ぜつ望ぼうと、哀かなしみがあった。それを知ることはできない。

　手を振ふって、話を打ち切る。「気にすんな」とも言ってやる。

「おまえが〈船津〉の人間だって話だよ。当たり前のことだ。似にたような身の上だから、ちょっと気になっただけで。意味はない」

　どこまで理解できたものか。麻里はしばらく目を伏ふせて黙もくしていたが、やがて話をもとに戻した。

「ともかく、結果が全すべてです。今回のことで、貴方あなたに葦原の内部に限かぎり、行動の自由が許ゆるされました。外出の際さいは同行者をつけることが条じよう件けんですが」

　ありがたいことだ。麻里に感かん謝しやし、当主の度量に感謝する。世よ慣なれぬ若わか者ものを気き遣づかってくださるわけだ。囲いの中で遊びなさい。散歩のときは引リきー綱ドをつけますよ、と。

「この際ですので、町を出歩いてみるのもいいでしょう。ただ、連れん絡らくはつくようにしておいてください」

「ああ。そうしたいところだが……やめとく」

「何な故ぜです？」

「用もないのにぶらぶらしたい街じゃないんだよ、葦原ってのは。買いたいモノはいくつかあるが、金がない」

「……必要ならば用立てますが」

「いらねえ」借りようと貰もらおうと同じことだ。他人の金で腹はらを満たすと、かえって心が飢うえる。……いまさらという気もするが。

「そうですか。無理にとは言いません。それと、貴方から預あずかっている刀ですが」

【怪かい異い】との戦せん闘とうに使った刀のことだ。あとで見つけた鞘さやは割われ砕くだけてしまっていたし、刀の拵こしらえもぼろぼろだったため、補ほ修しゆうに出したのである。

「ああ。直ったのか？」

　東哉の問いに、麻里は首を振った。

「鞘や柄つかなどについては問題ありませんが、刀身自体の劣れつ化かが思ったより大きいとのことです。全体に歪ゆがみがあり、刃は先さきもわずかに欠けていたようで、使えるようになるには時間がかかります。急がせていますが、当面は無理です。明日からの調査のことを考えると、別の武ぶ器きを用意した方がいいでしょう」

　言われて、東哉は頭を搔かいた。「そっか」こめかみを指でとん、とんと叩たたく。

「けっこう大だい丈じよう夫ぶそうに見えたんだけどな。ちょっと無理しすぎたか」

　東哉を見る麻里の眼まな差ざしに、責せめる色が混まざった。軽く頭かぶりを振ふって嘆たん息そくする。

「東哉、あれはたしかに補ほ助じよとして渡したものですが、そう簡かん単たんに取り替かえがきくほど安あん価かでも容易たやすく入手できるわけでもないのです。過すぎたことは仕方ありませんが、次からはもう少し丁てい寧ねいに扱あつかってください」

「ないのか？　〈船津〉ならその手の得物はいくらでも転がってるだろ」

「たしかに武法具の類たぐいはありますが、ほとんどはすでになんらかの力が付加してあるものばかりです。そもそも〈船津〉の者が使うために造つくられた武器ですので、貴方の〈力〉とは反発してしまいます。

　必要な条件としては、生きのままで素す直なおに貴方の〈力〉を這はわせることができることと、補助としての役割を果たすだけの強度を持っていること。この二点は不ふ可か欠けつです。それと、なるべく今までに使用されていないこと。一度でも使ったものは、どうしても切れ味や耐たい久きゆう度どが落ちますから。戦闘中に折れたり砕けたりしては目も当てられません」

「はあ、厳しいんだな。そのわりにあの刀はすぐに用意できたみたいだけど」

「……あれは、たまたま以前から押さえておいただけです。他意はありません」

　すこしむきになったように麻里が言い、急きゆう須すに湯を注いだ。持ったままかるく回して、なかで茶葉を踊おどらせる。東哉は空になった茶碗を手の中でもてあそびながら、時じ刻こくのことを考えた。この部屋には時計がない。携けい帯たいは置いてきたし、腕うで時ど計けいの類はあまり身につけない。たしかここに着いたのが三時をすこし回ったころだった。明かり取りの障しよう子じ越しに差し込んでくる陽光の角度からすると、おそらく今は五時になるかどうか、そのあたりだろう。

　茶を注ごうと、麻里が上体を伸のばす。手を振ってそれを遮さえぎり、

「茶はもういい。ほかになんかあるのか？　ないならそろそろ帰りたいんだが」

　麻里が動きを止めた。たっぷり三秒間静止し、それからどこか緩かん慢まんな動作で急須を置く。

「……いえ、もうひとつあります。最後にひとつだけ」

　袂たもとに手を入れる。

　取り出したのは、紅あかい宝ほう玉ぎよく。




「……ほう」

　もう驚おどろいたりはしない。取り乱みだすこともなかった。ただ胸むねが不快感にざわめいた。

「まだ持ってたのか。当主はずいぶん、おまえを買ってるみたいだな。あいつの命いのち綱づなのひとつだろう、それは」

　紅こう玉ぎよくに視し線せんを据すえたまま、言う。自分では意識していないが、表ひよう情じように剣けん吞のんなものが混まざり始めた。目つきに鋭するどさが増まし、眉まゆ根ねに皺しわが寄り、あごに力がこもる。背はい後ごに炎ほのおの気配が生まれて、消えた。

　忘わすれていない。赦ゆるしていない。

　そのことを肌はだに感じながら、麻里は努めて冷静な声を保たもった。

「先日の一件では首しゆ尾びよく【怪異】を討うち果たすことができましたが、貴方あなたをひどく追い詰めてしまいました。貴方はわたしを赦しはしないでしょう。ですが、これから先も〈船津〉の活動を続けるために、この件についてきちんと説明しておいたほうがよいと判はん断だんしました」

　袂からミニチュアの座布団のようなものを取り出し、紅玉を置く。おのずと輝かがやくその光に目を細めながら、東哉は手を振った。

「いや、分かってる。ハッパかけただけだろ？　おかげで〈力〉の使い方も分かったし、別に怒ってないって」

　噓うそだけど。

　もちろん麻里は信じない。

「──東哉。貴方がわたしを含ふくめた〈船津〉のすべてを憎にくんでいることは知っています。今この瞬間にも、わたしにふさわしい報むくいを与あたえたいと思っていることも」

「…………」

「貴方がそれをしないのは、ただ、今がその時でないと知っているからに過ぎません。この紅玉は、貴方を縛しばる結界でも最大のものです。対ついになった紅玉のひとつは貴方に、ひとつは〈船津〉に。もしもこの紅玉を砕くだけば、もうひとつも砕け散ります。……貴方とともに。

　これがある限かぎり、貴方は解かい放ほうされない。これさえなければ、貴方は今日にでも葦原を焼き払はらってしまえる。だから、これを奪うばい取ろうと狙ねらっているのでしょう？」

「…………」

「……ですが東哉、貴方は具体的に、この紅玉がどのように貴方を封ふうじているのか知っていますか。また、どうすれば封印を解かい除じよできるのかを」

　東哉は答えない。無言で肩かたをすくめた。

　実じつ際さいのところ、麻里が言ったことはほとんど当たっている。いつか必ず、東哉は〈船津〉を焼き滅ぼすつもりだったし、そのために葦原をまるごと灰はいにすることも決めている。葦原は〈船津〉の地であり、勢せい力りよくはその隅すみ々ずみに及およんでいる。両者を分けて捉とらえることはできない。紅玉について言えば、ぼんやりとだが、その仕組みについて理解していた。

「その紅玉は大水那津見神からもたらされたものですが、貴方を封じているのは大水那津見神の力ではなく、貴方自身の力です。紅玉を介かいして体内を巡めぐる神気を変へん換かんし、結界を構成する仕組みです。紅玉はそのための装そう置ちに過すぎません。総そう合ごう的に力が増せばそれだけ効こう果かも増すことになるので、どれだけ貴方が強くなろうと、封じつづけることができるようになっています。いまも、気分が悪いのでしょう？」

　しぶしぶながら頷く。自分のことで訳わけ知しり顔をされるのは不ふ愉ゆ快かいだったが、否ひ定ていしようもない。血管に鉛なまりが流れているような不快感は、ここ十年消えたことがなかった。

「それは言うなれば、慢まん性せい的に自家中毒を起こしているようなものです。貴方が独どく力りよくではこの封印を解とけないのは、そうした理り屈くつから成り立っています」

　なるほど、自分で自分は吊つり上げられない。東哉はうなずいた。無言で先を促す。

「ただ、社やしろから出たときには簡かん単たんな火を起こせたように、結界にも限度があります。封印しきれない余よ剰じよう分についてのみ、力として行使できることになります」

　つまり、こういうことだ。確証はありませんが、と前置きして、麻里は説明した。東哉の出力が（潜せん在ざいする力がどれだけあるかはさて置いて）一〇とするなら、その八までは封じられる。だが一〇〇に増ませば、封じられるのは八〇ということになり、差し引き二〇ぶんの〈力〉を使うことができる。だからこそ自分の力をどれだけ自覚し、引きだせるかが【怪異】との戦せん闘とうではポイントになる。麻里は東哉を挑ちよう発はつすることで一応の成功をみたのだが──別の問題も生じてきた。

「なにが？　いいことじゃないか。おかげで誰だれとやっても負ける気ないし」

　あくまでとぼける。だが麻里は切り込んできた。

「問題は、貴方の感情です。貴方はやけになりかかっています」

「──おい」笑えみが消える。

「俺に向かって、俺のことはなんでも分かるみたいな口をきくな」

「もちろんすべてを把は握あくできるわけではありません。貴方は知ち恵えが回るうえにひどく屈くつ折せつしていますから、うわべの言葉や表情で真意を摑つかむことが難むずかしいのです」

　好き勝手なこと言いやがる。当たってるけど。

「おまえ、ついこのまえ俺のこと馬ば鹿かよばわりしたろ」

「あれは方便です。貴方をその気にさせるための」

「ああ、そうかい」へっ、と笑い飛ばす。「駄だ目めな奴やつで悪かったよ。効こう果かがあってよかったじゃないか。力は増した。紅こう玉ぎよくで脅おどせば、言うことを聞かせられることも分かった。かくしておまえの手て駒ごまがまたひとつ。万ばん々ばん歳ざいだ畜ちく生しようめ」

　おどけた身振りで、東哉は両手と首を振った。麻里は怒おこらず──

「猿さる面めん冠かん者じやですね」静かに言う。

　その意味が思い出せず、東哉はポーズを取ったまま首を傾かしげた。俺って猿顔？

「美び醜しゆうの問題ではありません。貴方は社やしろを降おりてから、よくわたしたちの前で道どう化けを演えんじてみせますが──それが本心を隠かくすための仮か面めんに過すぎないことは分かっています。貴方のことは、調べました。わたしは誰より、貴方について深い知ち識しきを持っています」

　それでかならずしも理解が深まるわけではありませんが……、と、視し線せんを落とす。

「恨うらみや憎にくしみを捨すてろとは言いません。ですが少なくともわたしや莉柘に対して隠す必要はないと知っていてください。わたしは知っていますし、覚悟も持っています。そのことについては、疑わないでください」

　真しん摯しな態たい度ど。胸むねにこみ上げるものを感じ、東哉は笑った。麻里に見せる、初めての本心。

　好意の欠片かけらもない、歪ゆがんだ禍まが々まがしい微笑ほほえみ。麻里の胸に痛いたみが走る。やはり──

「正直になれって？　いい心がけだな。そう、気どらず飾かざらず、カンタンアイテラス関係を目指したいものです。みんながそう思って実行すればよいのです。そうすれば世界平和は達成できるのです。ほんとです」

　笑い捨すてる。「無理だな」

　そうとも無理だ。目をそらし、暗い笑みを張りつかせたまま、

「『わたしの前では素す直なおなあなたでいて欲ほしいの』ワオ！　まるで年とし頃ごろの女の子みたいじゃないか。自分がやったことを考えろよ」

　嗤わらう。

「そうやって俺おれを分ぶん析せきするといい。だが覚えとけ。どれだけバラバラにしても、俺はおまえのものにはならない。おまえが俺を手に入れることはない。言う必要もないかもな。そのことが分かってるからこそ、おまえはあそこで俺に命令したんだ。俺は情なさけないありさまだったし協力的でもなかった。だが手を切ったのは、おまえだ」

　違ちがうか？　視線を戻し、問う。

　麻里はしばらく沈ちん黙もくし、やがて紅玉をとりあげ、袂たもとに入れた。

「……わたしは、次の当主になろうと考えています」

「……へえ？」

　展てん開かいについていけず、眉まゆを顰ひそめる。それがどうしたというのか？

「なればいいだろ」

「簡かん単たんにはいきません」麻里が首を振る。

「すでに言ったとおり、〈船津〉の弱体化は深しん刻こくです。できれば父に当主となってもらい、わたしがそれを支ささえていきたいと考えていましたが……今回のことでそれも叶かなわないことが分かりました。わたしは当主になりたい。〈船津〉を立て直したい。そのためには──力が要いります。強い力が。

　若わかい者たちのなかには、わたしを支し援えんし、協力してくれる者が多くいます。莉柘はその筆頭ですが……足りません。〈船津〉は古い組そ織しきです。わたしのような若じやく年ねんでは、それだけで不利なのです。神しん域いきの件けんで志し願がんしたのもそれを埋うめるためです」

　顔を上げ、東哉をまっすぐ見つめる。はっきりと言う。

「東哉、わたしは貴方あなたに、〈船津〉の新しい守しゆ護ご神しんになってもらいたいと考えています。それが叶わないなら、もう〈船津〉は貴方に関かかわらない、貴方も〈船津〉を滅ほろぼさないという条件で貴方を解放しよう──と、思っています。その時まで、力を貸かしてください。わたしはいつか、貴方を自由の身にしてみせます。……わたしが、当主になった暁あかつきには、必ず」

　息を吸すい、吐はき、動どう悸きを宥なだめる。祈いのるような気持ちで、語をつなぐ。

「わたしには貴方が必要です。貴方にもわたしが必要なはずです」

　口を閉とじ、返答を待つ。そら恐おそろしい沈黙が落ちた。屋や敷しきの深いところにあるこの部屋には虫の声も届とどかない。時計の音もない。

　麻里の体内で心音だけが響ひびき、乱みだれる。緊きん張ちように──ありえないことに──耐たえられなくなりかけたとき、静せい寂じやくが破やぶれた。

「……どれだけかかる」

　呟つぶやくような東哉の声。そこに込められたぞっとするような響きに、麻里は身を硬くした。

「おまえが当主になって、〈船津〉のやり方を変えて、誰もがそれに腹の底から従したがって、俺が間ま違ちがいなく背せ中なかを気にせずに過すごせるようになるまで、何年かかる。五年か、十年か？　もっと要るだろ、どう考えても」

　空の茶ちや碗わんを取り上げ、手の中で転がす。

「その間ずっと、待てって？　俺に我が慢まんしろって、そう言うのか。納なつ得とくして、受け入れろと」

　再び沈黙。さきほどより長いそれは、やはり東哉の声で破れた。

「いいさ」茶碗を置いて、

「好きにしろ」

　立ち上がる。そのまま畳たたみを渡わたり、襖ふすまに手をかける。咄とつ嗟さに麻里は言った。

「それでいいのですか」

　東哉が肩かた越ごしに振り返る。

「東哉、東哉。お願いです、冷静に聞いてください。ここで投げ出しては何も変わらない、いえむしろ前より悪くなってしまいます。たしかに、今は貴方の望みをかなえてあげられませんが、しかし」「黙れ」

　平へい坦たんな口調と、表情。感情のひとかけらも分け与あたえたくないというような。

「『しかし』？　しかし、なんだ。おまえがやろうとしてるのは、そういうことなんだよ。いいか、ひとつだけ、これだけは性しよう根ねに刻きざんどけ。俺の前で善人ヅラするな。おまえが言ってるのを『おためごかし』って言うんだ。おまえは間違いなく俺を鎖くさりで縛しばって、飴あめと鞭むちで踊おどらせようとしてる。

　──ああ、言う通りにしよう。協力するとも。だが忘わすれるなよ、俺はおまえたちに力は貸すが、隙すきがあったら喉のどを嚙かみ切る。俺が見てるところで油ゆ断だんするな。どれだけ備そなえがあろうと、誰と一いつ緒しよにいようとだ。おまえがあと少しでも、いいか一言でもだ、俺に向かって『俺のため』とかその手の舐なめたセリフをほざいてみろ。誓ちかって死んだ方がマシって目に遭あわせてやる。忘れるなよ」

　襖を引いて、東哉は出て行った。廊ろう下かを渡る音が小さくなる。

　そのまましばらく、麻里は座すわり込んでいた。目の前の茶碗を意味もなく見つめ、やがて顔を上げる。まだ終わってはいない。やらなければならないことも、やれることもたくさん残っている。厳きびしいが、あきらめるべきではない。

（片かた付づけないと──）

　のろのろと手を伸のばす。東哉の茶碗を取り上げようとして、麻里は手を引いた。さきほどまで東哉がもてあそんでいた白はく磁じの茶碗は火に炙あぶられたように黒く変色し、ぼろぼろになっていた。指先が触ふれると、すでに冷えたそれは脆もろく崩くずれ、破は片へんとなって散った。




　　　　※




　東哉が離はなれに戻もどったとき、あたりはそろそろ暮ぼ色しよくに染そまっていた。帰りのほうが時間がかかったのは、車が混こん雑ざつに巻まき込まれたからだ。葦原は大都会ではもちろんないが、それでも帰き宅たくラッシュぐらいは起きる程てい度どに発はつ展てんしている。終始無言で窓まどの外を眺ながめている東哉に、芳樹がなにかと話し掛かけたそうなそぶりを見せていたが、迫はく力りよくに押おされたのか結局なにも言わないままだった。

　本家の駐ちゆう車しや場じようで降おり、敷しき地ちをぐるりとまわりこむように離れに向かう。うかつに内部に踏ふみ込むと敷かれた結界に触れてしまうのだ。

　鍵かぎもかけない玄げん関かんの戸を引き、上がりこむ。居い間まの明かりをつけて──気づいた。

　携けい帯たいがぐしゃぐしゃに壊こわされ、散らばっている。ちゃぶ台にメモが残されており、赤い字で『社やしろに来い』とあった。メモを持ったまま縁えん側がわに向かい、ガラス越しに社を見あげる。

　東哉の唇に、笑みが浮かんだ。




　石いし段だんに踏み込むと、違い和わ感が身体からだを取り巻いた。身体が重く、動作が緩かん慢まんに、気分が億おつ劫くうになる。慣なれ親しんだ感覚だ。

　あたりはそろそろ蟬せみの声もやみ、夜の虫の時間となっている。燃えたブーツの代わりにつっかけた運うん動どう靴ぐつのつま先がおぼろに霞かすむが、石段を登る足取りに不安なところはなかった。通いなれた道だ。それに、いくらか鈍にぶらされているとはいえ、感覚はかつてとは比べ物にならないほど澄すんでいる。

　くだらない挑ちよう発はつだとは分かっている。別の対たい応おうはあっただろうが、その気にならなかった。相談できる相手などいない。麻里のことなど考えるのも嫌いやになっていた。彼女が懸けん命めいに頑がん張ばっていることを疑うたがいはしない。〈船津〉を変えるため、当主になりたいというのも本当だろう。だがその熱意は〈船津〉の全体に向けられたもので、その目的の前には東哉の都合は後回しにされるというだけだ。つまり、いままでと何も変わっていない。

　自分はこのまま、ここにいるしかない。

　暗く、粘ねばついた感情が心に忍しのび寄よってくる。むしろそれを歓かん迎げいしたい気分だった。希望はなにかを不ふ滅めつにするかもしれないが、絶望を深くすることもできる。どこかで聞いたそんな言葉が、頭をよぎった。

　石段の左右や上は、手入れのされていない茂しげみや木の枝えだが張はり出している。ここを定期的に掃そう除じするものなどいないためだが──佳よし乃のさんはあくまで食事と、身の回りだけが役目だ──おかげであたりはより早く、闇やみが訪おとずれるようだった。

　気配を感じ、足を止める。その闇の中でふわりと拡ひろがったなにかが、東哉に覆おおい被かぶさった。

　棒ぼう立だちになったその姿すがたへ向けて、直後、複ふく数すうの刃は先さきが襲おそい掛かった。




「──ん？」

　なにかが聞こえたような気がして、芳樹は顔を上げた。どこかしょんぼりした東哉を見送ったあと、駐車場の脇わきにある東あずま屋やで運転手の吉村とともに缶かんコーヒーを傾けていたところだ。闇を見通すように目を眇すがめ、出所を探さぐる。急にきょろきょろしだした芳樹に、吉村が首を傾げた。

「どうかしたのか？」

「いや──」気のせいか。

　そう思いかけ、コーヒーに口をつけようとしたとき、視界の端はしでなにかが弾はじけた。見る間に膨ふくらんだあれは……炎ほのおだ。

「ちっ！」

　舌した打うちして、吞のみさしの缶を置く。傍かたわらに立てかけておいた相あい棒ぼう【暮くれ羽は黒ぐろ】を手に取ると、芳樹は駆かけ出した。




　突き出した穂ほ先さきに確かな手ごたえを感じた。触れたあたりでぱっと火花が弾け、消える。それが東哉に一撃を与えた証あかしと思い、ほくそ笑む。

　あまりにあっけなく、うまくことが運んだことに、内心小こ躍おどりする。周囲の者も同じようだった。全力で槍を繰くり出した恰かつ好こうのまま、短く会心の叫さけびをあげる。

「やったっ……！」

　突きこんだ槍をひねり、傷きずを抉えぐる。なにが火神だ、〈甲こう〉種の【怪かい異い】を倒たおしたなどと吹ふい聴ちようしているらしいが、どうせ一人でやったわけでもあるまい。不意をつけばこんなものだ。おまえなぞ根暗の疫やく病びよう神がみに過すぎない。血のかわりに傷口が火を噴くあたりは、いかにもそれらしくはあったが……。

　引き抜いて、もう一撃。そう考えて、ふと違和感を覚えた。

　軽い。

　槍は頑がん丈じような樫かし材ざいで、長い穂先はよく鍛きたえられた鋼こう鉄てつだ。ついさきほどまで、ずっしりと手に頼たのもしかった。こんなに軽いはずがない。

　手元で繰くり、引き戻す。見て──

「なんだと……？」

　目を剝むいた。穂先が、消えている。すっぱりと綺き麗れいに──これは、

　溶け落ちている。

　驚おどろきの叫びが上がった。東哉の身体が燃もえ上がり、闇に慣なれた目に染しみる。炎の中から、笑い声が上がった。

「残念、三日前ならなんとかなってたかもな」

　炎に包まれた人型が腕うでを一振りすると、からんでいたワイヤー製せいの網あみがたやすく破やぶれ、溶とけていく。それは小さな炎を上げながら、東哉の肌はだの上を幾いく筋すじも水すい滴てきのように流れ、足元に溜たまってオレンジの光を放った。

　押し寄せる熱量に顔を覆おおい、彼は後あと退ずさった。脳のう裏りに苦い記き憶おくがよみがえる。周囲からも動どう揺ようのうめきが上がった。彼らの持つ得物も、同じく溶け落ちている。音もなく、それらしい炎も見えなかった。ただ一瞬、あの一瞬で蒸じよう発はつしたというのか──鋼鉄が？

　足あし並なみが乱みだれ、包ほう囲い網もうがいびつに広がる。その目の前で、東哉を包む炎が収おさまっていった。服が焼け落ち、あらわになった肌には、傷一つない。

「やれやれ、またかよ。まあ夜でよかったかな」

　苦く笑しようする声にも、痛いたみの気配は微み塵じんもなかった。さらに輪が広がる。

「怯ひるむな！」

　一いつ喝かつが響ひびき、一人が進み出る。期待と信しん頼らいの瞳ひとみがそこに集まった。誰かが叫ぶ。

「橘きつ川かわさん！」

「武ぶ器きを無くした奴やつは下がれ。二波、用意。

　──東哉、俺と勝負しろ」

　険けわしい声で命じて、石段を降おりてくる。威い圧あつ的なその姿を、東哉は皮肉に睨ねめ上げた。

「橘川っていうのか、あんた。名前出していいのか？」

「どうせおまえは死ぬ。洩もれはせん」

　大おお柄がらな体たい軀くにあわせたように、手にする剣けんも大ぶりだった。両りよう刃ばの直刀を構かまえる姿に隙すきがない。隙はないが、

（バカだな）

　息が洩れる。そこに嘲ちよう笑しようを感じて、橘川は間合いを詰めた。闇の中、不安定な足場にもかかわらず、滑すべるような動き。それだけでも彼が非ひ凡ぼんな使い手であることは分かる。

　たやすく間合いに入る。入って、

「せああっ！」

　充じゆう分ぶんに力と勢いきおいの乗った、必殺の斬ざん撃げきだった。手て加か減げんなど微み塵じんもない、殺さつ傷しようの意い志しの込められた一撃。気合いとともに振り下ろされた一いつ閃せんを、東哉は避よけようともしなかった。

　軌き道どうを読み、むしろ小首を傾かしげ、肩かた口ぐちを開けてやる。刃は正しくそこに食い込んだ。刀を振り切り、勢い余あまった男が膝ひざを着く。

　闇の中、シルエットだけなら縦たてに両断したかのようでもある。歓かん声せいが上がった。

　だが。

　橘川は呻うめいた。間近に東哉の笑顔。

　あわてて立ち上がろうとしたところをすかさず蹴けり上げる。あごの下につま先が食い込み、骨ほねの砕くだける音と手ごたえがした。こもった悲鳴を上げ、橘川は仰あお向むけに倒れた。手から刀が離はなれる。

　闇の中、転がった刀は、刀身の長さが半分ほどになっていた。そこから先はさきほどの槍と同じく、溶けて消えてしまっている。

「はじめにやってダメだと知れたことを、どうしてやるかね？」

　嘲笑が響く。おどけた身振りで両手を広げ、「さ、次の出し物はなんだ？」

　銃じゆう声せいが応こたえた。

　東哉の胸むねに三つ、火花が弾はじける。石いし段だんの上部。取り囲んでいる連中とは距きよ離りを置いて、リボルバータイプの拳けん銃じゆうを構えた男の姿があった。銃口から硝しよう煙えんが立ち昇のぼる。

「……違い法ほうだろ、いくらなんでも。密みつ輸ゆ品か、それとも警けい察さつからパクってきたのか？　だったら弾たまだって血けつ税ぜいで買ってるんだ、大事にしろよ」

　確かに命中していたが、東哉は平気な顔だった。銃弾の命中した部分でしゅっと音を立てて、小さな炎が上がる。それはゆらめいたかと思うとすぐに小さくなり、消えた。

　男の指が痙けい攣れんし、もう一度引き金を絞しぼる。

　カキン。軽い音がして、撃げき鉄てつが落ちる。──不発。

「もっとバカだ、おまえは。それ、火薬を燃やして弾丸を飛ばすんだろ？　燃えなきゃ鉄クズじゃないか。ここで燃えていいかどうか決めるのは俺なんだぞ？」

　東哉の視し線せんが据すえられ、見る間に銃身が赤熱する。悲鳴を上げて、男が銃を取り落とした。あわてて拾い上げようとして、熱さに手が出せない。見る間に溶けていくそれは、炸さく薬やくに引火したのか、ボッ、ボッと二度ほど炎が吹き上がり、あとは沈ちん黙もくした。

　誰も言葉がない。

「さてと」両手を揉もみながら、周囲を見回す。

「まだやるようなら、いいかげんほんとに反撃するぞ。降こう伏ふくするなら命は助けてやるが、刃は向むかうなら必ず殺す」

　東哉はまだ笑っている。その笑顔に、彼は顔を押さえたまま進み出た。高まる感情のまま指を突きつけ、叫ぶ。

「だれが退ひくか、疫やく病びよう神がみめ！　くたばれこの化け物！」

　その叫びに勇気付けられたように──引きずられたように、周囲からも叫びが上がる。

「そうだ、おまえのせいだ！　鳴動の原げん因いんはおまえだ！」

「おまえさえいなければよかったんだ！」

「麻里さんまで騙だましやがって卑ひ怯きよう者もの！」

「死んじまえ！」

　素す晴ばらしい連帯。見回して、東哉はにっこり笑った。

「じゃあやれよ」

　すべてが凍とう結けつする。

「抵てい抗こうしろ。つーかむしろそっちを待ってんだ俺おれは」笑みを消して、

「そもそも俺がなんなのか知ってるなら、ちょっとでもまともに理り解かいできてるなら、殺そうとしてしくじったらどうなるかぐらい分かってるはずだ。おまえら、この面子メンツと装そう備びで〈甲こう〉種の【怪かい異い】に勝てるのか？　勝てやしないだろう。だったら俺を殺せるはずがないじゃないか。おまえらはバカだから、そんな当たり前の計算もできないんだ。俺に敵かなわない現げん実じつを認みとめることができない。駄だ目めならせめて逃にげればいいものを──逃がさないけどな──突っ立って感情で反発する。俺はそういうバカが大だい嫌きらいなんだ」

　見回して、ひとりひとりの顔を確かく認にんする。そのうちの一人、初めに叫んだ、顔を押さえた男は。ああ──

「だから頼たのむ、抵抗しろ。降伏なんてしないと言え。そうすれば俺はおまえたちを片付けられる。ああ、きれいに燃やしてやれる。俺はそうしたくて堪たまらないんだ」

　夜空を染そめて燃もえ上がるその光景を想そう像ぞうして、うっとりと目を細める。そうなったら、そうできたらどんなに痛つう快かいだろう。

「どうした？　誰かいないのか？　斬きりかかってもいい。石を投げてもいい。一言そう言うだけでもいいぞ。なあ、言ってくれよ。俺は楽しみたいんだ。おまえたちが松たい明まつみたいに燃えるのが見たい」

　誰も、何も言わない。ただ全員が動くこともできず、震ふるえている。一人に視線を据え、東哉は言った。

「なあ、大場。どうなんだよ」

　その男──大場──が立ちすくみ、身を強こわばらせる。

「おまえは、降伏なんてしないよな？　俺みたいな疫病神には。化け物はくたばればいいと思ってるんだよな？」

「…………」

「どうした？　なんとか言ってくれ。次に進みたい。待つのは嫌だ。言ってくれ」

　視線をそらさず、それを促うながす。

「──言えよ。決めろ」

　大場は沈黙し、わななき、退ひこうとして尻しり餅もちをついた。そこへ向けて、東哉が一歩近づく。大場の顔が歪ゆがんだ。

「あッ──」

　恐きよう怖ふが高まり、緊きん張ちようが破やぶれる。

「っあ、わああああああぁぁぁぁああああ!!　っあ、っあっ、ああああああああ!!」

　闇やみを叫さけびがつんざく。

　呆あきれたように笑って、東哉の視線がそれた。肩かた越ごしに下を向く。

「……やれやれ、時間切れだ。運がいいな、おまえら」

　大場の叫びの中、別の音が混まざる。足音が響ひびいて、芳樹が駆かけ上がってきた。休まず駆けてきたようで、息を弾はずませている。

　油ゆ断だんなく【暮羽黒】を構えて周囲を見回し、鋭するどく叫ぶ。

「おい、無事か!?」

「ああ、俺はな。残念ながら服は全ぜん滅めつだ。力の調節を覚えないとなあ。やりあう度たびに真っ裸になるってのは、いろいろ具合が悪い」

　腕を組んで、首を振る。まったく、夜でよかった。

　どうやら無事と見て、芳樹は取り囲んでいる連中を見回した。説明されるまでもなく、事じ情じようを悟さとったらしい。立ち尽つくしている彼らを一いち瞥べつして、告げる。

「あんたら、もう帰れ。得物はまとめてここに置いとけ。怪け我が人はきちんと手当てしてやれ、いいな？」

　それだけ言って、階かい段だんを降おり始める。東哉の声が響いた。

「ご苦労、解散。帰って寝ねろ。──ただし次はないぞ」




　やれやれ、ちょっとすっとした。首をこきこき鳴らしながら降りていくと、隣となりで芳樹が気負いこんだ。背はい後ごを気にしながら、「おい、あいつらどうする？　麻里さんに言って──」言いかけるのを止める。

「やめとけ」首を振り、「どうせ小物だ」

　芳樹はちょっとぽかんとしてから、こくりとうなずいた。

「まあ、あんたがいいなら。で、マジで怪我とかねえのか？　なんか来るとき銃声みたいなのも聞こえたぞ」

「ああ、撃うたれた」

「──おい!?」

「平気だよ。効きくかあんなもん」

「そうか……」東哉をじろじろ見る。

「なんだよ？」

「いや、たいしたもんだな、あんた。すげえよ」

「どうってことない」

「いや、」一箇か所しよを見つめて「マジにすげえ」

「……どこ見て言ってやがる」







　　　第四章　水面みなもは揺ゆれる







　翌よく日じつ。簡かん単たんな朝食を済すませた東とう哉やのところに、芳よし樹きがやってきた。Ｔシャツとジーンズのラフな恰かつ好こうで、手には相変わらず【暮くれ羽は黒ぐろ】を握にぎっている。ただ、昨日のように布ぬので巻まいておらず、むきだしの刃やいばが朝日を反はん射しやしている。

　東哉は改めて、日の下でその槍そう身しんを眺ながめた。昨夜もちらりと目にしていたのだが、なにせ暗かったし、芳樹はすぐに布で覆おおってしまったのだ。

　その名のとおり、全体は黒く──穂ほ先さきから石いし突づきまで──染そまっている。ただの黒こく漆しつではなく、ほのかに青が混まざった気品のある色合いだ。両刃作りの刃はの部分は通つう常じようの槍やりとはことなり、穂先から中ほどにかけてふくらみ、そこから一いつ旦たんぐっと絞しぼられてからまた拡ひろがっている。ちょうど魚のようなフォルムだった。槍というよりは矛ほこに近い。突ついてよし斬きってよし薙ないでよし──実戦的でありながら芸げい術じゆつ的な曲線は、機き能のう美びの極きよく地ちと言えた。

　全長は二メートル強。当然芳樹の身長よりも長いが、これは槍にしては短い方だ。おそらく徒か歩ちでの乱らん戦せんを想定してのことだろう。材ざい質しつはよく判わからない。手にとってよく眺ながめれば別かもしれないが、そこまでは言い出しかねた。

「──よう」

「──おう」

　なんとなく挨あい拶さつを交かわし、芳樹は縁えん側がわに足を投げ出している東哉の横に腰こし掛かけた。【暮羽黒】は立てたままだ。

「……美人だな」

【暮羽黒】を眺めながら言う。芳樹は一いつ瞬しゆん疑ぎ問もん符ふを浮うかべたが、すぐに分かったらしい。

「ああ──」と穂先を見上げ、

「そうだろ？」

　にっと笑う。東哉の視し線せんが動かないのをどう思ったのか、説明を始めた。

「こいつに初めて会ったのは、五年前──十二のときだ。〈船津〉の仕事をすることになって、いろいろと修しゆ行ぎようしてたんだが、素質がないのか勘かんが悪いのか、ちっとも術とか使えるようにならなくてな。一緒に習い始めた奴やつはどんどん先に行っちまって、先生や先せん輩ぱいは怒おこるかバカにするかで。毎日毎日補ほ習しゆうとか居い残のこりでいーかげんウンザリしてたところに、次の年に入ってきた奴にまで抜ぬかされて」

　それでキレて、逃にげ出したんだ。芳樹は笑った。

「もちろんすぐにバレて、追われて逃げ込んだ先が、武ぶ器き庫こだった。隠かくれようとした箱──『長なが持もち』だっけ？　そこにこいつが入ってた」

　その時のことを思い出したのか、ため息をつく。

「もう一発で惚ほれたね。こいつしかいないって思った。自分から修行場に戻もどって、めちゃくちゃ怒られたし笑われたけど、気にならなかった。それからはすげえ頑がん張ばって──ほんとに血けつ尿にようでたぞおい。それで、術とかはやっぱり使えないままだったんだけど、まあ腕うでっぷしとかの方でなんとかカバーしてな。

　で、二年前に、許きよ可かをもらったんだ」

　すっと立ち上がって、一ひと振ふりしてみせる。武ぶ骨こつだが優ゆう美びな穂先が輝き、眩まぶしさに東哉は目を細めた。見たところ【暮羽黒】はかなりの重量があるようだが、芳樹は腰が据すわり、ぴしりと決まって小揺るぎもしない。それだけでも、芳樹が【暮羽黒】を使い込み、我わが身の一部にしているのがよく分かる。

「こいつは、見れば分かると思うが、けっこう貴き重ちような奴でさ。ずっと『欲ほしい』って言ってたんだが、ほんとは俺おれなんかが使えるはずはなかったんだ。それを知って……麻ま里りさんが手配してくれた」

「へえ」麻里あいつが？

　東哉の声に引っかかったように、芳樹は眉をしかめた。

「なんだよ。おかしいか？」

「いや、別に。そうか、それで昨日はあんなだったわけか」

　麻里の前に出たときの様子を思い出しながら言うと、芳樹はちょっと顔を赤らめた。

「いや、まあ……やっぱり恩おん人じんだしな。命令されてるときとかはいいけど、ああいうのはちょっと苦手だ。あんたの方こそ、よくまともにしゃべれるよな。莉り柘つさんともなんかやりあってたし」

「どうかな。普ふ通つうだろ」

「普通じゃねえって。あの人たちとまともに話せるのは……いや、莉柘さんはまあいいとして、麻里さん相手にしてみろ、幹かん部ぶだって腰が引けるんだぞ？　分家の連中なんぞ、四し十じゆう五ご十じゆうのおっさんらがへいこらしてる。ま、無理ねえけど」

「お姫ひめ様さまだしな」

「そうじゃねえよ。あの人はマジにすげえんだって。それにほら、美人だし」

「……まーな」それは認みとめる。たまに見とれる。癪しやくだけども。

「若わかい奴らなんか、もう大たい抵ていがメロメロだし。俺なんかあの人が死ねって言ったら死ぬね」

　東哉は『はー』と応こたえた。そうとしか言えない。

「……あれ、じゃあなんでおまえ、ここにいるんだ？　今日から麻里は神しん域いきの調ちよう査さだろ。一緒に行かなくていいのか？」

　気がついて言うと、芳樹はすこし顔を顰しかめた。

「いや、俺はそのつもりだったんだけど。なんかシフトがあるみたいでな。俺は明日。それからだいたい三日おきらしい。考えてみりゃ、連日山歩きってのはキツいかもな。俺はいいけど、ほかの奴らなんか鍛きたえが足りてねえし」

「なら、なんで【暮羽黒それ】、抜き身で持ってんだ？」

「ああ、今日は別口。これから仕事なんだよ」

「仕事──【怪かい異い】か？」

「そ。町に近いあたりで出たんだと。ちょっと前に逃がした奴らしい」

　ふうん、と気のない返事を返して、

「つーか、用事があるならさっさと行けよ。なにしに来たんだ？」

「いや、様子みとこうと思って。ほら、昨夜ゆうべのこともあるし」

　ハ、と笑いが洩もれた。

「このとおり元気潑はつ剌らつだよ」

「そうは見えねえけど」

　東哉の顔を指差す。自分で撫なでてみるまでもなく、仏ぶつ頂ちよう面づらなのは知っていた。いいから行け──言いかけて、気づく。なあ──と身を乗り出して、

「それ、俺も行っていいか？」

「……はあ？」芳樹が胡う乱ろんげな顔をする。

「だから、退たい治じに。俺、どうせ暇ひまだし。手伝ってやるよ」

　本当は昨日の鬱うつ憤ぷんが残っているので、それを解かい消しようしたいだけなのだが、それは黙だまっておく。芳樹はしばらく、【暮羽黒】を持ったまま器用に腕を組んでいたが、やがてうなずいた。

「ま、いいだろ。でもちょっと待ってな。連れん絡らく入れて、許きよ可かが出たらの話だ」

「あれ、一人で行くんじゃないのか？」

　東哉が言うと、芳樹は『なにアホなことを言い出すのだこいつは』という顔をした。

「あのな、どんなに弱そうに見えても【怪異】を退治するのに一人で行く奴なんていねえよ。必ずチームを組んで、その中できちんと役やく割わり分ぶん担たんを決める。あんたがあの【猪いのしし】とやったときだってそうだったろ？　バックアップがなけりゃ、悪いけどあんたはあそこで死んでたぞ」

　たしかに、そうだったような。そういえば自分が〈船津〉の戦い方についてほとんど知らないことに気づく。芳樹は鼻を鳴らして、携けい帯たいを取り出した。短たん縮しゆくで呼よび出す。

「……あ、すんません、村むら居いです。いま本家の離はなれにいるんですけど、……はい、そうです」

　神しん妙みような表情と敬けい語ごから察するに、相手は『チーム』の責せき任にん者しやかなにかか。芳樹はしばらくぼそぼそとしゃべっていたが、やがて『はあ、分かりました。じゃあそういうことで。失礼します』と言って、携帯を切った。東哉を見て、肩かたをすくめる。

「いいってよ。行こうぜ」




　　　　※




　現げん場ばは葦あし原はらの西せい端たん、造ぞう船せん工場が建ち並ならぶ一角だった。海に面した立地で、土地は平たく、見晴らしがいい。東哉たちを乗せた車が従じゆう業ぎよう員いん用の駐ちゆう車しや場じように停まったときには、すでに数人の人ひと影かげが群むれていた。彼らが今回の『チーム』らしい。

　数えてみれば、五人。東哉と芳樹を合わせても七人。東哉の援えん護ごに用意された人員と比くらべると、ずいぶん少ない印象を受ける。

「そりゃ、あのときが特別だ。そうそうあれだけの人数が用意できるかよ」

　そういうものらしい。

　二人の到とう着ちやくに、先着の五人も気づいた。各おの々おのが手を挙げたり声をかけてくる。その中に、知った顔があった。

（──あれ？）

　五人の中心、取り囲まれるように立っている若い男。見み慣なれた姿すがた。

「──誠せい慈じ？」

「やあ、東哉」

　間ま違ちがいなく、誠慈だった。着ているのは以前と同じだが、今は左手にカバンを提さげている。ここで会うとは思ってもみない相手に、東哉の目が丸くなる。

「おまえもやるのか？」

　ぞんざいな口調に、取り巻まいている四人の表情が険けわしくなった。誠慈はかるく頷うなずき、にこっと笑った。

「まあね。それより東哉、まともに会うのは十年ぶりだね。社から出られたって聞いたけど、元気だったかい？」

「あー……まあ、な。元気だよ。ひさしぶりだ」

　誠慈の意図を察して、調子を合わせる。隣となりで『ども、遅おくれました』とか会え釈しやくしている芳樹をつつき、

「おい、なんで誠慈がいるんだ？」

「は？　ああ、そういや従い兄と弟こだっけな。誠慈さんは指し揮き役だよ」

　どうやら、さきほどの電話の相手は誠慈だったらしい。道理で簡かん単たんに許きよ可かされたわけだ。

「なるほどな……。で、誠慈が出で張ばるってことは、ここの【怪かい異い】はそんなにやばい奴やつなのか？」

　誰だれにともなく聞くと、取り巻きの一人が鼻を鳴らした。背せが低いのは単に年ねん齢れいが低いせいだろう。そばかすの浮いた顔は、東哉より二つ三つ年下に見えた。

「なに言ってんだ。聞いてないのか？　ここのは一度取り逃がした、手負いだ。おまけに麻里さんが使える奴をのきなみ連れ出しちまったんで、人手が足りてないんだよ。だから誠慈さんが出てきてくれたんだ」

　手にした弓を持ち直し、歪ゆがんだ笑えみを浮うかべる。

「まったく、ただでさえ最近はやたらと【怪異】が増ふえてるってのに。命令一つで人を動かせる奴はいいよな」

　芳樹の言では麻里には多くの賛さん同どう者しや──というか崇すう拝はい者か──がいるらしいが、どうもこの少年は違うらしい。口ぶりからすると、誠慈のほうに感情移い入にゆうしているようだ。東哉に対しても含ふくむところがあるらしく、斜ななめに向けてくる視線が鋭するどい。

　だから指差し、言ってやる。

「おい誠慈。いまこいつ、麻里にかこつけておまえのこと言ったぞ。『命令一つで』ってくだり、指揮者のおまえのことを皮肉ってた」

　少年がぎょっとする。

「違う、そんなこと言ってねえ！」

「言った。でもって当主の許きよ可かした神しん域いきの調ちよう査さにも納なつ得とくしてない。〈船津〉の方ほう針しんにも不満があるらしいな。忠ちゆう誠せいと見けん識しきに不安がある。こういう奴は使わないほうがいい」

　少年はうろたえ、誠慈を見やった。「あの、俺、違うんです……」憐あわれに震ふるえる声を、誠慈がなだめた。

「うん、分かってる。たしかに現場の負担が大きくなってるのは事実だ。僕ぼくは気にしてないし、君を外すつもりもない。ただ、ちょっと言葉が足りなかったね。みんなが大変なときだ、協力しないと」

　穏おだやかな声と表ひよう情じよう。少年が喜色を浮かべて頷く。誠慈は東哉にも笑いかけた。

「東哉、あんまりからかわないでくれ。せっかく来てくれたんだ、歓かん迎げいするよ。人手が足りないのは本当なんだ」

　東哉は無言で肩かたをすくめた。緊きん張ちようが解とける。

「じゃあ、来てくれ。事情は歩きながら話すよ」

　皆をうながし、敷しき地ちの向こうにそびえる工場棟とうへ歩き出す。すこし足を速めて、東哉は隣に並んだ。芳樹は最さい後こう尾びをついてくる。

「君が来るって聞いて驚おどろいたよ。てっきり麻里さんといるかと思ってた」

「邪じや魔まだから来るなって言われてな、暇だったんだ。俺もおまえがいるとは思わなかったよ」

「はは、まあ僕はあんまり前線には出ないしね」

「そのわりには人気者だな？」

「そうでもないよ。さっきの──広瀬が言ったとおり、麻里さんが人員を神域の調査に回してる関係でね。麻里さんとつながりがあって、性せい格かくも能のう力りよくもよく知ってる人が優ゆう先せん的に使われると、残るのはどうしても彼女と疎そ遠えんな者たちってことになる」

「つまりおまえの派は閥ばつか」

「そんなにまとまったものでもないけどね」

　誠慈は笑った。東哉も笑い返す。すこし近づき、声を落として続ける。

「十年ぶりだって？」

「しかたないだろう。僕は社あそこに行ったことなんかないことになってる」

「それは分かってるが──噓うそつくときも表情変えないのな、おまえ」

「まあ、それが僕だからね」

　誠慈は悪びれなかった。笑顔を曇くもらせることもない。東哉も責せめる気はなかった。

「それがおまえだな。──それで、逃にがした【怪かい異い】ってのはどんな奴で、どこにいるんだ？　作戦は？」

「資し料りようがあるから渡わたすよ。工場の裏うら手てで動きを止めてる。ちなみに工場には誰もいないけど、施し設せつに被ひ害がいが及およぶのは避さけたい。慎しん重ちよう論ろんでいくよ」

「指揮官に任まかせる」

　手にしたカバンを開け、誠慈がイヤホンと資料を取り出した。受け取って身に付け、歩きながらめくる。

　それによると、【怪異】は四日前、ここよりすこし東の廃はい工こう場じようで発見された。そのときの被ひ害がい者しやが二人。〈船津〉に連絡が入り、対たい応おうに向かったものの、完全に封ふうじることができず、逃とう走そうされる。〈船津〉も数人が負ふ傷しようした。外見は羽の生えたムカデ。大きさは目算で七メートルから九メートル。飛行能力あり。攻こう撃げきはおもに体当たりだが、酸さんを吐はく能力もある。ほかは不明。資料の最後に特記事じ項こうとして、『左さ眼がんと胴どう部ぶに損そん傷しようを与あたえる。凶きよう暴ぼう性せい増ぞう大だいと推すい測そくされる。注意』と朱しゆ書しよしてある。

「なるほど……そういやまず逃がさないようにしろって麻里も言ってたな」

「手負いになった【怪異】の脅きよう威いはすごいからね。これまでのデータからすると、平へい均きんして七割増の被害が出るそうだよ」

「どうやって計算したんだ？」

「人的霊れい的、金きん銭せん的損害から割り出したもの……らしいね。個こ体たい差が大きいから、あくまで目安だけど」

「どっちにしろ、ここで決めればいいだろ」

「そういうこと。期待してるよ」

「されておこう」




　東哉と芳樹は、海岸沿ぞいの防ぼう波は堤ていの前に陣じん取どった。二度と逃がさないことに重点を置き、結界展てん開かい・保ほ持じ担たん当とうが誠慈を含ふくめた四人。広瀬が弓で牽けん制せいしつつ、二人の方へ誘ゆう導どうする。防波堤に沿って【怪異】を囲い込み、とどめを刺さす手て筈はずだ。二人は攻撃担当で、出番は最後ということになる。

　斜ななめにそびえるコンクリートの壁かべによりかかり、待つ。太陽に照らされたそこは熱く、布ぬの地じ越ごしに熱を伝えてきた。

「暑いな」

「夏だしな」

　東哉は腕を組んで、芳樹は【暮羽黒】を抱かかえたまま目を眇すがめる。ふと、東哉は聞いてみる気になった。イヤホンに手をやり、電でん源げんを切る。

「……誠慈のことだが、どう思う？」

「はあ？　いきなりなんだよ。従兄弟なんだろ、俺より詳くわしいんじゃねえの？」

「〈船津〉のなかでどんな感じかってことだよ。個人的には──あー、やっぱり知らん」

　なんだよそりゃ、と言いつつも芳樹は答えてきた。

「まあ、ひとことで言うなら『すごい人』だな。麻里さんとは違ったタイプだけど、やっぱりみんなに一目置かれてる。年はおんなじだけど、あの人は、なんつーか別格だな。言うことが信じられねえくらいバスバス当たるんだ。なんつーか……この……」

　芳樹はしばらく首を捻ひねっていたが、やがて諦あきらめた。

「ダメだ、うまく言えね。でもとにかく、あの人が『こうしたらどうかな』とか『ここに気をつけたら』って言うと、それが全部ハマってうまくいくんだ。でも全然偉えらぶらねえし、みんなの意見もきちんと聞くし。単に面めん倒どう見みがいいとかじゃなくて、ほんとに親身になってやってくれるんだよ。だからみんなついていくんだ」

（ふーん……）

「こういっちゃなんだけど、麻里さんはちょっととっつきにくいところがあるしな。いやまあ、俺おれは尊そん敬けいしてるし、つーかそこがいいんだけど。でもやっぱ、誠慈さんになら何でも話せる雰ふん囲い気きがあるからな。年が下の奴らなんか、めちゃくちゃなついてる」

　広瀬のような者のことだろう。

「じゃあ麻里と誠慈を比くらべてみて、どっちが人気がある？」

「え？　んー……おんなじぐらいじゃねえ？　なんで？」

「いや別に。気になっただけ」

　おかげでいろいろ分かった。なかば瞑めい目もくし、薄うすい笑みを浮かべる。

「ふーん……？

　あ、そういやあんた、武ぶ器きとかいらねえのか？　断ことわってたろ」

「ああ」誠慈が薦すすめてくれたのだが、どのみち〈船津〉の武器は使えない。

　ぱたぱたと手を振ふって、その掌てのひらを上に向ける。

「コツが分かったら、けっこういろいろできるようになったみたいでな」

　ゆらりと炎ほのおが生まれ、育つ。音もなく伸のびた炎は、手の中で細長い形で固まった。剣けんというより棒ぼうのようなそれを握にぎり、一振りする。

　傍かたわらに転がっていたブロックが、ごとりと音を立てて落ちた。断だん面めんが赤熱して、斬きったのではなく、その部分が溶よう解かいして分ぶん離りしたのだと分かる。握りを解とき、消す。

「慣なれてないから疲つかれるし、気を張ってないと長く保もたないのが欠点だけどな。なにせ取り回しやすいし。サイズも自じ在ざいだ」

「へーえ……」

　芳樹はなにか言おうと口を開いたが、ふと表情を改めた。耳元に手をやり、「了りよう解かい」とささやく。壁かべから離れ、【暮羽黒】を持ち直し、東哉を振り返る。

「うまくいった。そろそろ来るぞ」

　語ご尾びに聞きなれない音が重なった。次し第だいに近く、大きくなってくる。気配を感じ、東哉は壁から身を起こした。建物の角から足音が響ひびき、なにか固いものがぶつかり合う音が聞こえ──

　──ジャラララララララララッ！

　無数の鎖くさりを引きずるような音とともに、それが姿すがたを顕あらわした。

　全体のフォルムは、なるほど『羽の生えたムカデ』だった。トンボのような透すきとおった大小二対の羽が、胴どう体たいの横について細かく振しん動どうしている。体長は、間近では一〇メートルはありそうに見えた。資料にあったデータより一回り大きい気がする。びっしりと生えた無数の足は一本一本が牙きばを剝むいた蛇へびで、空中で勝手な方向にうねっている。気の弱い人が見たら失神しそうな姿だった。うへ、と声が洩もれる。

「グロいな」

「こんなもんさ！」

　叫さけんで、芳樹が駆かけ出した。一直線に【怪かい異い】に向かう。【怪異】のほうも当然、芳樹に気がついた。

　小さな頭部にある、サッカーボールほどもある両目。その片かた方ほうは傷きずつき、どす黒く変色していた。もう一方の目は虹にじ色いろに輝かがやいている。その両目の隙すき間まに開いた口から、さきほどの音が洩れた。

　──ジャラララララララララッ！

　ああいうのも鳴き声というのだろうか──などと考えながら、東哉も後を追った。

　重い【暮羽黒】を抱かかえているにもかかわらず、芳樹は速かった。【怪異】が角度を変え降こう下かして、地を這はうような低さで突っ込んでくる。交差する瞬しゆん間かん、芳樹はくるりと体を入れ替かえた。

「ふっ！」

【暮羽黒】をいっぱいに長く持ち、すれ違いざまに斬り上げる。【怪異】は自ら穂ほ先さきに突っ込む形になった。

　──ジィィィィィィィィィッ！

【怪異】が苦く悶もんの声をあげる。【暮羽黒】はみごとに【怪異】の無事な方の眼がん球きゆうを斬り飛ばした。斜ななめに両りよう断だんされた眼球の破は片へんが地に落ち、濡ぬれた音を立てて転がる。

　視力を失った【怪異】が方向を変え、急きゆう上じよう昇しようする。そのまま高く高く昇のぼろうとして──

　なにかに激げき突とつした。

　高く澄すんだ音が響き、空中で弾はじき返されたように、【怪異】の身体からだが折れた。羽が力を失い、落下。立て直そうと羽が震えるが、果たせず、アスファルトの地表に激突する。すかさず駆け寄った芳樹の一いつ閃せん。足の蛇が無数に切断され、宙ちゆうに散る。

　再ふたたび【怪異】の悲鳴。そこで駆けつけた誠慈以下四人が四方に散る。

　彼らが複ふく雑ざつな印を結び、高唱すると見る間に『壁かべ』が組み上がっていった。格こう子し状じようの輝きが、二人ごと【怪異】を閉とじ込こめる。そのうしろで、広瀬が弓に矢をつがえた。

（さすがに手て際ぎわがいいな）

　暢のん気きに感かん嘆たんする。東哉が手を出すまでもなく、芳樹はひとりで動きの止まった【怪異】を追い詰つめていった。

　遠い間合いからの一撃で羽を斬り飛ばし、胴に斬りつける。視力を失った【怪異】に特定できないように巧たくみに立ち位置を変え、冷静に【暮羽黒】を撃うち込んでいく。苦し紛まぎれに【怪異】が吐はいた酸さんはかすりもしなかった。

（けっこうやるな。俺が手伝う必要ないか）

　内心、舌したを巻く。外見や性格からすると、もっと大雑ざつ把ぱな戦い方をするかと思っていたのだが。ひとさしの舞まいのような、想そう像ぞうよりはるかに精緻で合理的な動きだった。的てき確かくに力を奪うばい、隙を誘発し、つけこむ。むしろ東哉の方がはるかに素人しろうと臭くさい。そういえば、麻里も腕が立つと評ひようしていたことを思い出した。

　とはいえ、すこしは力を貸かしておかないときまりが悪い。気分も冴さえない。

（それに──）

　首の後ろに視線を感じながら、東哉は手の中に小さく三つ、炎ほのおを生み出した。

「芳樹、ちょっとどけ」

　一声かけて、炎を放る。炎は宙に浮き上がると、杭くいのように伸のびて【怪異】に降ふりかかった。こもった音を立て、【怪異】に突き立つ。炎は頭、胴、尻しりのあたりをそれぞれ貫つらぬき、地面に縫ぬい止めた。

　体たい液えきが沸ふつ騰とうする音。ひときわ大きな、【怪異】の悲鳴。

「サンキュッ！」

　芳樹は叫ぶと、【暮羽黒】を振り上げた。唸うなりを上げて振り下ろす。

　黒い穂先が、【怪異】の頸けい部ぶを両断した。黒っぽい体液が噴き出し、芳樹がそれを浴びないよう飛び退すさる。

　頭部を失った【怪異】の胴体は、血を撒まき散らしながらしばらくもがいていたが、やがて止まった。力を失った胴が長々と伸びると、見る間に形が崩くずれる。異い臭しゆうと煙けむりが上がって、それが収まったとき、地面には赤黒いヘドロのようなものがわだかまっていた。

　芳樹が構かまえを解き、誠慈が手を挙げると結界を解かい除じよさせる。

「みんな、怪け我がはないね？　ご苦労さま、帰り支じ度たくをしてくれ」

　ほがらかな声。ねぎらう気持ちに満ちている。その響きに耳を傾かたむけながら、東哉は脳のう裏りにひとつの泡あわが浮かぶのを感じた。心の表面でそれが弾けたとき、東哉はなぜ多くの者が彼を慕したうのか、そのわけが理解できた気がした。昨夜から──いや、社やしろを降りたときから消えなかった疑ぎ問もんに対するひとつの答えが、頭の中で組み上がっていく。

　誠慈が近づいて、東哉にも笑いかける。

「お疲つかれ様。おかげでずいぶん楽に済すんだよ。また機会があったら頼たのむね」

「ああ、いいとも。それより──」声を落として告げる。

「話がある。あとで来てくれ」




　　　　※




　相手が通話口に出るまでのほんの数秒が、ひどく長く感じた。受話器の向こうで電子音がして、聞き慣れた声が届とどく。

『──代わりました、誠慈です』

「わたしです。なんのつもりですか」

　前置きもなしに言う。だが誠慈の声こわ音ねに焦あせりの色はなかった。車しや載さい型の衛えい星せい電話がクリアな音声を伝えてくる。誠慈が浮かべる笑みまで伝わってくるようだった。

『……いきなり穏おだやかじゃないね。なんのこと？』

「とぼけないでください。東哉を通つう常じようの【怪かい異い】祓ふつ除じよに連れ出すとは、どういうことです。彼の扱あつかいについてはわたしを通してするようにと、あらかじめ通告してあるはずです。覚えがないとは言わせません」

『そうだったね、覚えてるよ。でも、これは東哉から言い出したことだ。神様からわざわざお声がかかったのに、断ことわるなんて失礼な真ま似ねはできないよ』

「断るべきでした」

『そうかもしれないけど、今日はちょうど人手が足りなくてね。彼の申し出は渡りに船だったんだよ。それで、調査の方はどう？』

「──滞とどこおりなく進んでいます」

『つまり空振りってことだね。今はどこ？　まだ〈神しん域いき〉の近く？』

「……どこにいようとあなたには関係ありません。それより通告を無視して勝手な行動を取ったことは許ゆるせません。幹かん部ぶ会にかけて問題にします。今のような言い訳わけが通用するとは思わないことです」

『でも、お祖じ父い様には通用すると思うよ』

　なにげないひと言。そのひと言に、麻里は背せ筋すじが冷えるのを感じた。祖父が──当主が、誠慈の行動を許している？

「……まさか」

『東哉が降りてきた後で、僕も本家に用事があってね。お会いしたついでに、僕にも東哉と仕事をさせて欲ほしいってお願いしてみたんだ』

〈船津〉の中で、麻里の立場はまだ完全には固まっていない。功こう績せきを積んではいるものの、『当主の意向』を背にしていることが大きなアドバンテージになっているのは事実だ。それが誠慈に振り向けられたとすると、下手をすれば今後の行動にも支し障しようが出かねない。

　沈ちん黙もくを宥なだめるように、誠慈が電話の向こうで笑った。

『と言っても、表立ってはなにもないんだけど。うかつに言げん質ちを取られるような人じゃないし。結局お許しはいただけなかったけど、駄だ目めとも言われなかった。黙もく認にん、といったところだね。なにを考えておられるやら……。ただ、きみが思ってるほどきみだけを重視してるわけでもないみたいだよ、お祖父様は』

　勝ち誇ほこるでもなく、むしろ気の毒そうに言う。そうかもしれない。おそらくそうだろう。何十年も〈船津〉の当主の座ざにあり続ける祖父が、一ひと筋すじ縄なわでいくはずがない。麻里の急激な台頭を危き険けん視ししたとしても無理はない。だが、だとしても。

「そうだとしても、わたしにひと言あってしかるべきです。先日の【怪異】との一件けんについてはあなたも知っているでしょう。東哉が必ずしも協力する保ほ証しようはないのに、戦せん闘とうに参加させたのは軽けい率そつに過すぎます」

『東哉は問答無用に襲おそってくる怪かい物ぶつじゃない。言葉は通じるし、感情を理り性せいで抑おさえることもできる。利害が一いつ致ちすれば、協力して【怪異】と立ち向かうこともできる。今日のことはそのいい証しよう拠こだ。なにも脅おどしつける必要はないと思うよ』

　ものやわらかな口調。だがそこに込められた意味を麻里は敏びん感かんに感じ取った。四日前の件についてはすでに本家へ報ほう告こくを済すませ、きちんと書類にまとめてある。本家筋の者であれば閲えつ覧らんできるし、事実多くの幹部が我勝ちに読みたがっている。誠慈がそれに目を通していないはずがない。止むを得ない状じよう況きようだったにせよ、紅こう玉ぎよくをちらつかせて東哉との関係を悪化させたことをあてこすっているのだ。

　自然と声が低くなった。

「それが目的ですか。紅玉なしでも東哉をうまく扱あつかえると？」

　電話の向こうで苦く笑しようが漏もれる。一いつ拍ぱく置いて、誠慈の笑えみを含ふくんだ声が響ひびいた。

『麻里さん、東哉はきみだけのものじゃないよ』

「……っ」

　鼓こ動どうが跳はねる。隠かくれた思いを見み透すかされた気がした。

『きみが焦あせる気持ちも、分からないことはないけど。東哉の問題は〈船津〉全体の問題だし、言うなれば東哉はみんなの共有財ざい産さんだ。邪魔をする気はないけど、僕は僕で、きみとは違ちがったやり方で東哉といい関係が築けるかもしれない。東哉にとっても、きっとその方がいいと思う。独ひとり占じめはダメだよ』

　呼こ吸きゆうを制せいして、冷静に告げる。

「……どうあれ、当主より紅玉をお預あずかりしているのはわたしです。今後は東哉から申し出があれば、必ずわたしに連れん絡らくしてください。二度と勝手な真似は許しません」

『その点については謝しや罪ざいするよ。……ああ、それと、この件であんまり村居くんを責せめたりしないでね。きみに連絡しなかったのは迂う闊かつだったけど、なにぶん彼は〈船津〉の内部事情には詳くわしくない。過か失しつもやむなし、だよ』

「分かっています。それでは」

　通話を切って、受話器を戻もどす。伝えるべきは伝えたが、胸むねに苦いものが残る会話だった。車から出て外の暑熱に身を晒さらす。離はなれたところで数人の配下が麻里を待っていた。

　頭を振って気分を切り替える。指し揮きをとらなければならない。当主や誠慈がなにを考えていようと、自分の目的は変わらない。そのために今、すべきことをする。迷まよいはない。

　麻里は彼らのもとへ歩み寄った。




　子機を置いて、誠慈は軽くため息をついた。口調ほどに余よ裕ゆうがあったわけではない。当主に願い出たことは本当だが、その時の雰ふん囲い気きからすれば『黙認』というより『黙殺』と言った方が近いありさまだった。

　実じつ際さいに麻里はこの件を問題にするだろうか。そんな暇ひまはないはずだが、楽観は禁きん物もつだ。

『自分は東哉と協力して【怪異】に当たることができる』と周囲──特に幹部連中に示しめすことはできたが、このことで麻里との対立が深しん刻こく化かしてはまずい。紅玉のことでも明らかなように、現時点では彼女の方が上にいる。いずれ決着をつけるとしても、今はまだその時ではない。

（先手を打っておくかな）

　カバンを手に取り、立ち上がる。東哉を介かいして詫わびを入れれば、麻里も大げさにはできないはずだ。畳たたみの上を渡わたりながら、自然と笑みが浮かんだ。それにしても……と、皮肉な気分で従い姉と妹この顔を思い浮かべる。あの麻里も、やはり女ではあるらしい。だとすると、この先とるべき手しゆ段だんはいくらでもある。そのうちのいくつかを頭の中で組み立てながら、誠慈は離れへ向かった。




　　　　※




　誠慈の姿を認みとめて、東哉はむくりと起き上がった。【怪異】を滅ほろぼしてから、それほど時間は経たっていない。昼食を済すませて腹はらごなしにごろごろしていたところだ。誠慈にしても先ほどと同じ格かつ好こうで、カバンを提さげたままだった。

　誠慈は数日前と同じように、玄げん関かんからではなく縁えん側がわへ庭を回って足を運んできた。開け放した客間の畳たたみに寝ね転ころんだ東哉に会え釈しやくし、その横に置かれた丸まる盆ぼんに二人ぶんの茶ちや碗わんが用意してあるのを認みとめてにっこり笑う。

「座すわっていいかい？」

「かまわねえよ」起き上がり、盆を持って並ならんで座る。

「聞かなかったが、草くさ那な藝ぎ山やまに行くんじゃないのか？」

「僕ぼくは頭ず脳のう労ろう働どう専せん門もんで体力もないからね、あんまり戦力にはならないんだ。麻里ちゃんが指揮するなら、僕の出る幕まくなんてないよ」

「ふーん」信じていない相あい槌づちを打ちながら、茶を差し出す。誠慈はありがとう、と言って受け取った。

「毎日暑いねえ。僕は暑いのが苦手で。どうも夏は苦手だよ。東哉は、やっぱり夏のほうが好きなのかい？」

「んー、どうかな。冬も嫌きらいじゃねえけど、ただ葦原は湿しめってるだけあって底冷えするから。炬こ燵たつにこもって出たくなくなるのが困こまるかな。身体からだがなまる」

「そういえば、前から鍛きたえてたよね。それはどうして？」

「知ってるだろ。その時のためだよ」当然知っているはずだ、この男なら。

「……まあね。その時は、僕のことも焼くのかい？　きみの炎カムナビで」

「そのつもりだ。でも、おまえは逃げるだろう？」

　否ひ定ていしない。誠慈も正直に頷うなずく。

「うん、そのつもり。そう──、そうだね。きみは炎ほのお、きみは神なんだ。人間ぼくたちなんて及およびもつかない、圧あつ倒とう的な、絶ぜつ対たいの、上位者なんだ。神に相対するには手段はひとつ。畏おそれ敬うやまい、宥なだめてすかして、どうにかこっちの言い分を聞いてもらうしかない。きみを操あやつったり取り引きしようなんて、不ふ遜そんの極きわみだと思う」

「そういう含みのある言い方は嫌きらいだ。なにを言ってるのか、よく分からん。俺おれの最終学歴を考えてくれ」

「きみは学歴はないけど、頭は悪くない。むしろ鋭するどい。感情を制せい御ぎよする方法も知ってる。きみをあなどる者は手て痛いたい教訓を受けるだろうね」

「ありがとよ。それを誰もが理り解かいしてくれれば、俺ももう少し丁てい寧ねいなあつかいを受けられるんだろうがな」

　誠慈は笑う。どこかはにかんだような、いい笑いだ。

「残念だけど、それは無理だ。誰もきみを理解できない。きみだけじゃない、人間は、絶対に他人を理解できない。完全に把は握あくすることはできないんだ。それぞれの人間が背負っているものは人の身で理解するにはあまりに膨ぼう大だいすぎて、しかも複ふく雑ざつ怪かい奇きで、手におえない。きみ自身について考えれば、明白じゃないか。きみの人生にけちがついたのは、なんといっても二千年前、〈船津〉の創そう生せい期きにあったできごとが元だからね。年季が入ってる。きみ自身覚えていない、それどころか誰ひとり生まれてもいないころにあったことが、尾おを引いてる。誰だって同じだよ。その人物が生まれてから、生まれる前からあった通念や、呪のろいのように堆たい積せきした利害のすべてを、誰もが受け継ついでいるんだ。それはすでに全体図として把握できるほどの量をはるかに超こえて、わずかずつ姿を変えて事象の内側に染み入り、見えないところで支えている。

　──だから、誰かが誰かを理解できたと思う瞬間には、それはもう誤ご解かいを含んでいるんだよ」

　長ちよう広こう舌ぜつに拍はく手しゆする。よくもここまで舌したが回るものだ。

「ほぼ賛成。同感、とは言わないけどな。今の話からすると」

「きみならそう言ってくれる気がした。でも、誤解して欲ほしくないな。いや、こういう言い方はよくない。つまり、よりよく知って欲しい。こうして話し合ったり一いつ緒しよにいたりして、理解を深めることはできると思わない？」

「もちろんできるだろうな。でもおかしな話じゃないか。『他者との相そう互ご理解は究きゆう極きよく的には不ふ可か能のう』ってのが、おまえの考えなんだろ？」

「うん、そうだよ。だからこそなんだ。最後まで謎なぞが残るからこそ、相手を知るこころみは無む限げんなんだよ。届とどかなくても、目指すことはできる。僕はそう思う」

「なるほど一理あるな。おまえと話してると楽しいよ」

「僕も、きみと話せて光栄だよ」

「大げさだな。本気でそう思うか？　あとあと困こまるかもしれんぞ。なにせ俺は疫やく病びよう神がみだ」

「そんなふうに言うのはよくないな。質しつ問もんについては、もちろん本気だよ。後こう悔かいなんてするもんか。きみは僕が知るかぎり、もっとも新しく顕あらわれた神だ。こんな体験、きっと当主だってしたことないよ。神様とこうして、差し向かいで話すなんてね。これがどれだけ貴き重ちようなことか、みんなもっと自覚すべきだ」

「是ぜ非ひともそう宣せん伝でんしてくれ。おまえの言うことならみんな聞くだろ」

　笑って、茶ちや碗わんに口をつける。離はなしたときには、口調が変わっていた。

「ま、言葉遊びはいいんだ。社やしろを降おりたときと、昨日の夜なんだが」

「それは聞いたよ。大場たちが騒さわいだんだって？　きみが追い払はらったとか。──でも、昨日の夜って？」

「あいつらをけしかけたの、おまえだろ」

　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくがあった。

「……けしかけるなんて。どうしてそう思うんだい？」

「あいつらは一人じゃ動かない。自分たちが外と様ざまだって知ってるからな。〈船津〉じゃクズはどれだけ群むれてもクズだ。そいつらが莉り柘つや麻里に嚙かみつくってのは、あの二人以上の誰かの後ろ盾だてがないとありえないことだ」

「……まあ、〈船津〉にそういう空気があるのは認みとめるよ。でも、どうしてそれが僕だと？　おじさんたちかもしれないじゃないか」

「ちゃんと調べたよ。十日前は誰も俺のことを知らなかった。昨夜については、莉柘や麻里の両親は幹かん部ぶ会に出てた。そんな暇はどこにもない」

「東哉、きみは下界のことは詳しくない。連れん絡らくを入れるだけだろ？　そんなの携けい帯たいひとつで充じゆう分ぶんに間に合うよ」

「そうでもない。大場の動きがひとつの命令系けい統とうに伴ともなうとしたら、降りてきたときと昨夜の俺の動き、両方を把は握あくしている必要がある。しかもあいつらを無理なく従したがえられて、武ぶ器きの手配ができるなんて条じよう件けんに当てはまるのはおまえだけだ」

「なんで僕がそんなことをするのさ。理由──動機は？」

「俺が〈船津〉の手伝いをするのは麻里の手配でやってることだ。俺が真ま面じ目めに働くなら、それは麻里の功こう績せきになる。逆ぎやくも同じ理り屈くつだ」

「…………」

「当主じじいもいいかげん歳としだ。あと何十年も生きたりしない。次の当主が誰になるかってのは、そろそろ気になる頃ころだろう。おまえも人気があるみたいだが、なにせ麻里はお気に入りだ。例の紅こう玉ぎよくまで預あずけられてるくらいだからな。そういう話になれば、莉柘はもちろん賛さん成せいするだろう。あいつだって当主の孫だ、発言力はある。これで神しん域いきの件までうまく片かた付づければ、ほぼ決定だろうな。なんとかするには今しかない」

　誠慈はしばらく黙だまっていた。沈ちん黙もくを蟬せみの声が埋うめる。ややあって、誠慈は口を開いた。

「……うーん、おみごと。たしかに僕が、大場に話したよ。でもけしかけるなんてことはしない。たとえばきみが降りてきたときは僕は本家にいて、莉柘ちゃんと麻里ちゃんが社に登っていくのをたまたま見てね。不安になったんだ。だってほら、きみについての認にん識しきは大場たちとそれほど変わらなかったわけだから。東哉とはつきあいがあったけど、それだって社に封ふうじられてたときの話だよ。もちろん今は違うけど、あのときは……」

　恐こわかったんだ。そう言って誠慈は笑った。

「それで、お祖じ父い様に取り次いでもらう間に、近くにいた大場にそのことを漏もらしちゃってね。あわてた大場が先走っちゃったわけ。僕もうっかりしてたよ。止めようにも、ちょうどお祖父様がお呼びになってその暇もなかった。昨夜のことについては、たしかに僕が準じゆん備びした。大場がどうしてもやりたがってね。ただし反対もしなかった。〈甲こう〉種の【怪かい異い】を倒たおせるきみがまさかやられることはないと思って。それと、多分手て加か減げんしてくれるだろうって期待してた。実際に読みは当たってくれたよ。誰も死ななかったし、きみの力のほどが理解できただろう。よかったよ」

　さあ、どうする？　視線が語っていた。

「不ふ埒らち者ものを懲こらしめるかい？　きみがそうしたいなら、僕は抵てい抗こうできない。腕ずくで今の東哉をどうにかできるのは、〈船津〉では莉柘ちゃんくらいだろうし。ただあらかじめ言っておくと、たとえきみの全力を受けても僕には死なない自信がある。怪け我がくらいはするだろうけど。そうすると、麻里ちゃんが困ることになるね。それでもやるかい？」

　誠慈は笑っている。東哉が手を出せないと知っている笑いだ。

「麻里ちゃんは、次期当主の最有ゆう望ぼう株かぶだ。僕は次点、残念ながらね。でも挽ばん回かいできないわけじゃない。いうなれば、これはイス取りゲームだ。麻里ちゃんの失点は、そのまま僕に加点される。……卑ひ怯きようなやり方だね。分かってる。でも僕は、どうしても当主になりたい。当主になって、〈船津〉を変えたい」

「麻里も変えたがってる」

「そりゃあね、少しでも事じ態たいが見通せるなら、いまの〈船津〉に先がないことは分かるだろう。でも、彼女と僕の目指すところは違うよ。残念ながら」

　東哉は肩かたをすくめた。人それぞれだ。

「……おまえはいろんな奴やつに好かれる。性せい格かくや能のう力りよくや年ねん齢れい、そういったものにかかわらず。それはなぜだ？」

　誠慈はきょとんとし、はにかんで俯うつむいた。

「さあ、分からない。僕は普ふ通つうにやってるだけだよ。みんなが僕を助けてくれるのは嬉うれしいけど、なんでかなんてのは分からない」

「じゃあ教えてやる。全員を平等に扱い、わけ隔へだてなく接せつする。優すぐれた者も劣おとった者も、変わりなく。なぜそんなことができるか？　単たん純じゆんな話だ。それは好こう悪おの感情ではなく、」

　声を落とす。失望というほどではないが、やはり残念だった。

「人を蟻ありとして扱あつかうからだ」

「…………」

「おまえにとっての他人は存そん在ざいしない。全部が駒こまだ。土つち塊くれかなんかだと思ってる。だから理り解かいしたいなんて空言も平気で吐はけるんだ。なによりムカつくのは、俺までその調子で扱えると思ってるところだ。騙だまされたい奴は騙してやれ。だが俺にはするな」

　盆ぼんに盛もった饅まん頭じゆうを取り上げ、口に放り込む。皮も餡あんも具合がいい。昔ながらの製せい法ほうの、いまでは高こう価かな菓か子しだ。これまた麻里が用意したものだが、美う味まいものは美味かった。やはり俺はヒモかもしれん。

「それが言いたかった。【猪いのしし】とやりあった後にわざわざ来たのも、俺が気づいたかどうか確たしかめるためだろ？　あと、俺の〈力〉がどのくらい戻ってるのか調べるためだ」

　唇くちびるの周りを舐なめる。

「──あの時は、俺はまだおまえを疑うたがってなかった。だが今は違う。おまえはなんとかして、俺の口を封ふうじたいはずだ。腕ずくってのはおまえの性しように合わない。だから──取り引きを持ちかける」まったくもって不遜の極みだ。

　顔を見合わせて、笑う。東哉はにやりと、誠慈はあくまでにこやかに。

「そこまで見み抜ぬかれるとはね。きみを量はかり損そこねたのが敗はい因いんかな。誰かに気づかれるにしても、てっきり麻里ちゃんが先だと思ってたよ。まさか、社を出て半月もしないきみにばれるなんてね」

「忘わすれてる奴が多いが、俺は人間でもあるんだよ。両方のいいとこ取りができるんだ。手が出せないなら、そのぶん頭を使うさ。──で、俺を黙らせるための呪じゆ文もんはなんだ？」

　誠慈は茶ちや碗わんを置き、カバンを開いた。中から一枚まいのＤＶＤを取り出す。

「──神しん域いきのことは、僕ぼくも調べてた。ありがたいことに、父は〈船津〉の書庫番だ。いろいろと役に立ってくれたよ。これがなければ麻里ちゃんはたぶん、失敗してただろうね。僕はそのあとに解かい決けつするつもりだったんだ……きみを使って」

　受け取って、ためつすがめつする。東哉はパソコンを持っていない。ろくに扱ったこともない。とすると、麻里に頼たのむしかない。昨日、あんな別れ方をした後だ。どうにも顔を合わせづらいが……仕方がない。

（やれやれ……）

「ま、いいだろう。ただし、麻里には言うぞ。どうせ黙ってても気づくだろうしな」

「それは仕方ないね。ついでに、僕のこともとりなして欲ほしいな。実はさっき、ちょっと叱しかられちゃってね。悪気があったわけじゃないんだ。当主になりたいだけで」

　どこまでも誠慈は悪びれない。

「でも、これだけは信じて欲ほしい。もしも僕が当主になったら、やっぱりきみに協力を求めるだろう。本家の一員として、ふさわしい立場に戻ってもらうつもりだ。僕はきみが嫌きらいじゃない。敵てきだと思いたくない。それが言いたかった」

　立ち上がり、茶碗を置く。

「それじゃ、お茶、ごちそうさま。……また来てもいいかい？」

　好きにしろと言うと、誠慈は嬉うれしそうに笑った。垣かき根ねを回り、立ち去る。それを見送り、東哉はＤＶＤを振った。軽い音がする。

「……あいにく〈船津〉は全員、俺の敵だよ。悪いな」




　　　　※




　運ばれてきたアイスコーヒーにストローをつっこみ、一口すする。東哉は茶ならば紅こう茶ちやでも中国茶でもあるいは抹まつ茶ちやでも好んで飲のむが、コーヒーはあまり好きではない。ただし外食するときはコーヒーと決めていた（外食自体が滅めつ多たにないが）。

　理由は単純、店で出される茶テイーはほとんどが口に合わないからだ。微び妙みような違いがあるのか精せい神しん的なものかは分からないが、とにかく美お味いしく感じない。期待してがっかりするより、初めからもっとも無ぶ難なんなものにしようという姿し勢せいだった。東哉のコーヒーに対するイメージとは、そんなものだ。だが、

「──おお」

　ストローを口から離はなして、思わず声を漏もらす。美う味まい。かつて味わったことのない深みのある香かおりと、味わいだった。いままで自分が飲んできたすべてのコーヒーが泥どろ水みずに思えてくる。いつもならなみなみと入れるシロップもミルクも手をつけず、東哉は黒く澄すんだその液えき体たいを楽しんだ。この喫きつ茶さ店てんは当たりだ。実にいい。

　誠慈からＤＶＤを受け取った翌よく日じつのことだ。神域の探たん索さくから戻ってきた麻里に連れん絡らくを入れて、会うことにしたのだが、ここにいたるまではちょっとした苦労があった。

　まず、麻里がつかまらない。神域の周辺は山やま奥おく過すぎて携けい帯たいなどつながらないし、離れには電話を引いていない。そもそも東哉が受け取った携帯は壊こわされたままだ。車しや載さい電話など思いも寄よらなかった。しかたなく夜を待って財さい布ふを片かた手てに駅まで歩き（片道二〇分）、そこの公こう衆しゆう電話から麻里の自じ宅たくへ連絡を入れた。どうにか連絡はついたものの、出てきた麻里がまた冷たい。これは東哉のせいでもあるのだが、それにしたってもうちょっとなんとかと言いたくなるそっけなさだった。

　どうにか簡かん単たんに事じ情じようを話し、朝になってやってきた麻里に場所を変えるよう頼たのむ。離れでは盗とう聴ちようの可か能のう性せいがぬぐえないし、内ない緒しよ話をするにはあまりに本家に近すぎた。麻里の家という案も出るが、これは東哉が却きやつ下かした。できれば二度と、あそこの敷しき居いをまたぎたくない。

　東哉の出した『なるべく〈船津〉との関わりがなくて、第三者がおらず、また盗聴の心配もなく話せるところ』という条じよう件けんに、麻里はしばし黙もつ考こうしていたが、やがて携帯を取り出すとどこかへかけた。連れてこられたのが、葦原の郊こう外がい、海沿ぞいにあるこの喫茶店である。構かまえは小さいが趣しゆ味みのいい造つくりのこの店は、なんと麻里個人の持ち物だそうだ。思わず天を仰あおいで笑ってしまった。

　店内にはほかに客もおらず、静かなものだった。店主は六十がらみの白しら髪がの男で、ふたりの前に注文の品を置くと店の奥に姿を消した。ここまで送ってきた車も二人を降ろすと走り去り、狭せまい駐ちゆう車しや場じようには猫ねこが一匹ぴき、寝ねそべっているだけだ。

　黙っていた闇やみ討うちのことを含ふくめて事情を話すあいだ、麻里は一言も口を開かなかった。誠慈のことにも眉まゆ一つ動かさなかった。説明を終え、ＤＶＤを渡すと彼女は持ってきたノートパソコンを起動させ、それからずっとそれに見入っている。

　その麻里は、今日も和服で自分のコーヒーを傾かたむけていた。モニタに視し線せんを据すえながら袂たもとを押おさえ、コーヒーカップを持つ姿は絵になるが、もう意外でもなんでもない。彼女ならきっと、この服ふく装そうでスカイダイビングだってこなしてみせる。

　さしあたりやることもなく、東哉は窓まど越ごしに外の景色を見やった。真夏の海は相そう応おうに輝いているが、視界にレジャーを楽しむ人の姿はない。店内はほどよく空調がきいて、スローテンポのジャズが流れていた。

　ふと、冷風に撫なでられた前まえ髪がみが目にかかった。なんだか社やしろを出たときよりもずいぶん伸のびた気がする。指先でかきあげると、麻里がすっと顔を上げる。

「──どうしました？」

「いや、髪がウザくて。そろそろ切るかな」

　なんの気なしに言った言葉だったが、麻里は考え深げに首を傾げた。

「いえ、これからはなるべく髪を切らないようにしてください。毛先を整えるていどならかまいませんが、それもしばらくは我が慢まんしてください。それとできるだけ櫛くしを通すようにして、清せい潔けつに」

「はあ、なんで？　めんどくさいんだけど」

　東哉はきれい好きなほうだが、身なりに執しゆう着ちやくする性質ではない。

「『髪』とは『神』に通じる、力の象しよう徴ちようです。たとえば古事記において、須ス佐サ之ノ男オノ命ミコトは追放される際に髪を切られていますが、これは辱はずかしめを与あたえるというだけではなく、神としての力を奪うばう意味もあった、と考えられます。両者は単に音が同じというだけではなく、多くの宗しゆう教きように共通してみられる観念です。莉柘の髪が長いのもそのためです」

「巫み女こさんだからってことか。てっきり趣しゆ味みだと思ってたよ。そうすると、なんでおまえのは短いんだ？」

「……わたしなりに理由があってのことです」

　その理由というのが気になるが、聞いても答えはしないだろう。東哉はアイスコーヒーを一口飲んだ。

「……でもそれ、ほんとか？　俺おれ、いままで何度も切ったことあるけど、どうにかなったことなんてないぞ」

「それはこれまで、貴方あなたの神としての力が微弱なものだったからでしょう。髪を切れば必ずしも力を失うとは思いませんが、用心のためです」

「なるほどね」

【怪かい異い】の名を呼よぶなというのと、同じ理り屈くつらしい。そうすると、自分は莉柘くらいまで髪を伸ばさなければならないのだろうか。自分の髪が腰こしまである様子を想そう像ぞうしてみる。苦く笑しようして、アイスコーヒーをもう一口。

「……似に合あわないと思うがなあ」

「そうでもありません」

「──へ？」

　返答があるとは思わなかった。麻里を見るが、そ知らぬ顔でパソコンの操そう作さを続けている。

（──空耳？……まあいいか）

　自分に言い聞かせて、首を振ふる。

「で、それ、なにが入ってたんだ？」

「古文書のたぐいのようですが、内ない容ようはまだよく分かりません。──見ますか？」

　東哉が頷うなずくと、麻里はパソコンをくるりと回した。見れば画面に映うつっているのは、複ふく数すうの画像だった。いずれも画面全体が薄うす汚よごれた黄色に黒い模も様ようが入っていて、よく見るとどうやらそれが古びた紙に書かれた文字であると分かる。

　乏とぼしい知ち識しきで操作してみると、納おさめられていたのは、数十枚の画像データと文書ファイルだった。説明書きからすると、記されているのは口伝の形で伝わってきた歌を文書に書き起こしたもののようだ。画像を見てみるが、東哉の目にはその字が上う手まいのかどうかの区別もつかない。

「さっぱり分からん」

「そうだと思いました」

　麻里の言葉に憮ぶ然ぜんとしつつ、無言でパソコンを押し返す。受け取って、麻里は再ふたたびそれを読み始めた。東哉は身体からだをひねり、窓まどの外に視し線せんを据すえる。

　二人ともそれ以上は喋しやべらず、しばらく静かな時間が店内に流れた。それは思いも寄らない、穏おだやかなひと時だった。麻里は文書を読み進め、東哉は海を眺ながめている。ふと目を上げた麻里は、モニタ越ごしに東哉の姿を眺めた。

　伸びた髪の先が、冷房の風にかるく揺ゆれている。一昨日までかすかに残っていた頰ほおの傷きずは、もう消えていた。くっきりと濃こい眉まゆの下の、深い色の瞳ひとみ。ぼんやりと海を──〈船津〉の祖そ先せんが渡わたってきたかもしれない海を──見つめている。それは今は静かに凪ないでいるが、その奥おくでは常つねに怒いかりが猛たけっているのを、彼女は知っていた。東哉は、忘わすれていない。自分の状じよう況きようを、取り巻まく人々を、彼らに対する怒りを。憤いきどおって、憤って、憤りつづけて、ついにそれが冷めることなく心に組み込まれてしまった。

　当主は、〈船津〉はなぜ、東哉を無理に封じたりしたのか。怒りとも悲しみともつかない疑ぎ問もんが胸むねにつかえる。あんな扱あつかいでは、かたくなになる一方だ。手た綱づなをこちらが握にぎっている間はともかく、一度解とき放たれてしまえばすべては終わりなのに。幼おさない頃ころは、そのままにしておくと危あぶないからだと聞かされていた。だから力を抑え、社にとどめて鎮しずめるのだと。だが現状はどうだ。力は増ます一方、恨うらみはつのる一方ではないか。当たり前の話だ。当時の大人たちは、こうなることを予よ測そくできなかったのだろうか。

　いや、そんなはずはない。おそらくは、怖こわかったのだ。いまの自分と同じく。東哉をありのままに育てて、〈船津〉が──居い場ば所しよがなくなってしまうかもしれないことがたまらなく不安だったのだ。そう気づいて、表情には出さず苦笑する。彼らを笑えない。自分だって似たようなものだ。逃にがさないように、目の前から消えてしまわないように東哉を縛しばりつけている。

　自分でもなにを言うつもりか分からないまま、麻里は口を開きかけた。刹せつ那な。

　爆ばく発はつ。




　麻里ははっと身み構がまえた。音のした方向へ目をやり、同時に背はい後ごに気を配る。東哉は少なくなっていたコーヒーを一気に吸すい上げた。チュズゴゴ、と音を立てて、グラスを置く。窓の外に広がる海からそれが湧わき上がる瞬しゆん間かんを、彼は見ていた。

　周囲の海水を沸ふつ騰とうさせ、天空へ向けて飛ひ翔しようする、

　人面蛇じや身しんの【怪かい異い】。

　それは高く舞まい上がると、頭を返して急きゆう降こう下かする。海面すれすれでふわりと止まると、顎あごを外れるほど開いた。無数の尖とがった牙きばが露あらわになる。

　──オギャァァァァァアアアアアアアッ！

　産うぶ声ごえのようなその咆ほう哮こうに、店の窓ガラスがびりびりと震ふるえる。

　そんなわけはないと思いながら、東哉はぽつりと呟つぶやいた。これって、

「……なんかの出し物アトラクシヨン？」

「なにを言っているのですか」

　袂たもとから携けい帯たいを取り出し、麻里が短たん縮しゆくで誰だれかを呼び出す。相手は本家か莉柘か、そんなところだろう。【怪異】の出現を報ほう告こくし、援えん護ごを頼たのむつもりなのだろうが──

「そんな暇ひまないだろうな」

　立ち上がり、出入口へ向かう。間ま違ちがいなく、この付近にいる〈船津〉の関係者は東哉たちだけだ。それが分かるのかそれともほかの理由によるものか、【怪異】は一声鳴いたあとは身をくねらせ、一直線にこちらへ向かってきていた。

「東哉！」

　話しかけていた携帯を押さえ、麻里が声をかけてくる。振り返らずひらひらと手を振って、東哉はかまわず戸を開けた。

「食い止める。ＤＶＤそれ、壊こわされないようにしろよ」

　外に出ると、夏の陽光と暑気が押し寄せた。よろしい、冷れい房ぼうに冷えた身体からだにはむしろ心ここ地ちよい。身体の内側から湧き上がってくる炎ほのおの気配に、東哉は笑えみを浮うかべた。

　店のすぐ傍そばに広がる砂すな浜はまには、よくしたもので誰もいない。【怪異】の視線が自分に据えられていることを感じながら、東哉はそこへ降おり立った。

【怪異】が方向を微び妙みように変え、接せつ近きんしてくる。

　全長は十数メートルはあるだろうか。昨日の【ムカデ】よりさらに長い。そのぶん胴どうは細く見えるが、それでも東哉よりははるかに太い。頭部は若わかい女のようで、ざんばらの髪かみが風になぶられている。直径が二メートルほどありそうな顔は、嗜し虐ぎやくと憎ぞう悪おの色で染そまっていた。頰の深いところまで切れ込んだような口には唇くちびるがなく、隙すき間まなく並ならぶ牙が剝むき出しになっている。どことなく、笑っているようにも見えた。

「分かりやすいね。遠えん慮りよしないでいいか」

　睨にらみ返す。充じゆう分ぶんに引きつけておいて右手をかざし、指を正面へ。その先せん端たんに輝かがやきが生まれ、疾はしった。ピンポン玉ほどの光球が尾おを引いて飛び、避よける間もない【怪異】の眉み間けんに命中する。

　海上に咲さく炎。【怪異】の悲鳴。

　やったか、と思った瞬間、炎の向こうから【怪異】が顔を出した。顔が焦こげ、牙がいくつか折れていたが致ち命めい傷しようではない。

　──ケギャァァァァァァァアアアアアアッ！

「元気なことで」

　拍かしわ手でを打ち、合わせた掌てのひらに力を込め、一気に離す。あとを追うように拡ひろがった火か炎えんが、剣けんの形に固まった。右手で摑つかみ、だらりと垂たらす。

　棒ぼう立だちになった東哉へ向けて、【怪異】が顎あぎとを開いた。赤い口中を、二ふた叉またの舌したが蠢うごめいている。

　牙が触ふれる直前、東哉は思い切り後ろにのけぞった。バランスを保たもつことは考えず、いやむしろ積極的に倒たおれ込む。下は砂すな浜はま、痛いたくはない。すぐ目の前で、ガチン、と音を立てて顎が嚙かみ合わされる。

　そのまま勢いきおい余あまって通り過すぎようとする無む防ぼう備びな腹はらへ、右腕を突き上げる。刃やいばが中ほどまで埋うまり、強い手ごたえに引きずられそうになる。

　──ギィィィャァァァァァァァアアアアアアッ!?

【怪異】が叫さけび、砂浜の上をのたくった。引き裂さかれた腹から血と、赤黒い何かがこぼれ出し、砂浜を赤く染める。跳はね起きた東哉へ、【怪異】が憎悪にまみれた両りよう眼がんを向けた。離れたところでかっと口を開き──

　東哉は横に跳とんだ。その空間を炎が埋める。

「──うおっと！」

　慣なれない砂浜に足を取られ、膝ひざを着く。動きの止まった東哉へ【怪異】が突っ込んだ。今度は斜ななめ上から。かわせない。

【怪異】がのしかかり、東哉の姿がその下に消えた。盛せい大だいに砂が舞まい上がり──

　再び悲鳴。

　砂のなかばまで埋まりながら、東哉は【怪異】の眉間に炎を突き立てていた。だが【怪異】は悲鳴を上げながらも東哉を逃にがそうとはせず、そのままさらに押し込んでくる。圧力が高まり、息が詰つまる。

　東哉は圧おされたまま、じりじりと身体からだを動かした。左足を【怪異】の身体の下から引き出し、続いて右足。両足をそろえ、タイミングを計って一気に蹴けり上げる。膝が【怪異】の右目に食い込んだ。悲鳴を上げて力が緩ゆるんだところを身体をひねり、体たいを入れ替かえて脱だつ出しゆつ。視界の端はしに麻里の姿を認みとめるが、声をかける余よ裕ゆうはない。

　再さい度ど剣けんを生み出し、砂に埋まったままの頭部に斬きりつけようとして、つんのめる。

　死角に伸のびていた【怪異】の尾おが、足に巻まきついていた。そのまま東哉を持ち上げ、ぎりぎりと締しめ付けてくる。動けない。【怪異】の顔が近づき、顎が開く。

　やばい、と思った瞬間、目の前を影かげがよぎった。一瞬で通り過ぎ、【怪異】の顔にぱっくりと傷が開く。血が噴ふき出した。

　──オギャァァァァァアアアアオオォォォアア！

　無事なほうの目を潰つぶされ、【怪異】が悲鳴を上げた。締め付けがゆるむ。

　両腕に爆ばく発はつ的な力を込める。閃せん光こうが走り、東哉ごと【怪異】が爆発した。はじめのものとは比べ物にならない炎が弾はじけ、浜の砂を焼いた。

「──東哉！」

　その様子を見ていた麻里が声を上げる。炎は収おさまらず、押し寄せる熱波に麻里は袂を上げて退ひいた。とても近づけない。

　炎ほのおはさらに膨ふくれ上がり、巨きよ大だいな【怪かい異い】のすべてを飲み込んだ。火勢に圧され、麻里がさらに退く。炎の中から、【怪異】の絶ぜつ叫きよう。高く高く響ひびいたそれは、やがて弱まり、尾を引いて消えた。

　炎が静まる。

　焼け焦こげ、一部が煮に立たった砂すな浜はまの中央で東哉が立ち尽つくしていた。骨ほねも残さず焼き尽くしたのか、【怪異】は死し骸がいもない。

「──東哉？」

　立ち上る熱気に近づけず、麻里は声をかけた。

「怪け我がはありませんか？」

　ああ、と答えてくる。だがなぜか、東哉の表ひよう情じようが厳きびしい。見たところ傷はないようだが。見たところ──

　はっとして、麻里は顔をそらした。

「本家に連れん絡らくを入れました。すぐに処しよ理り班はんが来ます。その前に、東哉」

「ん？」

「店なかに入りましょう。着る物を用意します」

　それで東哉は気がついたようだった。おお、と声を上げ、表情を和やわらげる。

「悪い、頼たのむ。それよりさっきは助かった」

「礼ならば〈摩ま利り王おう〉に」

　傍かたわらに寄より添そっている守しゆ護ご獣じゆうに手をかける。見た目は狼おおかみのようだが、体毛はほとんどが漆しつ黒こくで、足先だけが白い。さきほど東哉に巻まきついた【怪異】に一撃を加えたのは、この〈摩利王〉だった。東哉がふむ、と頷うなずく。

「ああ、マリオか。ありがとよ。今日は色違いの弟はどうした？」

「なんですかそれは」眉まゆをひそめる。

「〈摩ま利り王おう〉です。間違えないでください」

「だからマリオだろ。あとでキノコやるからな。好きだろ？」

「食べません」

　極力東哉のほうを見ないようにして、麻里は足早に喫きつ茶さ店へ戻った。







　　　第五章　トウヤのホムラ







　それがあったのは、いつのことか──

　空は赤く焼け、大地は黒く焦こげ、水も緑もなく、音もない。

　多くの屍しかばね。異形の死骸、人の死体。無数に折り重なったそれが、視し界かいの果てまで続いている。

　彼は小高い丘の上から、その光景を見つめた。

　周りには誰もいない。すべてを滅ほろぼしたが、こちらも滅ぼされた。自分ももう永くはない。身体からだのあちこちから流れる血は、すでに勢いきおいを失いつつある。初めから陣じんの先頭に立ち、誰よりも勇ゆう猛もうに戦いつづけ、狂きよう猛もうに殺しつづけたが……血を流しすぎた。

　死を思っても、なんの感かん慨がいもない。ぼんやりとかすんだ意い識しきには、奇き妙みような充じゆう足そく感があった。視線の遥はるか先、それを眺ながめる。

　巨きよ大だいな、あまりに巨大な神の遺い骸がい。あれほど力に満ち、暴ぼう威いを揮ふるったその体たい軀くも、いまでは長く延のびて地に伏ふせ、動かない。人は死ぬ。だが神は滅んだりしない。神は去り、姿すがたを隠かくすだけだ。いずれまた戻もどる。その時が来れば。

　だがそれは、その時までは戻ってこないということだ。この先どれほどの時がこの地に流れるのかは分からないが、それが繁はん栄えいと祝福に彩いろどられればよいと思う。──自分には、それを見ることは適かなわないが。

　力が抜ぬける。ぐらりとよろめき、彼は倒たおれた。小高い丘の上。かつての仲間と、眷けん族ぞくが積みあがってできた丘。その一部になるのだと思うと、心ここ地ちよい。いよいよ自分も、神かみ去さるときが来たらしい。

　最後に動かない神の姿を瞳ひとみに映うつして、彼は瞼まぶたを閉とじた。眠ねむりが訪おとずれ、鼓こ動どうが止まる。




　やがて空から、白いものが降ふり始めた。横たわるすべてのものに降り積む、純じゆん白ぱくの灰はい。灰はいつまでも降り続き、何もかもを覆おおい尽つくしていく。

　それは、葦あし原はらがまだ葦原と呼よばれる前の記き憶おく。




　　　　※




　本家に向かう車内で、東とう哉やは移うつり変わる景色を見るともなしに見つめていた。瞳に景色は映っているが、見えてはいない。

　麻ま里りはその隣となりで、誠せい慈じから渡されたデータを読みつづけていた。全体像が把は握あくできるにつれて、徐じよ々じよにその表情が硬かたくなっていく。眼まな差ざしがきつくなり、薄うすい唇くちびるが引き締しめられ、白はく皙せきの顔はさらに色を失う。

（これは……）

「なんか分かったか」

　外を見たまま、東哉が言う。すでに表情からは険けわしさが抜けていたが、代わりに冷れい徹てつで無む慈じ悲ひな殺意が滲にじんでいた。冷れい房ぼうのせいではなく、寒気を覚える。

　ただ、恰かつ好こうはどうにも情なさけない。着ているものは喫きつ茶さ店てんで借りた制せい服ふくで、彼にはサイズが合っていなかった。上着はともかくズボンの丈たけが足りない。足も裸足はだしだ。本家に戻ったら、まずは服ふく装そうを整えさせなければ……と思うが、一方で、そもそも彼が『装よそおう』必要などあるのだろうかとも思う。

　ともあれ、麻里は首を振った。

「──いいえ。いろいろと興きよう味み深ぶかい内ない容ようではありますが、さしあたりは読み通してしまわなければなんとも言えません」

「そうか、早くしたほうがいいぞ」

　ぽつりと呟つぶやく声には、不気味な響ひびきがあった。言われて膝ひざの上のパソコンに視線を落としかけるが──思い切って聞いてみる。

「東哉。さきほどの【怪かい異い】のことですが」

「うん？」

「なにかあったのですか？……その、様子が違ちがって見えるもので」

「ああ──」

　東哉は窓の外から視線を戻すと、それを麻里の膝に乗ったパソコンに向けた。口を開きかけ──首を振る。

「いろいろとな、分かった。思い出したというか……俺の記憶じゃないんだが」

　眉み間けんを揉もむ。どことなく苛いらついた仕草だった。

「ま、先に読んじまえよ。説明してやってもいいけど、俺おれもなんて言ったらいいのかよく分からん。それに自分で見ないと信じないだろ、おまえ」

　にやりと、顔の表情だけで笑う。

「アンニュイに見えるのは、全部見られてショックを受けてるからだ。我われながら最近サービス良すぎ」

「……からかわないでください」

　思い出してしまい、すこし声がきつくなった。東哉は短く笑って、また外を向く。笑えみも消える。

　車が見み慣なれた道に入った。本家までは一〇分もない。すでに莉り柘つにも連れん絡らくを入れ、今日の探たん索さくを打ち切って本家へ戻るよう伝えてある。この古文書の内容が正しければ、探索に労力をかける必要もない。東哉のことがあったために今日は探索の指し揮きを任まかせていたのだが、無線が通じてよかった。あまりに深く入り込んでいたら連絡がつかなかったところだ。

　いまのペースだと、読み終わるにはもう少しかかる。誠慈に聞いてみることも考えるが、すぐに改める。たしかに彼ならこれを読み終え、理り解かいもしているだろうが、必ずしも正確に伝えてくれるとは限かぎらない。それに東哉の言うとおり、麻里は結局、自分で見たものしか信じないのだ。

　文書の内容は、古い伝でん承しようだった。葦原と、その周辺地ち域いきの歴史を朗ろう誦しようの形で伝えたものだ。そこには、葦原の──〈船ふな津つ〉には残っていないこの地の変へん遷せんが描えがかれていた。

　それによれば、〈天あま津つ〉の一族は〈船津〉がこの地を訪おとずれ、戦いになる前に、大きな戦せん渦かに巻まき込こまれていたらしい。すでに定まっていた主神・阿ア須ス迦カ鳥トリ多タ訶カノ神カミ──東哉の神体──へ、どこからともなく顕あらわれた別の神が戦いをしかけてきたのだ。

　二ふた柱はしらの神は、〈天津〉の信しん仰こうにおける神の首しゆ座ざをかけて戦った。双そう方ほうが眷けん族ぞくを動員して相争い、〈天津〉もそれに加わった。〈天津〉からすればすでに彼らが崇あがめる神は一柱であり、新しく顕われた神などそれこそ邪じや神しんでしかなかった。

　長く激はげしい戦せん闘とうの末に阿須迦鳥多訶が相手を打ち倒し、勝利を収おさめたものの、〈天津〉はほぼ壊かい滅めつと言っていい打だ撃げきを受けた。阿須迦鳥多訶も傷きずつき、人々の前から姿を消した。〈天津〉は衰すい退たいし、その回かい復ふくもおぼつかない頃ころ、海の向こうから新しい人々がやってきた。彼らは抗あらがう力も残っていない〈天津〉の人々をやすやすと平定し、そこを治めるようになった。彼らを酷こく使しして焼けた大地に水を引き、緑を育て、やがてここは葦あしのめぐる水の地となった……。

　というのが、事じ態たいのおおまかなあらましらしい。〈船津〉の起き源げんに関かかわるたいへんな資し料りようだ。これが事実であるとすれば、なるほど、これではこの話が〈船津〉に残っているはずがない。

　ただ、ここには新しく顕われ、阿須迦鳥多訶に挑いどんだという神のことについてほとんど記き述じゆつがない。どうやらかなり強大な神だったようだが、その外見や能のう力りよく、性せい格かくについての描びよう写しやがない。どこかその姿について記すのを意図的に避さけたようなふしがある。もちろん、その名も残っていない。まだ目を通していない部分に書かれているのだろうか。

　文書ファイルには古文書を書き写したものと、誠慈のものだろう解かい釈しやくが備そなわっていたが、そこにもこの神についての考察はない。いや──

「──？」

　スクロールしていくと、文書の末まつ尾びに『神しん域いき』の文字がある。一語だけ唐とう突とつに置かれたその単語にはなんの説明もなく、そこで文書は途と切ぎれている。

　なにか意味があるのか？　もちろんあるだろう。麻里の知る限かぎり、誠慈は無む駄だなこと、無意味なことに手間をかけたりしない。どれだけ何気ないように思える行こう為いでも、そこには必ずなんらかの意図が込められている。であれば、これが無意味なはずがない。だが、これは一体……？

　麻里が解答に辿たどり着く前に、車が本家に到とう着ちやくした。吉村がその旨むねを言い、駆かけ下りてドアを開ける。麻里は頭かぶりを振るとパソコンを閉とじ、車を降おりた。

「──あ、麻里ちゃん」

　本家の玄げん関かん先で、莉柘が待っていた。いつもの巫み女こ装しよう束ぞくで、手を振って駆け寄ってくる。

「【怪異】が出たらしいけど、だいじょうぶ？」

「問題ありません。東哉が仕し留とめました」

「へー。こいつもちょっとは使えるようになった──って、」東哉をじとっと見つめる。

「……なんでそんな恰好してるの？」

「見て分かれ」

　とりあわず、東哉はさっさと離はなれへ向かった。後ろで二人が『ねえ、あれってまさか……』『ええ、まあ……』とか囁ささやきあっているが、気にしない。それどころではない。

　離れの垣かき根ねのところで、芳よし樹きが腕うでを組んで立っていた。相変わらず【暮くれ羽は黒ぐろ】を持ったままだ。東哉の服装を眺ながめて片かた眉まゆを上げたが、こちらは何も言ってこなかった。




「着き替がえる」と言い残して、東哉は別室に消えた。

　東哉が身み支じ度たくを整える間に、麻里は二人に説明を済すませた。誠慈のことは曖あい昧まいにして、〈船津〉が訪れる前の葦原で起きたらしいことを話す。

　聞き終えて、莉柘は感かん歎たんしたように腕を組んだ。

「そんなことがあったんだ……じゃあ、『お山』が鳴ってるのはそいつのせいってこと？

　死んだ──一度は消えた神様が戻ってこようとしてるの？」

「おそらくは。もしもそれが再び目覚めた場合、穏おん便びんにことが運ぶとは思えません」

　阿須迦鳥多訶と戦い、この地を灰かい燼じんに帰した神だ。相手が〈船津〉だからといって好意的になる理由はないだろう。今度こそ葦原に君くん臨りんしようとすると考えた方が自然だ。

「それで、そいつはやっぱりお山のどこかにいるの？」

「そう考えられます。ただ、具体的な場所までは。東哉は心当たりがあるようですが」

「そりゃ、宿しゆく敵てきの居い場ば所しよだもんねえ。そっか、あいつに案内させればいいか」

「行くのはいいが、けっこうかかるぞ」

　声がして、東哉が入ってきた。着替えたついでに汗あせも流したのか、髪かみが湿しめっている。麻里が淹いれておいた茶を取ると、ひと息に飲のみ干ほす。

「それと、悪いが時間がない。いますぐ出発しなけりゃならん」

「ちょっと」莉柘が口を尖とがらせる。

「それって急すぎるわよ。いろいろ準じゆん備びしなくちゃなんないし、今から行ったんじゃ着くのに夜になっちゃうじゃない」

「〈遁とん甲こう〉を使えばいい。芳樹は神域の手前までは俺が運んでやる。どうせ少数精せい鋭えいでいくしかない。つまりこの面子メンツだな。ほかの奴やつらは連れて行っても死ぬだけだし、なによりほんとに時間がないらしい」

「先ほどの【怪異】のことですか。一体、何があったのです？　『思い出した』とは？」

「【怪異】か」東哉は目を閉じた。眉間に皺しわが寄よる。

「それよりふさわしい呼び方がある。【眷けん族ぞく】だ」

「……では」

「あいつは、ご主人様がお目覚めなのを察した先さき触ぶれみたいなもんだ。やりあって分かった。なんでか知らんが──俺にはそれが分かる」

　東哉はすぐにも発たとうとするそぶりを見せた。麻里がそれを止める。

「待ってください。それより、かつて阿須迦鳥多訶神と戦ったという『神』とはなんなのですか？　名前はともかく、能力もなにも知らずにいては備えようがありません」

「誠慈はなにか書いてなかったか？」

「ええ……『神域』とはありましたが、それがなんなのかまでは」

　東哉は笑った。『あいつめ』と顔を顰しかめる。

「だから、いつだったかおまえが言ったとおりだよ。名前は大事だ。でもって神域の──山の名前は？」

　草くさ那な藝ぎ山やま、と答えようとして、麻里ははっとした。

「つまり、どういうことよ？」莉柘は首を傾げている。芳樹も同じだ。

「クサナギと聞けば通常は草クサ薙ナギノ剣ツルギを連想しますが──古語において、『クサ』あるいは『クシ』の音は『甚はなはだしいこと』や『奇き妙みような』という意味です。また『ナギ』とは『蛇』のこと。その意味で捉とらえるなら『草那藝』とは『獰どう猛もうな蛇』または『奇妙な蛇』の意味。先ほどの【眷族】が人じん面めん蛇じや身しんだったことを考えれば、間違いありません。蛇じや神しんの類たぐいです」

「そういうこと。たしかあいつ、あの時はあの辺りで死んだはずだ。そもそも〈船津〉があそこを一族の霊れい山ざんにしたのも、そのあたりの理由からだろ」

「──じゃ、なにか？　その蛇神を神域に封じたんじゃなくて、蛇神がいたから、そこを神域にしたってのか？」

「時じ制せいからするとそうなるな。細かいことは分からんが、寝てる間に船津の氏神を置いて、そのまま封じようとしたって所だろ。ああ、ちなみに俺と同じく火神らしい。葦原が焼けちまうわけだな」

　東哉は肩をすくめた。




　　　　※




　朱しゆ塗ぬりの大鳥とり居いから一歩踏ふみ込むと、周囲の空気がのしかかってきた。もといた社やしろに似にた不ふ快かい感があるが、ここのはそれより遥かにきつい。自分が異い物ぶつであることを改めて意い識しきしながら、その方向を目指して歩を進める。

　草那藝山は深い。葦原でもっとも高い山というだけでなく、植しよく生せいが豊ゆたかで人の手が入っていないために緑の密みつ度どが濃こいのだ。まだ日中だが、山は薄うす暗ぐらくすらあった。

　神事のために入り口までは道があるが、あとはまったくの山中となる。並ならんで歩くこともできず、先頭を東哉、続いて芳樹、麻里、しんがりを莉柘の順で進む。ちなみに麻里は和服のままだ。山歩きなどできるはずもないいでたちだが──彼女は歩いていない。〈摩ま利り王おう〉を喚よび出して、その背せに横よこ座ずわりしている。楽そうだ。いつぞやの【怪異】のときも、こうして移い動どうしていたらしい。

　神域の内部では、鳴動はさらに激はげしかった。ほとんど山全体が鳴り響いているようで、それも不快感を助長させる。

（──けっこうきついな。やれるか？）

　五分も歩くと、じわりと汗が滲にじんできた。入ってみて分かったが、ここは火が弱い。手足に枷かせをつけられたような気分だった。間に合えばいいが、もし戦せん闘とうになると思う通りに身体からだが動かないかもしれない。

「……っと、そうだ」

　東哉はポケットに手を突っ込むと、後ろを振り返った。

「おい、これ一個こずつ持っとけ」

　芳樹にそれを渡わたす。受け取って芳樹は不思議そうな顔をした。言われるまま後ろに回す。

「……なんだこれ？」

「わー、きれい」

　真しん珠じゆほどの大きさの、澄すんだ紅こう玉ぎよくだった。東哉の胸むねに嵌はまっているものと似たような色合いだが、こちらのほうが赤がきつい。

「お守りだ。火を防ふせぐ。【眷けん族ぞく】が火を吐はいてたからな、また出くわしたときの用心だ」

「へー……何でできてるんだ？　ルビーか？」芳樹が日に透すかしながら尋たずねる。

「俺の血だ。滅めつ多たに手に入るもんじゃないぞ」

「……マジ？」

「べつに汚きたなくない。莉柘、そんな顔するな。要いらなきゃ捨すてろ」

「そこまでしないわよ。──まあ、もらっとく」

　一いつ瞬しゆん嫌いやそうな顔をした莉柘だが、ごそごそとそれをしまった。麻里は何も言わず懐ふところに入れる。しばらくして、手の上で紅玉を転がしていた芳樹が、なあ、と声をかけてきた。

「これ、どのくらいまで防いでくれるんだ？」

「そうだな……」

　足を止め、東哉は振り向いた。莉柘はもちろん気づいている。〈摩利王〉が低く唸うなり始め、麻里がその背を撫なでた。

「ま、実地で試ためしてみたら？」

　芳樹が何か言う前に、横手から炎ほのおが噴ふき付けてきた。

「うおっ!?」

　とっさに【暮羽黒】を振るって炎を切り裂さく。殺しきれない火勢が頰ほおを撫なでたが、熱くない。木々の向こうから【怪かい異い】──いや、【眷族】が顔を出した。さきほど海岸に出たものと同じ姿すがただ。

「なるほど、こりゃ便利だ！」

「お出で迎むかえってわけね。いっちょ潰つぶしますか。みんなは手出さなくていいよ」

　莉柘がぱきぱき指を鳴らす。その音が合図のように、【眷族】が飛び掛かかってきた。

　下草の茂しげった斜しや面めんのことで足場は悪いが、木々のおかげで【眷族】も思うようには飛び回れない。どうしても動きが制せい限げんされ、直線的になってしまう。スピードが乗る前に莉柘は接せつ近きん、革グローブの右みぎ拳こぶしを突つき出した。

「はあっ！」

　バヅンッ！　と音が響く。殴おう打だというより、破は裂れつしたような音だった。一撃で【眷族】が傾かしぐ。莉柘は一気に間合いを詰つめ、左右の拳を連続して叩たたき込こんだ。打撃に圧おされ、【眷族】が後こう退たいする。自分の距きよ離りを保たもってさらに攻こう撃げき。

【眷族】が炎を吐く。苦し紛まぎれで狙ねらいが甘あまい。やすやすとかわし、跳ちよう躍やくする。両手を重ねて力を込め、落下の勢いきおいを加えて殴なぐりつける。轟ごう音おんを立てて【眷族】の顔が地面に埋うまった。一撃しようとした尾おは片かた手てで受け止められる。

　──ギ、ギギ……

「悪いけどちんたらやってらんないの。──さよなら」

　首の付け根に手刀を突き込むと、【眷族】は一声咆ほえて散った。燃もえることなく灰はいと化し、見る間に解とけて消える。

　莉柘は気負うこともなく両手を払はらった。『じゃ、行きましょうか』と歩き出す。頷うなずいて歩き出してから、東哉は芳樹とこそこそ話した。

「そういや、あいつがやるところ初めて見た」「すげえよな。いっつもああなんだよ。出る幕まくないし」「俺おれなんかけっこう苦戦したのに」「俺、あの人が前に【怪異】をブン投げたところ見たことがある」「にしてもなんだあの力。あいつ鬼おにか？」

「聞こえてるわよ」

　後ろから声が飛んできて、二人は黙だまった。

「あたしの〈力〉はね、みんなが助けてくれるからできてるもんなの。あんたは自分の力だけでやってるから大したことないのよ。この鈍どん感かん野や郎ろう」

「『みんな』って誰だよ？」

「みんなはみんなよ」分からないことを言う。代わりに麻里が口を開いた。

「莉柘が言っているのは、森しん羅ら万ばん象しように宿り、司つかさどる神々のことです。術じゆつを使う必要もなく、莉柘はかれらを自動的に味方にすることができます。これにより腕わん力りよくは増まし、攻撃は受け付けず、体力は無む尽じん蔵ぞうに湧わき上がり、なによりとても『運が良く』なります。これは莉柘の生得的な体たい質しつで、他者には真ま似ねができません」

「へー……ってことは、あれ？　【怪異】の攻撃も？」

「そうなります。かれらは打撃や熱にかかわらず、『莉柘にとって不利な効こう果か』を伝えることを拒こばみますから。とはいえ、多少は通ってしまうようですが」

「ま、愛されてる人の違いってヤツかしら？　どっかのイチビリとは大違い」

　からからと笑う。皮肉を言う気にもなれず、東哉は『ああ、そう……』と頷いた。前を向いて、黙って歩き出す。だったら俺、いなくてもいいんじゃ、という言葉は吞み込んだ。

　それから三度ほど【眷族】とのエンカウントがあったが、苦もなく莉柘が片付ける。東哉はますます黙って、ただ足を運びつづけた。




　炎の中、身を丸めながら、【かれ】は敵てきの接近を感じていた。もう少し、あとほんの少しで、身体からだが固まり、ここから飛び立つことができる。それはいままで過すぎた時間からすればほんのまたたきほどの猶ゆう予よだったが、敵はすぐそばまで近づいていた。まだ殻からを破やぶられるわけにはいかない。柔やわらかい皮ひ膚ふが破れ、せっかく溜ためた力が流れ出してしまう。周囲には、主の再さい臨りんを待ち望む【眷けん族ぞく】がひしめいていた。それらを差し向けてはいるが、足止めの効果もあまりない。

　仕方がない。【かれ】はまだぎこちない身体にほんの少し無理をさせることにした。




「──ん？」

　莉柘が五体目の【眷族】を灰にしたとき、東哉はふと、奇き妙みような感覚にとらわれた。足元からなにかがせり上がってくるような、両りよう膝ひざが頼たよりなくなるような。神しん域いきの結界のせいかと一瞬疑うたがうが、それはやがて体感に変わった。背後を振り返ると、ほかの者もそれを感じているようで、そろって怪け訝げんな顔をしている（ただし麻里は無表情。代わりに〈摩利王〉がそわそわする）。唸うなるような遠鳴りが聞こえ、見る間に梢こずえが震ふるえはじめる。これは──

「──地じ震しん!?」

　直後、突き上げるような振しん動どうが四人を襲おそった。地表が裂け、岩が砕くだけ、木々が音を立てて倒れる。立っていられず、三人は膝を着いた。〈摩利王〉は軽く浮うき上がり、まずは東哉を拾い上げようとして──

　地面が崩くずれた。

　斜しや面めんが丸ごと、音を立ててごっそりとずれる。足を動かしているわけでもないのに、身体が斜面を下り始める。バランスを崩して東哉は転んだ。その上に土ど砂しやが覆おおい被かぶさり、共に転がり落ちてゆく。とっさに頭を抱かかえてかばい、目を閉とじる。

「東哉！」

　麻里の声がみるみる遠くなる。芳樹や莉柘も同じく何かを叫さけぼうとして、続く轟音にかき消される。足あし元もとの地面が割れ、噴き上がった土砂に三人は弾はじき飛ばされた。




　節々の痛いたみに呻うめいて身体を起こし、頭を振る。しばらく気を失っていたようだ。芳樹は泥どろだらけの顔をぬぐって、あたりを見回した。

　すぐ近くに沢さわがあるようで、軽い水音がしていた。誰もいない。どうやらはぐれてしまったらしい。【暮羽黒】はしっかりと握にぎったままだったのが不幸中の幸いだ。上を見上げると、かなり急な傾けい斜しやになっていて、ここまで滑すべり落ちてきたらしい跡あとがついている。

「さて、どうやって登ったもんかな。……迂う回かいするしかないか？」

　腕を組んで、芳樹はあたりをもう一度見回した。斜面はいくつかの立ち木が見えたが、あれを手がかりに登れるほど、たやすい斜面ではなさそうだった。ほとんど崖がけだ。

　ふと、背はい後ごに気配を感じる。おそるおそる振り返ってみると、そこに予想通りの姿があった。宙ちゆうに舞まう三体の【眷族】。三方から取り囲むようにして、距きよ離りを詰つめてくる。

「……やるしかないか」

【暮羽黒】を構かまえる。周囲の【眷族】が一いつ斉せいに口を開き、炎ほのおを吹ふき出した。




「うー、いてて……」

　頭を押さえて起き上がる。服の泥を払うと、莉柘は顔を顰しかめて上を見上げた。三メートルほど上に丸く開いた穴あなから、空が見える。

　吹き飛ばされ、空中に投げ出されたところで同じく飛んできた石に頭をぶつけた以外は、これといった怪け我がはない。その部分に触ふれてみると小さくこぶができていたが、これは軽く済すんだ方だろう。なにせ石は大きさが莉柘と同じくらいあった。向こうは真っ二つに割れてしまったから、勢いきおいだって相当なものだ。まったく丈じよう夫ぶでよかった。くらくらする頭に活かつを入れて空中で体たい勢せいを立て直し、地表へ。ちょうど地面に丸く開いた穴に落ちて三メートルぶん長く落ちてしまったが、底には木の葉が深く積もって衝しよう撃げきを和やわらげてくれた。着地の瞬しゆん間かんに見回したところでは周囲は岩ばかりだったから、まあラッキーだろう。いつものことだが。

　足元を確たしかめると、落下の際さいにクッションになってくれた木の葉は足首まで包んでいた。しっかりと堅い地面ならともかく、これでは跳とび上がるのは難むずかしそうだ。少し考えて、莉柘は穴の内うち壁かべに両手を突っ張った。ひょいと壁に足をかけてふんばり、身体からだを持ち上げる。そのままじりじりと手足を動かし、上へ向かう。

　ほどなく穴の縁ふちに到とう達たつ。身体を引き上げ、両手を払う。あたりは苔こけむした岩がごろごろ転がっていた。手近なひとつに登って周囲を見渡してみるが、人ひと影かげはない。

「麻里ちゃん、だいじょうぶかな……？」

　一気に土砂が噴き上げてくれたおかげで、手を伸のばす暇ひまもなかった。まあ〈摩利王〉もついているし、麻里のことだから平気だろうとは思うが、それでも気になる。早いところ合流しなければ、と岩を降りかけて、莉柘は動きを止めた。

「しつこいのね。敵かなわないって分かんないのかしら」

　十体近い【眷族】が、空の向こうからこちらへ飛ひ翔しようしてくる。

（あれだけの数が一いつ緒しよに来るってことは、あっちになんかあるってことよね）

　拳こぶしを固め、莉柘は叫さけんだ。

「まとめて相手してやるわ、かかってらっしゃい！」




　身体を柔やわらかく揺ゆさぶられ、東哉はとっさにそれを払いのけた。意い識しきが一瞬で覚かく醒せいし、叫ぶ。

「触さわるな！」

　自分の叫び声に驚おどろいて、目を開く。傍かたわらに麻里の姿があった。〈摩利王〉も控ひかえている。麻里は着物の裾すそや袖そでが汚よごれているものの、怪我はないようだった。目を見開いて、左手で右手を押さえている。その手首が赤くなっているのを見て、東哉ははっと目をそらした。

「……寝ねてたか。悪い」

「──いえ、わたしもうっかりしていました。触れられるのは嫌きらいなのでしたね」

　それには答えず、東哉は首を振って起き上がった。あちこちが鈍にぶく痛むが、どうということはない。なんとなくあたりを見回してみるが、土と地ち勘かんのない彼にはどこだか見当もつかなかった。

「──ここは？」

「おそらく、山の北東のあたりです。あれから莉柘たちともはぐれてしまいましたが、大事はないでしょう。立てますか？」

　頷うなずいて、すっと立ち上がる。身体が重いのは変わらない。ただ、不ふ快かい感のなかに別の波動が混まざり始めた。どこか心を搔かき立てるような、この感かん触しよくは──

「麻里、俺はどのくらい寝てた？」

「貴方あなたが落ちてから一〇分ほどです」

「そうか……すまんが時間がない。あいつらを探さがすのは後回しだ。〈摩利王〉に乗せてくれ。方向は指し示じする」

　麻里は〈摩利王〉を見つめたが、〈摩利王〉に否いなやはなさそうだった。

「ありがとな」

　こちらを見上げる〈摩利王〉を撫なでる。嫌がることはないが、尻尾しつぽを振ったりはしなかった。ぐっと胸むねを張はって東哉に澄すんだ瞳ひとみを向ける。主人と同じく、賢かしこそうな瞳だ。

「じゃあ頼たのむ」

〈摩利王〉に跨またがる。麻里は前に腰こし掛かけ、〈摩利王〉の肩かたに手をやる。走り始めると音もなく、〈摩利王〉が浮うかび上がった。梢こずえを越こえて舞まい上がり、かなりの速度で宙ちゆうを疾はしるが、ほとんど揺ゆれもしない。風の流れもゆるやかだった。

　行く先を示しめす東哉の鼻を、ふと芳ほう香こうがくすぐった。かすかな白檀サンダルウツドの香かおり。目の前にいる麻里からだ。そろえた髪かみが風に揺れ、白い襟えり足あしがのぞく。眩まぶしさを感じて、東哉は目を伏せた。払いのけた時の感触が手に残っている。悪いことをしたとは思ったが、きちんと謝あやまる機会を逃のがした。

　東哉は誰であれ、触れられるのが苦手だった。特に女じよ性せいは駄だ目めだ。それが近づいてくると、あの夜の母の掌てのひらの感触がよみがえってくる。薄うすく柔らかい掌と、それによって押し込まれた硬かたい石の記き憶おくがほとんど実感として再さい現げんされ、たまらない不快感に襲おそわれるのだ。どうにかした方がいいとは思うのだが、解かい消しよう法ほうなど思い当たるはずがなかった。

　いや、と首を振る。トラウマの話などどうでもいい。今は急がなければ。

　ほどなく、〈摩利王〉の速度が落ちた。なにかの一線を越えた途と端たん、頰ほおにあたる風が熱気を孕はらみ、一瞬前には見えなかった光景が眼がん下かに広がる。麻里が息を飲んだ。

「なんてこと……」

　それは、巨きよ大だいな坩る堝つぼだった。緑の濃こい草那藝山が、そこだけは赤茶けた地じ肌はだを覗のぞかせている。円形のクレーター状じように抉えぐれた大地の底では、溶よう岩がんが煮にえ立っていた。すさまじい熱気が押し寄せてくる。周囲には数体の【眷けん族ぞく】。

「そうか、ここは言うなればあいつの〈神域〉なんだ。道理で見つからないわけだな」

「──東哉、あそこを」

　麻里が指差す。見ると、沸わき立つ溶岩になかば隠かくれて何かが見える。あれは──

「……卵たまご、か？」

　はっきりしないが、白熱した塊かたまりが溶岩の飛沫しぶきを浴びて蒸じよう気きを上げている。降こう下かしようとする〈摩利王〉に、【眷族】が気づいた。そろって牙きばを剝むき、飛来する。

　ここでは身動きが取れない。転進しようとした麻里を、東哉は止めた。両手に力を込め、

「ここも他人の家ではあるが……まだしも俺寄りだ」

　飛び降りる。

　地表まで約二〇メートル。麻里が声を上げるが止まりようがない。先に向かってきた【眷族】と、空中で交こう錯さくする。両手に炎で『槍やり』を生み出し、一いつ閃せん。二体の【眷族】が頭部を割わられ、消しよう滅めつした。そのまま落下し、着地。

　地表はさらに熱かった。すぐ傍そばで溶岩が音を立てている。その中にある塊を横目で睨にらみながら、上を見上げる。【眷族】が三体向かってきていた。一体が麻里の方へ向かうのを視し界かいの端はしに見ながら──麻里ならどうにかするだろう──足を踏ふん張ばる。

「来いやぁっ！」

　降るように飛来しながら【眷族】が炎ほのおを吐はいた。まともに浴びるが熱さすら感じない。手の『槍』を投げ打ち、一体の眉み間けんを貫つらぬく。悲鳴も上げず、そいつは灰はいに。残る二体は左右から襲おそい掛かかってくる。

　激げき突とつ。二体の重量を、東哉はそれぞれ片かた手てで受け止めた。東哉を嚙かみ砕くだこうと牙を鳴らす【眷族】の顔面に指を食い込ませながら、告げてやる。

「悪いけどな。俺おれ、かなりやる気になってんだ。おまえたちのやり方さえ知ってれば、どうってことない」

　ゼロ距きよ離りで両手に〈力〉を込める。閃光が走り、爆ばく発はつ、炎えん上じよう。悲鳴が吹き散らされ、消える。見上げると、もう一体の【眷族】に麻里がとどめをさすところだった。〈摩利王〉に咽の喉どを喰いちぎられ、空中で灰になる。

　すうっと〈摩利王〉が降りてきた。麻里はその背せから降りるが、東哉の──溶岩の近くまでは来られないようで、袖そでで顔を庇かばっている。

「どうですか？」

　東哉は無言で、下がるよう身振りで示しめした。穴あなの縁ふちから覗のぞき込み、それを睨む。

　睨み返してきた。

　白熱はさらに高まり、輝かがやきとなって周囲を照らしている。溶岩を上回る熱量が押し寄せてきた。どくん、どくんという拍はく動どうを肌はだに感じる。周囲に満ちた〈力〉の気配が一気に膨ふくらみ、草那藝山を吞のみ込んでゆく。

「……遅おそかったか」一〇分、あの一〇分が足りなかった。振り向いて叫ぶ。

「麻里、逃にげろ！」

　語ご尾びに爆発が重なった。




「うおらっ！」

　最後の【眷族】に穂ほ先さきを突き入れて、ひねる。苦く悶もんの声を上げ、【眷族】は滅ほろんだ。

「ふう……」

　額ひたいの汗あせと、こめかみの血を拭ぬぐう。三体を同時に相手するのは骨ほねが折れたが、どうにか片付けることができた。傷きずは負ったが、いずれも軽い。東哉からもらった紅こう玉ぎよくが役に立った。【眷族】の炎を完かん璧ぺきに防ふせいでくれた。

「けっこうきつかったな。莉柘さんはなんであんな簡かん単たんに……あれ？」

　眩まばゆさを感じて、芳樹はそちらを振り仰あおいだ。山さん頂ちように近いあたりで火柱が上がっている。

　その中から立ち上る、光り輝かがやき、うねる巨きよ大だいななにか。

「なんだよ、ありゃ……」

　その光景に見入り、芳樹は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。




　同どう刻こく、すでに【眷族】を屠ほふり、飛んできた方向へ駆かけ出していた莉柘も、それを認みとめた。一瞬足を止め、すぐに駆け出す。

「麻里ちゃん……！」




　噴ふき上がった溶岩をいくらか浴びたが、どうということもない。服も焼けなかった。衝しよう撃げきに弾はじき飛ばされそうになりながら、踏みとどまる。目の前で激しくうねる光の柱に、圧あつ倒とうされそうになりながら──同時に心のどこかで、歓かん喜きの声が上がるのを感じる。

　柱には幾いく万まんの鱗うろこが輝き、そのひとつひとつが力に満ち満ちている。光は天を目指して駆け上がり、そして──戻ってくる。

　純じゆん白ぱくの蛇じや体たい。かつて葦原の地を焼け野原にした、古代の【神】。

　それは二つの頭と二つの尾を持つ、巨大な白蛇だった。

　はるかな頭上を見上げると、こちらを見下ろす両りよう眼がんがあった。二対、四つの瞳ひとみ。どこまでも紅あかい──だがいつかの【怪かい異い】のように濁にごってはいない──透とう明めいな瞳。

　──かあぁぁぁああああ……

　大気が震ふるえる。何かを激しく擦こすり合わせるような音。それが【蛇じや神しん】の咽の喉どの奥おくから響ひびいてくると気づいて、東哉は背後を振り返った。〈摩利王〉に庇かばわれながら、麻里がその姿すがたを見上げている。言われたとおり距きよ離りを置いたようだが、あれでは足りない。

「なにやってんだ、逃げろ！」

　怒ど鳴なって、手を振る。麻里ははっと気づいたが、間に合わない。顎あぎとが開き、炎が降りかかってきた。

「くそッ！」

　左足を引き、腰を落とし、背筋を引き絞しぼる。満身に力を漲みなぎらせ、解とき放つ。眼前に生じた光球が麻里に向けて飛ぶ。あやまたず〈摩利王〉ごと包み込むと、光球は激しく明滅した。そこに【蛇神】の炎が降りかかる。

　自身はまともに浴びて、東哉は低く悲鳴を上げた。両腕を掲かかげて庇うが、ほとんど意味がない。溶岩を浴びてもびくともしない皮ひ膚ふが炙あぶられ、髪かみがチリチリと焦げる。足元でみるまに地面が泡あわ立だっていった。

「……熱アチッ……！」

　熱波が過すぎる。視界が晴れて見ると、光球は消えて麻里は〈摩利王〉にもたれかかっていた。見たところ、怪け我がはないようだが。

　二波が来る前に駆け寄る。麻里は胸むねを押さえ、荒あらい息をついていた。「やられたか？」尋たずねると、首を振る。

「熱で……息が詰まった……だけです。助かりました──」

「そうか。悪いが二度は防げん。おまえは下がれ。〈摩利王〉、いけるか？」

　周囲で次々と【眷けん族ぞく】が生まれ、取り巻まいてくる。完全に包囲される前に麻里を〈摩利王〉の背に乗せ、

「莉柘を呼よんでくれ。さすがに一人はきつい。あいつなら火も平気だろ」

「貴方あなたは？」麻里の問いに、肩かたをすくめる。

　円状に近づいてくる【眷族】の群むれをざっと指差して、「こいつらを皆みな殺ごろしにする」声が弾むのを、抑えることができない。

　麻里が頷くのを確かく認にんして、〈摩利王〉を放つ。来た時よりも荷物が少ないためか、〈摩利王〉は素す早ばやく跳とび上がり、【眷族】をかいくぐった。いくらもいかないうちに姿が消える。入ってきたときと逆ぎやくに、『外』に出たのだろう。

　それを見送ってから、東哉は【眷族】に向き直った。顔には笑み。心の底から楽しそうな笑顔が浮かんでいる。

【眷族】は周囲を取り囲みながら一体として向かってくるものはない。もちろん逃げることもしない。全員がその場に釘くぎ付づけになり、彼らにとっての死が一歩を踏み出すのを見つめる。

「聞いたな？」炙られたばかりの大気をさらに煮にえ立たせて、優やさしく告げる。

「ここで死ね。抵てい抗こうしていいぞ」

　東哉は地を蹴けった。




　斜しや面めんを駆け上がっていた莉柘は、行く手の空に見み慣なれた姿を認めて立ち止まった。

「──〈摩利王〉？……麻里ちゃん！」

　声を上げて手を振ると、〈摩利王〉が気づいて傍かたわらに降り立った。背には麻里がぐったりともたれている。

「どうしたの？　怪我した？　だいじょうぶ？」

「平気です。すこし──毒気も含ふくまれて……」

「毒？　それって……」

　どうしたらよいか分からず、とりあえず背中をさする。その手を押さえて、麻里が顔を上げた。

「莉柘、この上で東哉が戦っています。来てください。援えん護ごしないと──」

「援護？　あたしはいいけど、麻里ちゃんは休んだ方が……」

　最後まで言い切らず、莉柘は口をつぐんだ。意外なほど強い力で、麻里が手を握にぎってくる。

「今のままでは、東哉は勝てません。東哉を失えば、〈船津〉にあれと対たい峙じする決定力はもうないのです。ここで仕し留とめないと。ですから莉柘は、しばらく足止めしてください。その間にわたしが──」咽喉を鳴らして、息を整える。

「東哉の封ふう印いんを……解きます」

「えっ!?　や、それってまずいんじゃ──」

「お願いします。あれが復ふつ活かつする前ならともかく、もう他に手はないのです」

　真しん摯しな瞳ひとみで見つめられ、莉柘は詰まった。解き放たれた東哉が素す直なおに【蛇じや神しん】と戦うとは限かぎらない。東哉が〈船津〉を憎にくんでいることも知っている。下手をすれば、その足で葦原を焼き払おうとするかもしれないのだ。

　だが……。莉柘にとって、麻里の言葉はなにより優ゆう先せんする。麻里の肩を摑つかみ、頷うなずく。

「……分かった。案内して。〈摩利王〉、乗せて」




　生み出した炎に三体の【眷けん族ぞく】がまとめて吞のみ込まれ、消える。右手の剣けんを一振り、長く伸のびた灼しやく熱ねつの刀身が【眷族】の頭部を二つに斬きり飛ばす。背後から食いついてくるものには左の裏うら拳けんを叩たたき込み、足を回して蹴り飛ばす。

　群がる【眷族】を次々に消しよう滅めつさせながら、【蛇神】の尾おの一撃をやりすごす。巻き込まれた【眷族】がまとめて数体、消し飛ばされた。着地して間かん髪はつ入れずに跳び上がり、刀身を槍やり状じように伸ばして【蛇神】に斬り付ける。鱗うろこが数枚、弾けて飛んだ。

「硬かってえ！　なんでできてんだよ？」

　斬り付けた手に痺しびれを覚え、東哉は毒づいた。吹き付ける炎を伸ばしたままの槍を旋せん回かいさせて防ぐが、熱気が迫せまって顔を灼やく。その隙すきに迫った【眷族】を空いた左で薙なぎ払はらう。

（まずいかな……？）

　さきほどから徐じよ々じよに、息が上がってきていた。致ち命めい的な一撃を蒙こうむってはいないが、このままではジリ貧ひんだ。何度か攻撃を加えてはいるが、効きいたようには見えない。なにせ巨きよ大だいすぎる。比ひ喩ゆではなしに山ぐらいあった。

　加えて、ここはもはや【蛇じや神しん】の〈神しん域いき〉だ。大おほ水み那な津つ見みの神かみの〈神域〉はほとんどが吞み込まれ、入れ替かわっていた。どちらにせよ、ここでは東哉という異物は否いや応おうなしに力を殺そがれてしまう。ただでさえ胸の封印があるところにこれでは、とても勝利はおぼつかない。出力は上がっているが、到底足りなかった。

【眷族】の眉間に槍を突き込み、そのままさらに伸ばしてその後ろの一体を貫く。ふたつ並んで灰はいになったところに、別口が横から体当たりをしかけてきた。

　一瞬、息が詰まる。足を踏ん張り押し返して、

「がああっ！」

　そのまま潰つぶす。ふっ、と息をついたところで、膝ひざが緩ゆるんだ。動きの止まった東哉を、【蛇神】の尾が薙ぎ払った。

　──脳のう裏りで、なにか乾かわいたものが砕くだける音がした。

　宙を飛び樹じゆ木もくを砕き、岩に叩きつけられる。ぐっと【蛇神】が頭を下げ、間近に迫った。

（やられる……？）

　その瞬間、

「だありゃああああああああっ！」

　かけ声とともに突っ込んできた影かげが、【蛇神】を殴なぐり飛ばした。

　莉柘だった。一瞬怯ひるんだ【蛇神】の頭を逃にがさず、重い拳を弾だん幕まくのように撃うち込んでいく。【蛇神】の頭が退ひく。その様に東哉は口を歪ゆがめた。

（やっぱすげえわ、あいつ）

　朦もう朧ろうとした意い識しきで薄うすく笑う。近づいてきた足音が、傍かたわらに膝ひざを着いた。

「東哉、立てますか？」麻里だ。〈摩利王〉が近づく【眷族】を警けい戒かいしている。

「こちらへ。莉柘が時間を稼かせいでくれますので──」

　その間に、どうしようというのか。尋たずねかけて、東哉は目を見開いた。〈摩利王〉が咆ほえる。

　二人のすぐそば、麻里の背はい後ごに【蛇神】の頭があった。二つある頭のひとつは確たしかに莉柘が休まず攻撃をかけつづけているが、もう一方は野放しだ。

「麻里、後ろだ！」

　東哉の声に振り向き、麻里は──その瞳ひとみをまともに覗のぞき込こんだ。

　そのまま、身体からだが固まる。

【蛇神】が口を開き、咽の喉どの奥おく、真っ赤に煮にえたぎった溶よう鉱こう炉ろのようなそこから、炎ほのおの気配が生まれる。逃げなければならないのは分かっている。だが魅み入いられたように足が動かなかった。

　──シィィィィィイイイイイイイ────────────

　洞どう窟くつの奥から吹ふき出す風のような音。それが見る間に高まり、炎の渦うずが【怪かい異い】の巨大な顎あぎとに満ちる。

　死が満ちる。それが今──

「ぼけっとすんな！」

　強い力で突き飛ばされ、麻里は目をつぶった。まぶたを通して赤い輝きが映うつる。地面に押し倒されてのしかかられ、小さく声を上げる。

　間近で呻うめき声。弱く、かぼそい吐と息いきが頰ほおにかかった。

　目を開け、確たしかめる。【蛇神】の下あごに〈摩利王〉が食いついていた。振ふり解ほどかれ、だが退くことなく宙を飛び回る。【蛇神】の注意がそれた。

　見ると【蛇神】の炎が舐なめた一帯の地面が溶とけ、煮立っている。東哉が寄よりかかっていた岩は姿もなかった。あんなものを受けたら、骨ほねも残らないところだ。我われに返って礼を言おうとした麻里に、東哉はぐったりとのしかかっていた。退こうとしない。

「──東哉？」

　支ささえようとした手に、ぬるりとなにかが触ふれた。はっとして、麻里は近いところにある顔を見上げた。苦く痛つうに歪んでいる。身体をずらして起き上がり、確かめる。

　息を飲んだ。

　東哉の背中一面が焼け爛ただれていた。両足はもっとひどく、膝から下はほとんど炭化してしまっている。

　理り性せいと感かん情じようの双そう方ほうが、同じ結けつ論ろんを囁ささやいた。これは致ち命めい傷しようだ。どう考えても助からない。

「なぜ──？」

　声が震ふるえる。東哉は指を上げ、胸を示した。

「おまえ、片かた方ほう持ったままだろ。あれが壊こわれたら俺も死ぬんだよ。ぼけっとしてんじゃねえぞ……ああ、くそ」自分の足を見やり、表情を消す。

「……駄だ目めだな、これは」

　ぞっとするほどそっけない口調だった。

「麻里、莉柘を下がらせて一いつ緒しよに逃げろ。できれば芳樹も拾ってやれ」

「待ってください。喋しやべらないで。手当てを──」

　だが、治ち療りようする道具などどこにもない。せめて顔の泥どろを拭ぬぐおうとして取り出したハンカチを、東哉はうるさげに払はらいのけた。

「無駄だって。いいから逃げろ」

「貴方あなたは──」

「俺おれは無理だな。すこし目立ちすぎた。あいつに臭においを覚えられてるし、逃がすつもりはないだろ。それに、あいつは腹はらを空すかせてる。何千年も喰くってなきゃ当たり前だ。この場で一番栄養が高いのは俺だろ」ちょうどよく焼けてるしな、と笑う。

　笑いながら、横目で【蛇神】を見やる。〈摩利王〉がしつこく食い下がっていた。

「それに──まあまあ上等の終わり方だ。最低から二番目くらいの……それでもおまえらに食い潰つぶされるより、遥はるかにマシだ。さっさと行けよ」

「……貴方を置いてはいけません」

　麻里の言葉に、東哉はちょっと目を見み張はった。

「なんだおい、ずいぶん人情っぽいセリフだな？　裏うらの意味はなんだ？」

「あの【怪異】が貴方の力を取り込んでしまえば、もはや〈船津〉は対たい抗こうできません。ここで終わらせなければ」

　襟えり元もとに手を差し入れ、あの紅こう玉ぎよくを取り出す。東哉の瞳ひとみに、理り解かいの色が浮うかんだ。

「なるほどね。モノだけ借りといて使い方は分からないなんて、おまえがするはずがないよな。でもいいのか？　どのみち待ってるのは破は滅めつだぞ」

「黙だまっていてください」

　東哉を仰あお向むけに横たえ、呻き声を上げるのにかまわず焼け焦こげたシャツをめくり上げて胸の紅玉を露ろ出しゆつさせる。取り出した紅玉を捧ささげ持ち、麻里は瞑めい目もくして呪じゆを唱え始めた。

　東哉を縛しばるこの封ふう印いんは、紅玉を東哉にも流れる『船津家の血』という共通項こうでくくり、固定してある。効こう果かはこのとおりだが、その封印を施ほどこすのは人の身にあまる不ふ敬けい不ふ遜そんだった。彼の母が夜明けを待たず世を去ったのは、そのためだ。葬そう儀ぎに参列していない東哉は知ることはなかったが、その遺い体たいには一片ぺんの水の気配もなかった。その姿が脳のう裏りに浮かぶ。ここで彼を解き放てば、間近でそれに中あてられた自分はあれと同じ末路を辿たどるかもしれない。

　かまわない。彼に死なれるよりはいい。

　麻里は舌した先さきでかすかに呪を紡つむいだまま、唇くちびるを浅く嚙かみ切った。口中に血が溜たまっていく。手の中の紅玉が光を発し、強めていく。

　横たわる東哉、その胸に手を当て、紅玉を触ふれ合わせる。ふたつの紅玉が強く輝き、瞬またたいた。東哉に埋うまった紅玉が色を失う。手を肌はだに触れたまま、顔を寄せ──

　唇を重ねる。

　東哉が目を見開く。麻里はしっかりと瞳を閉じ、わずかにあごを緩ゆるめた。舌を使って血と唾だ液えきを流し込み、嚥えん下げさせる。柔やわらかく、甘あまい感触。それになにより、

（熱い……）

　周囲の音が遠ざかり、代わりに自分の鼓こ動どうがうるさいくらいに大きくなる。【蛇じや神しん】も〈船津〉も、莉柘も〈摩利王〉のことすらも脳裏から消え去り、ただ身体からだの下にある東哉のことだけを思う。掌てのひらに感じる体温。唇の柔らかさと舌先に触れる歯の硬かたさ。それだけを感じながら、麻里はさらに強く唇を押しつけた。

　東哉の咽の喉どが鳴った。苦く痛つうではなく、歓かん喜きのあえぎだ。閉じた瞼まぶたの裏に閃せん光こうが走り、麻里は触れた手の下、東哉の奥深くでなにかが弾ける音を聞いた。




　　　　※




　満ちてくる。

　枷かせが解かれ、自分のなかに自分が満ちてくる感触を目を閉じて味わいながら、東哉はゆっくりと息を吐いた。

　しっかりと自分の足で立ち、身体を支ささえる。さきほどまでの不快感はどこにもない。痛みも、傷も消えていた。ただ無限に高まりつづける炎を感じ、眩まばゆいばかりの恍こう惚こつを感じる。感覚が高まり、あらゆる周囲の様子が手に取るように理解できた。

　すぐそこで、莉柘が【蛇神】と競せり合っている。〈摩利王〉も左の蛇頭を引き付け、さかんに吠ほえ掛かかっていた。芳樹も【眷けん族ぞく】のいくつかを滅ほろぼしながら近くまで来ている。すぐにやって来るだろう。

　そして──自分のすぐ隣となりにいる、この娘むすめ。

　視し線せんを落とし、その姿を瞳に映うつす。

「麻里」

　呼びかける。十年ぶりに──二千年ぶりに？──自分を解き放ってくれた従い姉と妹こは、地面の上に座すわり込み、言葉もなくこちらを見上げている。

「礼を言う。よくやってくれた」

　よくもやってくれたものだ。

「あれが──」【蛇神】を示しめし、

「片かた付づいたあとは、〈船津〉だ。戻もどって、伝えるといい。これから行くと」

　麻里の唇が震ふるえた。さきほど触れたつややかな桜さくら色が開いて、真しん珠じゆ色の歯が垣かい間ま見みえた。

「あいにくですが、東哉。そうはなりません」

　……ふむ？　首を傾かしげる。自分が負けるとでも？

「それはあくまで限げん定てい的な解かい除じよです。効果が続くのは、わたしの血があなたの中で焼き尽つくされるまでの間ですので、そのつもりで戦ってください」

「……ほう」

「具体的には、一時間ほどのはずです。〈船津〉の全すべてを灰はいにするには、少し足りません」

　笑みを消し、眼まな差ざしをきつくする。一瞬の対たい峙じ。麻里は気き丈じようにも見返してきた。震えてもいない。

「……なるほど、人の知ち恵えか。まあいい」

　頭をめぐらせ、【蛇じや神しん】に向かう。まあいい。今はあいつが先だ。小こ癪しやくな娘に罰ばつを与あたえてやってもいいが、寛かん大だいに赦ゆるしてやることにする。解き放ってくれたことで帳ちよう消けしにしてやろう。

　踵きびすを返し、周囲に群むらがっている【眷族】を一いち瞥べつで蒸じよう発はつさせる。今はとても気分がいい。

　東哉は飛んだ。




　散発的に襲おそい掛かかってくる【眷族】をやりすごしながら、茂しげみを抜ぬける。あたりの空気がひどく熱い。いくら夏だからといっても耐たえがたい暑さだった。ひと息ごとに咽喉が引きつり、肺はいが焼けそうになる。

　荒あらい息をつく。さすがに【暮羽黒】が重く感じつつあった。

　斜しや面めんをようやく登り詰める。目の前で草木が途と切ぎれ、視界が開けた。

「──なんだ？」

　その向こうに、巨きよ大だいな……ここからでは全体像ぞうを把は握あくできないほど巨大な蛇へびが、牙きばを剝むいている。そいつと向き合っているのは、莉柘と〈摩利王〉、そして、

「東哉、か……？」

　芳樹は呟いた。目の前にいるその姿が、見知った男のものとは思えなかった。

　宙ちゆうに浮うき、身み構がまえるわけでもなく【蛇神】と対峙している。その肌はだは白く輝かがやき、目はどこまでも深く紅あかく、髪かみはそのまま逆さか巻まく炎ほのおだ。朱あけに染そまった綾あや絹ぎぬのような炎を幾いく重えにも身に纏まとい、ゆったりと肌を覆おおっている。それが触れる端はしから周囲の【眷族】が燃もえ上がり、あっという間に灰になっていく。

　昂こう然ぜんと頭をもたげて【蛇神】に向かう姿は荘そう厳ごんで、冒おかしがたい気品に満ちている。あれは、と芳樹の胸に感動が込み上げた。

　──神こう々ごうしい。

　東哉の周囲に真しん珠じゆほどの大きさの光の粒つぶ。無数に浮かぶそれが尾おを引いて、跳はねるように踊おどっている。主あるじの帰き還かんを言こと祝ほぐ精しよう霊りようたちだ。

　うっとりと見み惚とれかけた芳樹に、横手から【眷けん族ぞく】が襲い掛かった。とっさに【暮羽黒】を突き出してそれをいなす。

「呆ほうけてる場合じゃねえか」

　改めて周囲を見回す。と、少し離はなれたところに座り込んだ人ひと影かげがあった。怪け我がをしたのか、ぼんやりと動かない。

「──麻里さん！」

　大ぶりの一いつ閃せんで【眷族】を牽けん制せいしておいて、芳樹は麻里のもとへ駆かけ寄よった。

「どうしました？　大だい丈じよう夫ぶスか!?」

　大声で呼びかけるが、麻里は反はん応のうしない。奇き妙みようにぼうっとして東哉を見つめている。

「えっと……麻里さん？　麻里さん！」

　耳元で（すんませんと謝あやまりながら）怒ど鳴なると、麻里は初めて反応した。びくりと身を震わせ、芳樹を見る。

「──村むら居い？」

「そうッス。やられたんですか？　立てますか？」

　平気です、と麻里はぽつりと呟つぶやいた。たしかに着物は泥どろで汚よごれているし裾すそや袖そではほつれて煤すすけていたが、よく見れば怪我はないようだ。だが、それきりでいっかな立ち上がろうとしない。周囲を再び【眷族】が取り巻まき始めた。しかたなく、芳樹は【暮羽黒】を構かまえた。麻里を置いて逃げるわけにはいかない。

　麻里は〈摩利王〉を呼んだ。細い声しか出ないが、きちんと伝わった。即そく座ざにこちらへ飛んでくる。

（……なんてこと）

　好きでへたり込んでいるわけではない。どうやら腰が抜けたようで立てなかった。さきほどの東哉の瞳ひとみ。自分に向けたあの眼まな差ざし。そこにあったのは混まじりけのない憎ぞう悪おと、殺意だった。あの一瞬で骨ほねの髄ずいまで焼き尽つくされたように思う。成算はあった──今はまだ、東哉は自分を殺したりできない。まだ自分は必要だ──からできたが、あれで間ま違ちがいなく寿じゆ命みようが縮ちぢんだ。

　やってきた〈摩利王〉の背せに苦労して腰こし掛かける。

「村居。ここは東哉に任まかせて退ひきましょう。莉柘を呼んでください」

「あ、はい。分かりました。……でも、こいつらが行かせてくれますかね？」

　全方位に浮かぶ【眷族】は、まさしく十と重え二は十た重えという感じだ。だが麻里には確かく信しんがあった。

「だいじょうぶです」自分たちがいては、東哉は存ぞん分ぶんに動けない。

　言うなり、【眷族】が弾はじけ飛んだ。前まえ触ぶれもなく、端から撫なでられたように灰に変わる。芳樹が驚おどろきの声を上げ、麻里は静かに微笑ほほえんだ。




　莉柘は【蛇じや神しん】の首根っこに跨またがって、しつこく殴なぐりつづけていた。鱗うろこは恐おそろしく硬く、またその下の分ぶ厚あついゴムのような筋きん肉にくが打撃のほとんどを吸きゆう収しゆうしてしまうが、それでも手を緩ゆるめたりしない。苛いら立だたしげに、【蛇神】が頭を振る。

「もう一丁ちよう！」

　拳こぶしを振り上げる。思い切り叩たたき付けてやろうとした一撃は、だがそのためにバランスを欠いた。【蛇神】が身をくねらせ、天地が逆ぎやくになる。

「あわっ!?」

　滑なめらかな鱗に足を滑すべらせ、莉柘は宙に放り投げられた。自由を失った眼前一いつ杯ぱいに、【蛇神】の顎あぎとが開く。

（──吞のまれる？）

　上下の顎が合わさる瞬間、誰かに思い切り引っぱられる。「ひあっ？」肺から勝手に声が洩もれ、思わず瞑つむっていた目を開くと、なんと東哉に横よこ抱だきにされていた。肌の透すける薄絹のような炎が頰ほおを撫なでるが、不思議と熱くはない。ただ、どうやら他には何も身に付けていない。例によってまた裸はだかだ。

「わ、こら、放はなせ！」あわててじたばた両手を振る。東哉は迷めい惑わくそうに顔を顰しかめた。

「すぐにそうするとも。おまえ、邪じや魔まだから出てけ。俺はこいつとけりをつける」

「出てけ？　あんたさっき助けてもらってよくもそんな」

「今返したろ。ほら、麻里はあっちだ」

　言うなり放り投げる。空中で手足をそろえ、くるくる回って華か麗れいに着地。麻里のすぐ隣となりだ。拳を突き上げ、叫ぶ。

「投げるな！　乙女おとめをなんだと思ってんのよこの……！」

　最後まで言い切ることなく、莉柘の姿は搔かき消えた。麻里と芳樹も同時に消える。

【蛇神】と真正面から向き合い、東哉は優ゆう雅がに会え釈しやくした。

「懐なつかしいな。どうやら二千年ぶりだ」




「──引きこもり無プ職ー！」

　叫さけんで、きょとんとする。景色が切り替わって、莉柘は神しん域いきの大鳥とり居いの前にいた。

「あれ？」

　見回すと、すぐ隣に麻里が〈摩利王〉に腰掛けていた。芳樹もいる。

「移い動どうした……の？」小首を傾かしげる。麻里はこくりと頷うなずいた。

「そのようですね」

「東哉がやったんスか？」

「いまの東哉ならたやすいでしょう。足手まといだから出て行けということでしょうね。どのみちわたしたちにできることはもうありませんし、少し休みましょう」

　いまさら〈船津〉に連れん絡らくを入れても打てる手はない。東哉が勝つか【蛇神】が勝つか。それは人の手を離れた、まさしく神のみぞ知る話だ。




　　　　※




　奇き妙みような静せい寂じやくの中、東哉は【蛇神】の瞳ひとみを見つめつづけた。そこには東哉の姿すがたが映っている。その東哉の瞳には【蛇神】が、またその中には東哉が……無限に縮しゆく小しようする合わせ鏡。お互たがいを眺ながめ合って、東哉はその時のことを想い出していた。焼けた大地、延えん々えんと続く屍しかばね、遠ざかる意い識しき──。

　前は互ご角かくだった。ほぼ相あい討うちの形で二柱ふたりは眠ねむりにつき、そしてほぼ同時に戻ってきた。同程てい度どの力を持ち、ともに神かみ去さったのなら、同じ頃ころに戻るであろうことは予想できたことだ。そうすると、今回もまたお互いに相討つことになるのだろうか。

　いいや、そうはならない。

　お互いに滅ほろぶというなら、それもいいだろう。神が世界の中心にあったのは遠い昔だ。こうして向き合っていることが、何よりの証しよう拠こだろう。あの時は周りに彼を崇あがめ、祀まつる者たちがいた。ここではただの邪魔者だ。それは仕方ない。人間のすべてを変えることなどできない。だからと言ってこちらも変わりようがない。なぜなら暴ぼう威いは神の本ほん性しようだから。人の手に負える神などいない。二度と荒あれ狂くるうことのない神など、神ではない。理り解かいされ、制せい御ぎよされた時点で、それは神ではなくなる。それはもはや、ただの現げん象しようだ。忌いま々いましい。だが仕方がない。もしもここで息いき絶たえたとすれば、自分もそうなるのかもしれない。

　いいや、そうはならない。

　なぜなら勝つからだ。どれだけ【蛇神】が巨大でも、そのことはもう、分かっている。お互いがここに到いたったときに、決まっていることだ。

　それを実現する。

「やろうか」

　声をかける。【蛇神】が鎌かま首くびをもたげる。感覚が膨ぼう張ちようし、一瞬が永えい遠えんになる。両腕に剣けんを生み出して、東哉は疾はしった。

　──轟ごう！

【蛇じや神しん】の炎ほのお。さきほどは手ひどく焼かれたが、今度は髪一筋も焼けることがない。炎を浴びたまま、東哉は鼻で笑った。

「そんなヌルい火で俺おれをどうしようってんだ？」

　速度を増ます。二つある頭の片方に近寄り、生み出した炎で斬きりつける。鱗をやすやすと切り裂き、血ち飛沫しぶきが上がる。だが【蛇神】は頓とん着ちやくしない。どれほど深く斬り裂いても、自分の巨大な身体からだには些さ細さいな傷だと知っているから。長大な尾をくねらせ、東哉を払い、打ち砕こうとする。

　その一撃を、山をも砕く猛もう撃げきを、東哉はかわすことなく受けた。まともに喰くらい、だが跳はね飛ばされることはなく揺ゆらぐこともない。続いて二発、三発。四発目を受け止める。宙ちゆうに両足を踏ふん張り、両腕でもって受け止める。全身に衝しよう撃げきが走る。だがこれで自分がやられることはない。

　押し返す。押し返し、弾き返して、追撃する。かざした右手に生まれる炎。無数の槍やりとなって、蛇体に降り注ぐ。たやすく鱗を貫つらぬき、肉を焼き、骨を砕く。

【蛇神】が悲鳴を上げた。声帯を持たない蛇体が直ちよく接せつ空気を震ふるわせることはないが、その苦く悶もんの叫びをたしかに聞く。

　ふたつの顎あぎとが開いた。鉄の沸ふつ点てんを越こえる熱量が生まれる。動きを止め、東哉はその場で両腕を引き付けた。

　同時に炎カムナビを撃うち出す。真っ向からぶつかり合った炎と炎は競せり合い、お互いを吞のみ込もうとして荒れ狂った。神域が震え、無事だった樹じゆ木もくが次々に炎に包まれる。

　押す。押し返される。押す。押す。そして、

　圧あつ倒とうする。

　均きん衡こうが崩くずれた。ひときわ勢いきおいを増ました東哉の炎が【蛇神】のそれを押し包み、怒ど濤とうとなって【蛇神】を襲った。左頭が燃え上がり、音のない悲鳴を上げる。のけぞって悶もだえ、激はげしく身悶えする【蛇神】。だが炎は消えない。極高温が鱗を割り、肉を焼き、体たい液えきを沸ふつ騰とうさせる。

　残った片方が迫せまった。顎を限界まで開き、東哉を吞み込むのではなく嚙かみ砕こうとする。唸うなりを上げて嚙み合わされた上下の顎を、東哉はそれぞれ腕と足で受け止めた。牙きばが食い込もうとして、かえって耐え切れずに折れ砕ける。

「無む駄だだよ。おまえは俺に勝てない。俺がこうなったときに、それは決まったんだ」

　冷たく告げる。かまわず伸のびた二ふた叉またの舌したが胴どうに絡からみ、動きを封ふうじる。そのまま咽の喉どの奥おくに輝かがやきが生まれ、東哉を照らした。

　──じうっ！

　熱線が走り抜けた。東哉の皮ひ膚ふが焼け、肉が焦こげる臭においが鼻を突つく。だが東哉は痛いたみに声を上げることもなかった。傷きずついた箇か所しよがまたたくまに修しゆう復ふくしていく。

「おまえは、さっさと俺を焼いてしまうべきだったんだ。俺が封印されてる間にそうしておけば、葦原を手に入れられたかもしれないのに」

　東哉は今では理解していた。そもそも十七年前、〈船津〉に自分が顕あらわれたのは、この【蛇神】の復ふつ活かつに合わせてのことだ。こちらのほうがわずかに早いが、二千年以上の時を経へていることを考えれば、タイムラグなどないようなものだ。

　双そう方ほうはほぼ互ご角かく、だが以前はわずかとはいえ、東哉が優ゆう勢せいだった。そして遥はるかな時を経て十七年前、東哉は先に甦よみがえった。その間のほとんどを封印されていたとしても、それが神としてどれだけ短い期間であっても、より早く目覚め、より長く現世に身を置いていたのだ。対して【蛇神】はさきほど目覚めたばかり。それはつまり、傷を癒いやすのにそれだけ長くかかったということになる。東哉の封印が解かれ、そもそもの力が互角だとするなら、残るのはこの十七年に蓄たくわえた力の差だ。

「──だから、おまえが俺に勝つなんてことは、もうないんだよ」

　どうあっても東哉を滅めつすることができないことを悟さとり、【蛇神】は怯ひるんだ。せっかく甦ったのに、敗れるのか。また死ぬのか。

　恐きよう怖ふし、【蛇神】は身を震ふるわせた。追い詰められた獣けものの激げき情じようで、東哉を咥くわえた顎に力を込める。限げん界かい以上の力を振ふり絞しぼり、炎ほのおを吐はく。己おのが身を焼きながら放った炎は、だが東哉を焼き尽つくすまでには到いたらなかった。焼けた部分が端はしから再さい生せいし、かえって力を増ますようですらある。

【蛇神】の顎から離れ、東哉は距きよ離りを取って対たい峙じした。おそらく最後の衝しよう突とつ。もはや区々たる戦せん術じゆつなど必要ない。ただ全力を叩たたき付けるだけだ。

【蛇神】にもそれが分かったらしい。ぐっと身体を撓たわめ、力を溜める。緊きん張ちようが限界まで高まり、

　弾はじける。

　両者は真正面からぶつかり合った。技ぎ術じゆつも駆け引きもない、ただ渾こん身しんの激突。

　衝突の激げき痛つうと、全力を振り絞る快かい感かんと──相反する感覚に全身を満たされながら、東哉は何も考えずに押し込んだ。他のことはなに一つ頭にない。ただ目の前の敵てきを屠ほふることだけが意い識しきの全すべてだった。

【蛇神】の力が緩ゆるむ。結果はすぐそこに見えていた。だが何の感かん慨がいもない。はじめからそう決まっていたことが、現実になろうとしているだけだ。

（いける──）

　嵩かさにかかって押し潰つぶし、最後のひとかけらを焼き尽くそうとして──

　東哉はそれを聞いた。

　幼おさない悲鳴。泣きじゃくる童女の幻げん影えいが脳のう裏りに浮うかぶ。あの澄すんだ紅あかい瞳ひとみ。濁にごった赤い瞳。初めて戦ったあの【怪かい異い】。そこにあった憎にくしみと哀かなしみ。絶ぜつ望ぼう。

　自分と同じ瞳。




（閉じ込められていたのは──）




　神しん域いきに光が満ち、悲鳴が走り、散った。




　　　　※




　神域の全てを揺るがす大だい音おん声じように、三人は空を振り仰あおいだ。それは大きく──おそらく葦原すべてに鳴り響ひびき、無数の木こ霊だまを残して消えていく。

　あとには、静せい寂じやく。懐なつかしさすら感じる静寂。それがなんなのか首を傾かしげ、ほどなく三人は気づいた。

「あれ……？」

「鳴動が、止まった──？」

　長く続いていた山鳴りが、静まっていた。

「じゃあ、終わったのか？　どっちが勝った？」

「そりゃ、まあ。決まってんじゃない？」

　急に訪おとずれた静寂に耳鳴りすら覚え、どこか落ち着かない様子で二人が顔を合わせる。空一面にのたうっていた蛇じや体たいは、どこにも見えない。【眷けん族ぞく】の影かげもなかった。

「──来たようですね」

　麻里が顔を上げ、紙かみ袋ぶくろを手に取った。

　三人の視し線せんの先、神域の緑の向こうから、足音が伝わってくる。がさがさと下草を搔かき分ける音は、茂しげみが途と絶だえるすこし手前で止まった。声が届とどく。

「……すまん、誰か着る物をくれ」

　麻里が差し出した紙袋を、芳樹が受け取る。それを茂みの向こうに放り投げて、芳樹は頭を搔いた。

「なんつーか、そうやって服が燃もえるのって、あれか？　義ぎ務むか？」

「やかましい」

　ごそごそと着込む音。やがて姿を現した東哉に、三人はそれぞれほっと息をついた。だが続いて、目を見開く。

「おい、それ……なんだよ？」

　東哉はズボンだけを穿はいて、両手に誰かをシャツにくるんで抱だいていた。艶つややかに長い髪がまとまりきらずにこぼれている。どうやら他にはなにも着ていないらしく、覗のぞく素足や腕の肌が恐おそろしく白い。

「ああ、これ？」

　抱かかえていたのは、幼おさない少女だった。瞳ひとみを閉とじ、丸くなってすうすうと寝ね息いきを立てている。

「ちょっと、なんなの？」

　莉柘が手を伸のばし、東哉から取り上げようとした。少女がむずかり、目を開ける。長い睫まつげが彩いろどるそれは、

　灼けるように紅い瞳。

「……まさか」

　麻里が頭かぶりを振る。東哉は少女を抱えたまま、はっはっはと白々しく笑った。

「いやあ、さすがに強かったわ。俺の力じゃ殺しきれなくてさ。しばらく大人しくして現げん世せのありさまとか見て、それから身の振り方決めてもらうってことで。契けい約やく完かん了りよう」

　もちろん大おお噓うそだ。つまりこの少女は、さきほどの蛇じや神しんの化け身しんということになる。

「あ、力はほとんどないから、そんなに危き険けんでもない。……はずだ。鳴動も収おさまったことだし、これにて一いつ件けん落着だな」

　好き勝手なことを言って、また笑う。誰も物が言えない。東哉はやけに上機き嫌げんで、少女の瞳を覗き込んだ。

「これから暮くらすにしても、名前がないと困こまるな。おまえ、なんて言うんだ？」

　少女はじっと東哉を見つめたが、すぐにぷいと顔を背そむけた。知ったことかといった様子だ。それにも機嫌を損そこねることなく、東哉はふむ、と首を傾かしげた。

「そうか、ないのか。じゃあ俺が決めてやろう。そうだな……

〈須す勢せ理り〉、なんてどうだ？」

　少女がぎょっとした。なにか言おうと口を開くが、東哉は笑顔で押おし被かぶせた。

「決まりだ。おまえは〈須勢理〉、それがおまえの名前だ。いいな？」

　白い顔をもっと白くして、少女が言葉を失う。麻里がこめかみを押さえた。

「なんということを……」

　神に限かぎらず、名とは存そん在ざいを規き定ていするうえでもっとも基き本ほん的で強力な枠わく組ぐみである。名付け親が実の父母と同等かそれ以上に重視された時代もあるのだ。彼女は〈力〉を失った──つまり白紙の状じよう態たいで新たに名付けられたことで、東哉と魂たましいが繫つながってしまったことになる。これでは好き勝手に暴あばれることなどできない。たしかに効こう果か的だが、それにしても……

「いいか〈須勢理〉、覚えとけ。息を潜ひそめて大人しくするのはともかく、人間と仲良くやれなんて言わない。できてりゃとっくにやってるだろ。人間てのは譲ゆずっただけ踏ふみ込んでくるものだ。異い質しつなものと絶ぜつ対たいに溶とけ合わない。受け入れない。祭り上げるだけだ」三人を見み渡わたして、にやりと笑う。反はん論ろんは受け付けない笑いだった。俺の現状を見てみるがいい。

「──だから、お互たがいの間合いを測はかることが重要なんだ。それができれば、良好な関係を築きずくこともできる、かもしれん。時間はたっぷりある。やってみて損そんはない」

　少女は──〈須勢理〉は何も言わない。ただ黙だまって、東哉を見上げている。その紅あかい瞳には憎悪も哀かなしみもなく、ただ無む垢くな輝かがやきだけがあった。

　それに満足して、東哉は笑った。久ひさしぶりの、邪じや気きのない笑いだった。

「さて、帰ろうか。当主からもらうご褒ほう美びが楽しみだ」







　　　終章







　一週間後。人の気配に昼寝から覚めて、東とう哉やは目をこすった。もといた社やしろの居い間ま、時計を見れば三時を少し回ったところだ。

　右腕には〈須す勢せ理り〉がしがみついて、すうすう寝息を立てている。一応処しよ分ぶんが決まるまでの間ということで同じ社に寝起きしているのだが、ちょっと油ゆ断だんすると、この少女はいつのまにかこうして東哉のそばにいる。それは別にかまわないのだが、夜の寝ね床どこにまで入り込んでくるのはどうにかならないものかと思う。

　やってきたのは麻ま里りだった。初めてここに来た時と同じ位置に黙って座すわると、並ならんで寝ている二人を順に見み据すえる。初めに東哉、次に〈須勢理〉、そしてまた東哉。冷たく冴さえた眼まな差ざしが、無言の圧あつ力りよくを伝えてきた。

　なんとなく後ろめたい気分で起き上がり、東哉は居い住ずまいを正した。〈須勢理〉は引き剝はがして転がしておく。むにゃむにゃ言いながら丸くなるが、それでも東哉のシャツを握にぎったまま放はなそうとしない。諦あきらめて麻里に向き直る。

「……ええと」

「〈須勢理〉の処しよ遇ぐうが決まりました」

　挨あい拶さつも前置きもない。東哉が〈須勢理〉と同どう居きよどころか同どう衾きんまでしていると知った後は、ずっとこうだった。初めてそれを知った彼女が浮かべた微び笑しようを、東哉は生しよう涯がい忘わすれることはないだろう。別にインモラルな関係はないと説明してあるものの──この目で見つめられるとなぜか謝あやまらなければならない気になってくる。

　いや待て、謝る必要などない。鳴動の原げん因いんを突つき止め、問題を解決した。他の誰にもできなかったことをきちんとやり遂とげたのだ。褒ほめられこそすれ、責せめられるいわれはどこにもない。あえて目をそらして、気のないそぶりで先を促うながす。

「──そうか。で、どうなった？」

「〈須勢理〉はこの境けい内だいにもうひとつ社を建こん立りゆうし、そこに祀まつります。貴方あなたは彼女が害を及およぼさないよう、監かん督とくし、指し導どうしてください。外出についてはある程てい度どの自由を認みとめますが、その都度届とどけ出ることと、監視をつけることが条じよう件けんです。完全に封ふう印いんする案もありましたが、すでに〈力〉のほとんどを失い、さらに貴方によって存在を括くくられていることを考こう慮りよして、結局このままということになりました。社の建立については明日にでも取り掛かります。完成するまでは引き続き、ここに住まわせてください」

「あ、そう……」

　視線を落として、〈須勢理〉を見やる。どれだけ急いだとしても、社ひとつ建てるにはそれなりの日数がかかるだろう。しばらくは同居生活が続きそうだ。

「ま、仕方ないな。せいぜい仲良くやりますか」

「できればそうしてください。……ただ、〈須勢理〉があれだけの〈力〉を誇ほこる神であったことは忘れないでください。打ち解けるのは構かまいませんが、油断して取り込まれたりしないように」

　釘くぎを刺さすように言ってくる。もちろん承しよう知ちの上だ。

「当たり前だろ。なんだよ、妬やいてんのか？」

「誰がですか」

　……いや、あの、すみません。そんな睨にらまないでください。ちょっとした冗じよう談だんです。

　怒いかりの色を消さないまま、麻里が口を開く。

「──最初の条件どおり、境内の結界を解くことが決まりました。近日中に儀ぎ式しきが執とり行われます。その際さいに併あわせて〈須勢理〉もここに合ごう祀しされますので、そのつもりでいてください。それと、貴方のことですが……」

　言葉を切り、笑みを浮かべる。その薄うすい微笑ほほえみに、なぜか胸むねが騒さわいだ。

「さきほどの幹かん部ぶ会で、正式にわたしの預あずかりということになりました。これからは相談事や要求についてはわたしを通してください」

　わたしの預かり？

「生かすも殺すもわたし次し第だいということです」

　……それは素す敵てきですねえ……。

　どんよりとよどんだ笑みを浮かべて、東哉は二三度頭を振った。それが決定だというなら、まあ、いいだろう。葦あし原はらを出歩くことはできるようになったし、多少は将しよう来らいの展てん望ぼうも開けてきた。当主に命いのち綱づなを握られたままよりは、遥かにましだ。麻里を通すことで、これから先、いくらかは無理を聞いてもらえるだろう。とはいえ、この従い姉と妹こはやはり今でも苦手なのだが。

「あ、そうだ。前から聞きたかったんだけどな」

「なんでしょう」

「おまえさ、なんだってここまで俺おれにかまうんだ？」

　東哉にも、どうやら麻里が自分に気を遣ってくれていること、それが単なる打算だけによるものでないことはうっすらと理解できていた。だがその理由については、見当もつかない。本当に分からなかった。もともと東哉は悪意には過か剰じようなまでに敏びん感かんだが、好こう意いにはおそろしく鈍にぶい。

　麻里は黙っている。乾かわいた風が座ざ敷しきを吹ふき過すぎた。聞いちゃまずかったかと東哉が頭を搔かいたとき、麻里はぽつりと言った。

「……肩かたの傷きず」

「──は？」

「貴方の右肩に、古い傷きず痕あとがありますね。その傷を負ったときのことを、覚えていますか？」

　傷痕を押おさえ、首を振る。

「……どうだったかな。よく覚えてない。たぶん覚えててもいいことないだろ。それがどうした？」

　質しつ問もんには答えず、麻里はそこを見た。シャツの下にあるはずの大きな傷痕を透すかし見るように目を細め、その時のことを思い浮かべる。折に触れて思い出す記き憶おくは、長い年月にも色あせることなく鮮せん明めいだった。




　──恐おそろしい力で摑つかまれ、なかば引きずられるようにして石いし段だんを登る。下では大人たちの怒ど号ごうと悲鳴が絶たえず響ひびいて、闇やみの中を無数の光が蠢うごめいている。

　なにが起きているのか、まるで分からなかった。今夜は本家で集まりがあり、そのために父に連れられてやってきたのだ。車から降おり、庭へ向かおうとした矢先、横合いから飛び出してきた男が彼女の体を押さえ込んだ。男は左手に麻里を、右手に大ぶりの鉈なたを摑んだまま闇雲に庭を突っ切ると、この禁きんじられた社やしろに踏み入ったのである。男が誰で、何な故ぜ自分が捕とらえられたのか。男がなにをするつもりで、自分はこれからどうなるのか。何ひとつ分からなかった。恐きよう怖ふと混こん乱らんが胸を締しめ付け、思考を奪うばった。今ではどんな状じよう況きようでも、自分を見失わない自信がある。だがこの時、麻里はまだ六歳さいだった。東哉がこの社に封じられてから間もない頃ころだ。

　帯を摑んだ腕うでが乱らん暴ぼうに麻里を促す。否いや応おうなしに足を踏み出すが、夜の闇の中、無理に強しいられての歩みは幼おさない麻里には荷が重かった。もつれた足が石段を踏み外し、足首に痛いたみが走る。思わず悲鳴を上げた麻里の顔を、男がかがんで覗のぞき込こんだ。

「なんだ。痛いか？」

　男の息が顔にかかる。頼たよりない月明かりの下、間近にある男の眼めは血走り、ぎらついた光を放っていた。麻里を見ていながら、どこか遠いところに視点を置いた瞳。

「足が……」

「くじいたか。そうか。だからなんだ？　俺の娘むすめはもっと痛かった。苦しんだんだ。足が痛いくらいで──」

　男が手にした鉈を、麻里の頰ほおに当てる。剣けん鉈なたと呼ばれる、大ぶりのナイフのような形の刃は物ものだ。肉にく厚あつの刃はの冷たさと、それを持つ男の歪ゆがんだ笑みに、麻里は凍こおりついた。

「もっと苦しんだんだ。すぐに教えてやる。おまえと、あいつらに教えてやる」

　下でひときわ大きな声が上がる。父だ。だが石段の下、鳥とり居いのあたりで立ち止まり、それ以上は上がってこない。周囲の大人たちも同じだった。麻里に突きつけられた刃に打つ手がない。加えてここには、当主の許きよ可かがなければ立ち入ってはならない。誰かが叫さけび、別の誰かが叫び返す。その繰り返しで、一人として上がってこない。

　男が鉈を麻里から離し、見せつけるように振り上げる。複ふく数すうのライトが男を照らし、刃が光を反はん射しやしてひときわ輝かがやいた。

　続いていくつかのことが、同時に起こった。

　背はい後ごで乾かわいた音。枯かれ枝えだを踏むような小さな音に、男が振り返る。麻里も振り向き、小さな──麻里とそう変わらない背せ丈たけの人ひと影かげがなにかを振り下ろすのを見る。男が身み構がまえる間もなく、鼻のあたりを打たれてよろめく。続いてもう一いち撃げきが男の右手に。鉈が飛ばされ、石段に跳はねて硬かたい音を立てる。男が悲鳴を上げ、麻里を摑んでいた手を離した。

「逃にげろ！」

　棒ぼうを手に、人影が叫ぶ。声に突つき飛ばされるように踏み出しかけて、麻里は足の痛みに立ちすくんだ。動けない。一いつ瞬しゆんの機会を逃のがし、その間に男が体たい勢せいを立て直す。

「このガキ！」

　再ふたたび振り下ろされた棒を受け止めると、男は固めた拳こぶしを小さな人影に叩たたき付けた。鈍にぶい音がして、その影が吹き飛んだ。そこでやっとそれが誰だか気づく。

　下から複数の声と、足音。迫せまってくるいくつもの光こう源げんに舌した打うちして、男が鋭するどくあたりを見回した。さきほど飛ばされた鉈は、麻里のすぐそばに転がっていた。男が飛びつき、拾い上げようとする。咄とつ嗟さに麻里はその手にしがみついた。

「駄だ目め！」

「どけ──離せ！」

　怒号と共に頰を張はり飛ばされ、麻里は石段の上を転がった。大人に本気で殴なぐられたのは、これが初めてだった。痛みと衝しよう撃げきに目が眩くらみ、体が竦すくむ。この時〈摩ま利り王おう〉はまだいない。男の暴ぼう力りよくの前に、麻里は無力だった。

　男が鉈を拾い上げ、麻里に迫る。「おまえからだ」大おお股またで歩み寄り、鉈を振りかざす。逆さか手てに持った鉈の先せん端たんが光り、麻里の目を灼やいた。下からの足音はまだ遠い。間に合わない。死ぬ。殺され──

　男の顔面で炎ほのおが弾はじけた。ぱん、という軽い音と、一瞬だけの小さな火。

　男が二度目の悲鳴を上げ、顔を押さえて棒立ちになる。倒れていた東哉が起き上がっていた。男の脇わきをすり抜け、麻里の手を摑んで引き起こして叫ぶ。「逃げろ、早く！」

　だが遅おそかった。男は唸うなり声を上げて飛び掛かかり、東哉ごと麻里を突き飛ばした。体が宙ちゆうに浮き、次いで叩きつけられる。石段と東哉に挟はさまれ、息が詰まった。そこに男が迫り、刃が閃ひらめく。悲鳴が上がった。

　──その時、どうしてそういうことになったのかは分からない。男が手元を狂くるわせたのかもしれない。片かた手てで顔を押さえたままだったから、あるいは目もく測そくを誤あやまったのかもしれない。たまたま東哉が身を起こそうとして、結果としてそうなったのかもしれない。それとも──本当にかばってくれたのかもしれない。いずれにせよ、今となっては確たしかめようもないことだ。

　振り下ろされた刃先は東哉の肩、鎖さ骨こつの上あたりを貫つらぬき、石段に食い込んで止まった。東哉の身体が強こわ張ばり、一度だけ震ふるえる。傷きず口ぐちからしぶいた血が数すう滴てき、麻里の頰にかかった。

　鉈が引き抜かれる。東哉の身体に視界が隠かくれて何も見えないが、男が再さい度ど、今度こそ麻里を仕し留とめるために凶きよう器きを振り上げるのは予想できた。次は避さけられない。

　だが、次は永えい遠えんにやってこなかった。いくつもの足音が辿たどり着き、麻里と東哉の上を通り過ぎていった。男たちの怒号が入り混まじる。追い詰められた者の叫びと、追い詰めた者の叫び。もみ合う音と、なにかを打ちつける音。視界はほとんどなく、無数の音だけが周囲を取り囲んでいた。男がひときわ大きく悲鳴を上げ、それから黙る。麻里が男の声を聞いたのはそれが最後だった。

　ほどなく、いくつもの手が二人を引き起こした。東哉を麻里から引き剝はがし、突き放す。東哉が短い悲鳴を上げた。傷から勢いきおいよく血が噴ふき出している。

「やめて、怪け我がしてる！」

　駆かけ寄よろうとした麻里を、誰かの手が抱だきとめた。

「近寄っちゃいけません」鋭するどい声が飛ぶ。

　──その瞬間のことを、麻里はなにより鮮せん明めいに覚えている。一連の記憶の中で、もっとも色いろ濃こく残っているのがこの瞬間だった。

　東哉の表情が変わり、瞳ひとみに理解の色が浮かぶ。麻里を見る目が〈自分が救った少女〉から、〈船津の関係者〉を見るものに変わる。東哉の瞳の中で意い識しきが切り替かわり、警けい戒かいと敵てき意いがすべてを埋うめ尽つくす様子が、自分のことのように把は握あくできた。

　今でも後こう悔かいしている。あのとき自分は、立ち止まるべきではなかった。手を振り払はらって東哉に駆け寄り、礼を言い、傷の手当てを周囲に求めるべきだった。そうすることで他の者とは違ちがうことを示しめすべきだった。それに自分は間違いなく、そうしたかったはずだ。

　だが現実はそうならなかった。

　麻里はそのまま立ち止まり、抱かかえ上げられるに任まかせた。

　誰も指し摘てきしない。気づいてもいなかっただろう。だが自分だけは覚えている。一瞬、ほんのわずかな瞬間、麻里は東哉に近づくのを躊ちゆう躇ちよした。理由は分からない。だが明らかに責せめられるべき、それは致ち命めい的な失しつ態たいだった。年ねん齢れいなど関係ない。足の痛いたみも言い訳わけにならない。ごくわずかな遅ち滞たい、その隙すきに機会は麻里の手元から飛び去ってしまった。

　あとは止める間もなく、東哉と麻里の間に次々に大人たちが入り込み、壁かべを作っていった。麻里を抱え上げて取り囲み、泥どろと血に汚よごれた顔を拭ふく。口々に安あん否ぴを問う声が上がるが、その全すべては麻里に向けられたものだった。

　なにかに急せかされるように、麻里を抱えた者が石いし段だんを足早に降り始めた。他の者もそれに続く。麻里は振り向き、できるだけ背せを伸のばして闇やみを透すかし見たが、東哉の姿すがたは闇と人壁にまぎれてどこにも見えなかった。

　そのまま十年の歳月が流れた。




　東哉の怪け訝げんな視し線せんを避さけるように、麻里は庭のほうを見やった。葦原は今日も快かい晴せいで、強い陽光がじりじりと玉たま砂じや利りを焦こがしている。ゆるやかな風が流れ込み、髪かみを撫なでた。

「覚えていないならかまいません。貴方あなたにとって取るに足らない出来事ということでしょう。ただ──気になったもので」

「はあ……？」

　東哉がますます分からないという顔になる。それよりも、と麻里は語をつないだ。

「考えてみたのですが──やはり貴方の力はわたしに必要です。これからの〈船津〉にも。

　ですから、東哉。もうしばらく、わたしに協力してもらえませんか。できるだけのことはします。葦原ごと〈船津〉を滅ほろぼすと言うなら、それもいいでしょう。わたしはわたしで、それに備そなえます。……どうですか？」

　どこかほっとしたように、東哉が頷うなずく。

「なるほど、いいだろう。おまえは当主になる。俺おれは自由になる。そのあとどうするかは、そのときの話。そういうことだな？」

「そういうことです」

「いいだろう」頷く。

「それまでは協力しよう。俺は力を貸かす。おまえは便べん宜ぎを図る。これが誓せい約やくの文もん句くだ」

　手を差し出してくる。麻里はそれを握った。乾かわいた暖あたたかい手。触ふれ合っていたのは一瞬だったが、東哉がそれを許ゆるしたということは、やはり特別なことだった。

　こうして八月七日、奇くしくも生せい誕たん十七年目を数えたその日、船津麻里は彼女の望みの通り、火神に仕える巫み女ことなった。







　　　あとがき







　お初にお目にかかります、小こ泉いずみ八や束つかと申します。

　このたびファンタジア長編小説大賞で準じゆん入にゆう選せんという栄はえある賞をいただき、こうして『あとがき』なるものを書かせていただいております。

　なんというか、感無量です。




　つらつら思い返してみると、そもそも私が『小説家になりたいなあ』なんてぼんやりと思うようになったのは、かれこれ十年以上前、中学生の頃でした。初めてライトノベル（そのころは『ファンタジー小説』と呼んでいたように思います）に触ふれたときの、あの感動。それまで味わったことのないキャラクターや世界観の数々。その楽しさ、面おも白しろさに魅みせられ、そのうち自然と『自分でも書いてみたい！』と思うようになったのでした。

　思うだけなら簡単でした。

　とにかく衝しよう動どうに突つき動うごかされ、はじめは大学ノートに、やがて親からもらった古いワープロで、思いついたことを片かた端はしから書きつづっていたのですが、とてもまともな小説と言えるような代しろ物ものではありませんでした。キャラクターの性せい格かくに一いつ貫かん性せいがない。とってつけたような世界設定で、しかもコロコロ変わる。起き承しよう転てん結けつなど知ったことではない。そもそもきちんと完成させない。現在に至いたるまでの私の性格をそのまま表したような、いたたまれない恥のかたまりです。ちなみに今でも部屋の片づけなどをしている時に当時のノートが出てくることがあるのですが、扱あつかいには厳げん重じゆうな注意が必要です。あやまって読んでしまおうものなら、まず丸一日は立ち直れません。思わず奇き声せいを上げて両腕を振り回しながら誰も知らない地平のかなたへと走り去ってしまいたくなります。実行したのはまだ二度ほどですが、とにかくそれほどの危険物です。誰かに見られでもしようものなら、その人を殺して私も死なねばなりません。

　高校生のときもおおむねそんなありさまで、大量の恥はじ文ぶん書しよをせっせと生産していました。やっと小説として（まがりなりにも）完成させたのは大学生の時。同じくファンタジア長編小説大賞へ応募した時です。応募締め切りギリギリ、二日ほど徹てつ夜やして書き上げた作品を郵便局の窓口へ差し出した時の興奮を今でも覚えています。ただ、それまで書いていたものと内容的にはさしたる違いはありません。一次審査であっさりハネられました。

　それからもしつこくあちらこちらの新人賞へ応募を続け、かすりもせずに落ちたりちょっとは引っかかりつつも落ちたりしながら、今回こうして日の目を見たというわけです。ただ、投稿を続けた数年間のうち、一番記憶に残っているのは今回受賞した作品を応募した時ではなく、この最初に落らく選せんした時のことです。普段なら忘れ去ってしまうような細部までやけに鮮せん明めいに覚えていたり。不思議なものですね。




　……などと私事の投とう稿こう履り歴れきを書いてきましたが、実は私、今日ここに至るまで拭ぬぐえない不安がひとつあるのです。というのも、その、これって──

　夢ゆめじゃないですよね？

　不安なのです。いつか、背はい後ごに忍しのび寄よった誰かが私の肩をぽんと叩いて『これは夢だよ。なにもかもすべて夢だ。残念だったね』なんて耳みみ元もとで囁ささやきはしないだろうか。いやそれどころか、すべては事故に遭あって昏こん睡すいした私の見る夢に過ぎないのではないか……？　そう考えると、冷たい手で胃いの腑ふをゾーキン絞しぼりされたような気持ちになります。なにしろ投稿→落選の電車道をひた走ってきたもので、幸こう福ふくに慣れていないのです。『いつの日か』と思いつづけていましたが、まさか本当に自分が小説家としてデビューする日がやってくるとは。ほんと、夢じゃなかろか。

　もちろん、夢のはずはありません。受賞の電話も、授賞式に出席したのも、著者校正（おお、専門用語だ。プロっぽい）したのもすべて現実です。担当氏をはじめとする編集部、絵え師しの海苔さん、ほかにも顔も名前も存じ上げない多くの方々が、この本を形にしようとしてくれているのです。受賞を夢と疑うたがうことは、その人々の努力を疑うことです。そう、これは現実。現実なのです。ああでもやっぱり不安が拭えない……。




　はじめてライトノベルを読んでから、そして小説家を志望してからずいぶんと時間が経ちました。もうやめようかと思ったこともあります。あるいはこれから先、もうやめたいと思うこともあるかもしれません。ですが今は、今このときは、あきらめずに続けていて良かったと、心から思います。

　長く読者をやっていて、今度は私が書く側になったわけですが、これから先どうなるのか、正直言ってなにも分かりません。面白いと思ってもらえるか。続きを読みたいと思ってもらえるか。とても不安です。ただ、この本を手に取ってくださった人が、ほんのわずかでも、かつて私が味わったあの感動を知ってくれたら。この本がその手て助だすけになればと思っています。これから先に何があっても、その感動を味わったという事実だけは消えないはずです。良い本に触れたときの、あの幸福感。それを誰かのもとへ送ることができたら、書き手としてこれほどの喜びはありません。

　いつの日か、またお会いできることを願っています。

　それでは。







　　　解説




　ひねくれ者の17歳・少年〝神様〟の物語、いかがでしたでしょうか？

　第16回ファンタジア長編小説大賞で準入選を獲かく得とくした本作品ですが、その最大の魅み力りよくが主人公にあることは、論ろんを待まちません。

　祟たたり神がみとして力を封ふう印いんされ、古い社やしろに独りぼっちで隔かく離りされて育った、17歳の少年〝神様〟という設定がまず魅力的です。そして、それに輪わをかけてそのパーソナリティがいいのです。

　とにかく主人公であるこの東とう哉や、ひねくれまくってます。




　美しい従い姉と妹こたちが訪ねてきても──「何で来たの？」

　仲良くしたいと言われて──「やなこった」

　にこやかに近づいて来た相手に──「おまえ性格悪いなあ」




　おまえも十分性格悪いっちゅーねん！

　でも、ぜんぜん嫌いやなキャラクターじゃないんですよね。

　むしろいっそ清すが々すがしいというか。

　その理由を考えるに、結局彼が素す直なおに生きられないタイプの人間だからじゃないかなあと思うわけです。

　その不ふ幸こうな生おい立たちも関係あるとはいえ、東哉はなかなか本ほん音ねをストレートに語かたることができません。

「所しよ詮せん独りぼっちさ」と粋いきがりながらどこか人なつっこいし、人の好意をまっすぐに受け入れられないでいろいろ損をしてるし、慎しん重ちようで計算高そうでいてどことなくロマンチストだし（笑）。

　そして、自分の不幸な状況を道化のように滑こつ稽けいな立ち振る舞いで、笑いとして受け流してしまうヴァイタリティもあるのに、ここぞという時につい感情を爆発させてしまう若さも──。

　そういう〝不器用さ〟で損しているところが憎にくめないんですよねぇ。

　また、ヒロインの麻ま里りも自分の気持ちを素直にいえない不器用な女の子で、東哉と彼女のもどかしい恋れん愛あい模も様ようをいらいらしながら、気づくと応おう援えんしていたりするのです（笑）。

　ということで、神と怪かい物ぶつの〈異い能のう力りよく伝でん奇きアクション〉という面白さに、〈純情青春物語〉のときめき感がフュージョンしたのがこの『トウヤのホムラ』という作品といえましょう。

　熱いバトルが楽しみたい人も、恋愛話にどきどきしたい人も、満足していただける作品というわけで、今この解説文から立ち読みしている人は、この本を手に持ったまま直ちにレジに向かって頂いただくと、お互いに幸せになれますので、どうかひとつ。

　そして、読み終わった暁あかつきには、ぜひ著者の小こ泉いずみ八や束つかまでファンレターをお送りください。

　木ぼく訥とつとした話し方の彼は、面白かったという感想には自信をつけ、厳きびしいご指し摘てきには謙けん虚きよに反省しつつ、きっと東哉と麻里の物語の第二章を書き上げてくるでしょうから。




　これからも、応援よろしく！










トウヤのホムラ







小こ泉いずみ八や束つか
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